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Ⅱ．平成２８年度各がん検診事業実績



指 標 の 解 説

１．対象者数：職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数
※１ 対象者数については、平成２０年度から全市町村共通で以下の算式により推計対象者数を算出
することとしている。
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４０歳以上（子宮がん検診は２０歳以上）・男女ごとに、以下の計算式で算出した人数を「推
計対象者数」とする。
各係数は直近の国勢調査において報告された人数を用いる。

推 計
対象者数 ＝ 市区町村

人 口 －（ 就業者数 － 農林水産業
従 業 者 数 ）

（「市町村がん検診事業の充実強化について」平成２１年３月厚生労働省総務）

胃、肺、大腸がん検診：４０歳以上
乳がん検診：平成１７年度より対象者は４０歳以上。（同一人の隔年検診）
子宮がん検診：平成１７年度より対象者は２０歳以上。
肝炎ウイルス検査：以下に該当する者を対象者とする。

（１） 節目検診：健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、４０歳の者
（２） 節目外検診：上記以外の健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、①基本健康診
査で肝機能（GPT値）により要指導と診断された者。②平成１４年～平成１８年度までの本事業か
らに基づく肝炎ウイルス検査の対象者であって、受診の機会を逸した者。

２．受診者数：検診を受診した人数
３．受診率：がん検診の対象者のうち、実際の受診者の割合
４．要精検者数：一次検診の結果、精密検査が必要と診断された人数
５．要精検率：がん検診受診者のうち、精密検査が必要とされた者の割合
６．精検受診者数：精密検査が必要と診断された者のうち、精密検査を受診した人数
７．精検受診率：精密検査が必要な者のうち、精密検査を受けた者の割合
８．がん、がん疑いの人数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された人数
子宮がん検診の場合、異形成と子宮内膜増殖症はがん疑いとして集計します。

９．がん発見率：がん検診受診者のうち、がんとされた者の割合
１０．陽性反応適中度：要精密検査者のうち、がんとされた者の割合
１１．確定癌数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された者について、鳥取県健康対策協議会に
おいて確定調査を行った結果、「癌」であった者の人数

１２．確定癌率：がん検診受診者のうち、確定調査の結果、癌であった者の割合
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〈検診方法別結果〉

区 分
市町村数

受診者数（率） がん がん発見率（％）
実 施 未実施

Ｘ 線 検 診 １９ ０
１１，９６１
（２３．６％）

１５ ０．１２５

内視鏡検診 １７ ２
３８，６８４
（７６．４％）

１４４ ０．３７２

計
５０，６４５
（１００％）

１５９ ０．３１４

１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
平成２８度の対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として厚生労働省が示す算式に
より算定した推計値）は１８９，１３２人のうち、受診者数はＸ線検査１１，９６１人、内視鏡検査は３８，６８４人で
合計５０，６４５人、受診率は２６．８％で前年度より８２５人、０．２ポイント減少した。
受診者数全体のうち、内視鏡検査の実施割合は７６．４％で、年々増加している。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法が４０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数７６，８１４人、受診者数２８，２３７人、受診率３６．８％で、
全国平均（平成２７年度）受診率６．３％に比較し高い。
検査の結果、胃がんであった者は１５９人発見され（Ｘ線検査１５人、内視鏡検査１４４人）、がん発見率
は０．３１％であった。
Ｘ線検査でのがん発見率は０．１３％に対し、内視鏡検査でのがん発見率は０．３７％である。
陽性反応適中度（がん／要精検査者）はＸ線検査１．５％である。また、内視鏡検査の陽性反応適中度
はがんを組織診実施者数で割った率で求めたところ９．６％であった。
確定調査の結果、確定癌は１６８例、発見癌率は０．３３％であった。

（１） Ｘ線検査は１９市町村で実施され、受診者数は１１，９６１人で、受診率は６．３％である。一次検診の要
精検者は１，０２８人で、要精検率は８．６％で、前年度より０．６ポイント増加した。精検受診者数８８９人、
精検受診率は８６．５％で前年度より１．８ポイント増加した。車検診の要精検率８．４％。施設検診は
９．６％で、依然として中部が１５．６％と高い。
精検結果は、胃がんであった者は１５人で、胃がん発見率は０．１３％であった。
国はプロセス指標として、要精検率許容値１１．０％以下、精密検査受診率目標値９０％以上、がん
発見率許容値０．１１％以上、陽性反応適中度許容値１．０％以上を指標としているが、鳥取県は精検受
診率以外は指標をクリアしており、精度の高い検診がおこなわれている。ただし、例年と同様に
施設検診におけるＸ線検査では要精検率が高い。

（２） 内視鏡検査は、１７市町村で実施され、受診者数は３８，６８４人で、検査結果は胃がんであった者は
１４４人が発見され、発見率は０．３７％であった。
内視鏡検査の組織診実施者数は１，５０５人で、組織診実施率３．９％、東部４．５％、中部４．３％、西部

３．１％で地域格差がある。また、陽性反応適中度（がん／組織診実施者数）は９．６％で、東部７．３％、
中部９．１％、西部１３．２％であった。
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〈検診機関別結果〉
（１） Ｘ線検診
・一次検診

区 分 受診者数
（率）

要精検者数
（人）

要精検率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

１０，１６６
（８５．０％） ８５６ ８．４ ７．６ ９．９ ８．１

施 設 検 診
（病院・診療所）

１，７９５
（１５．０％） １７２ ９．６ ８．８ １５．６ １０．５

計 １１，９６１
（１００％） １，０２８ ８．６ ７．９ １０．０ ８．５

・精密検査

区 分
精 検
受診者数

精検受診
率 （％）

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診 ７３０ ８５．３ １４ ０．１３８ ０．１４４ ０．１７０ ０．０９８

施 設 検 診 １５９ ９２．４ １ ０．０５６ ０．０００ ０．０００ ０．１５９

計 ８８９ ８６．５ １５ ０．１２５ ０．１１３ ０．１６７ ０．１０９

（２） 内視鏡検診

区 分 受診者数
組 織 診
実 施 者

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

病 院 １０，２１６ ４３７ ４３ ０．４２１ ０．３２１ ０．５３０ ０．５５３

診 療 所 ２８，４６８ １，０６８ １０１ ０．３５５ ０．３３０ ０．３３８ ０．３７９

計 ３８，６８４ １，５０５ １４４ ０．３７２ ０．３２７ ０．３９５ ０．４０９

〈圏域別結果〉
（１） Ｘ線検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率（％） 精検受診者数 精検受診率（％） がん がん発見率（％）

東 部 ５，２８８ ４１６ ７．９ ３６７ ８８．２ ６ ０．１１３

中 部 ２，９９１ ３００ １０．０ ２４５ ８１．７ ５ ０．１６７

西 部 ３，６８２ ３１２ ８．５ ２７７ ８８．８ ４ ０．１０９

計 １１，９６１ １，０２８ ８．６ ８８９ ８６．５ １５ ０．１２５

（２） 内視鏡検診

区 分 受診者数 組織診実施者 実施率（％） がん がん発見率（％） 陽性反応適中度（％）

東 部 １６，２０７ ７２９ ４．５ ５３ ０．３２７ ７．３

中 部 ６，３２３ ２７５ ４．３ ２５ ０．３９５ ９．１

西 部 １６，１５４ ５０１ ３．１ ６６ ０．４０９ １３．２

計 ３８，６８４ １，５０５ ３．９ １４４ ０．３７２ ９．６
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２．胃がん検診発見胃がん確定調査結果
平成２８年度に発見された胃がん及び胃がん疑い２５７例について確定調査を行った結果、確定胃がん
は１６８例（一次検査がＸ線検査：車検診１５例、施設検診３例、一次検査が内視鏡検査：１５０例）であっ
た。発見癌率は０．３３％であった。その他として、悪性リンパ腫１例、食道癌１例であった。また、初
回受診で進行のため手術不適応で、がんと確定はしているが、経過観察中で、詳細が不明なものが増
えている。
調査結果は以下のとおりである。

（１） 早期癌は１２２例、進行癌は４６例であった。早期癌率は７２．６％で、東部７４．６％、中部６０．７％、西部
７５．３％であった。

（２） 切除例は９６例で、内視鏡切除が５５例であった。非切除例が１７例であった。
（３） 性・年齢別では、男性１１２例、女性５６例であった。例年と同様に６０歳代、７０歳代の男性が多い。

８０歳代が増えている。
（４） 早期癌では「Ⅱc」が６３．９％で大半を占めている。進行癌の肉眼分類は例年通りの傾向であった。
（５） 切除例の大きさは２㎝以内が５６．６％を占めたが、一方で５㎝以上のものが１０例ある。
（６） 肉眼での進行度は、Ｘ線検査ではstageⅠAが８例で４７．１％、内視鏡検査ではstageⅠAが１０６例
で７４．１３％であった。例年通りの傾向である。

（７） 前年度受診歴を有する進行癌は、東部１件、中部２例、西部６件の計９件で各地区で症例検討
を行って頂き、問題点等について検討して頂く。

６
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胃がん発見率（X線＋内視鏡） 確定がん率（X線＋内視鏡）
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（１） 胃がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
２３ 年 度 ２４ 年 度 ２５ 年 度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診
対 象 者 数（人） A １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６
受 診 者 数（人） B １５，０８０ ２９，４３５ ４４，５１５ １５，２５１ ３１，７１１ ４６，９６２ １４，３０３ ３３，５６４ ４７，８６７
受 診 率（％）C＝B／A ７．９ １５．４ ２３．４ ８．０ １６．６ ２４．６ ７．５ １７．６ ２５．１

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） D １３，８３３ １３，８５５ １３，０８３
要 精 検 者 数（人） E １，２４７ １，３９６ １，２２０
要 精 検 率
指標：許容値１１．０％以下（％）F＝E／B ８．３ ９．２ ８．５

精密検査
精検受診者数（人） G １，０２２ １，１６６ ９９６
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）H＝G／E ８２．０ ８３．５ ８１．６

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） I ２４（５）１３５（５０） １５９（５５） ３３（０）１２４（７８） １５７（７８） ２７（５）１４４（５５） １７１（６０）
胃がん発見率
指標：許容値０．１１％以上（％） J＝I／B ０．１６ ０．４６ ０．３６ ０．２２ ０．３９ ０．３３ ０．１９ ０．４３ ０．３６

陽性反応適中度
指標：許容値１．０％以上（％） K＝I／E １．９ ２．４ ２．２

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） L ２４ １３３ １５７ ３０ １２８ １５８ ２９ １４６ １７５
確 定 が ん 率（％）M＝L／B ０．１６ ０．４５ ０．３５ ０．２０ ０．４０ ０．３４ ０．２０ ０．４３ ０．３７

区 分
２６ 年 度 ２７ 年 度 ２８ 年 度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診
対 象 者 数（人） A １９０，５５６ １９０，５５６ １８９，１３２
受 診 者 数（人） B １３，８０１ ３５，４０４ ４９，２０５ １３，６４２ ３７，８２８ ５１，４７０ １１，９６１ ３８，６８４ ５０，６４５
受 診 率（％）C＝B／A ７．２ １８．６ ２５．８ ７．２ １９．９ ２７．０ ６．３ ２０．５ ２６．８

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） D １２，６２０ １２，５４８ １０，９３３
要 精 検 者 数（人） E １，１８１ １，０９４ １，０２８
要 精 検 率
指標：許容値１１．０％以下（％）F＝E／B ８．６ ８．０ ８．６

精密検査
精検受診者数（人） G ９８５ ９２７ ８８９
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）H＝G／E ８３．４ ８４．７ ８６．５

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） I ２５（３）１５３（４８） １７８（５１） １８（１）１５３（１０２） １７１（１０３） １５（６）１４４（９２） １５９（９８）
胃がん発見率
指標：許容値０．１１％以上（％） J＝I／B ０．１８ ０．４３ ０．３６ ０．１３ ０．４０ ０．３３ ０．１３ ０．３７ ０．３１

陽性反応適中度
指標：許容値１．０％以上（％） K＝I／E ２．１ １．６ １．５

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） L ２７ １５４ １８１ １８ １５１ １６９ １８ １５０ １６８
確 定 が ん 率（％）M＝L／B ０．２０ ０．４３ ０．３７ ０．１３ ０．４０ ０．３３ ０．１５ ０．３９ ０．３３

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上。
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上。
※３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出。
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上。
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（２） 平成２８年度胃がんＸ線検診結果
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

対象者数（人）

a

一次検診
受診者数

b

受診率（％）

c＝b／a

一次検診結果 要精検率（％）

e＝d／b
要精検者数

d 異常認めず

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計
４０～４４歳 ２，７０２ ３，９５０ ３０３ ６２１ １１．２ １５．７ １３．９ １６ ２７ ２８７ ５９４ ５．３ ４．３ ４．７
４５～４９歳 ２，３９１ ３，４００ ２２８ ５０８ ９．５ １４．９ １２．７ ２２ １５ ２０６ ４９３ ９．６ ３．０ ５．０
５０～５４歳 ２，４９４ ３，８６８ ２５３ ４９７ １０．１ １２．８ １１．８ １７ １７ ２３６ ４８０ ６．７ ３．４ ４．５
５５～５９歳 ３，４６４ ５，７６７ ２８６ ７１８ ８．３ １２．５ １０．９ ２５ ４３ ２６１ ６７５ ８．７ ６．０ ６．８
６０～６４歳 ７，７８９ １１，１６１ ６９７ １，１３６ ８．９ １０．２ ９．７ ８９ ７５ ６０８ １，０６１ １２．８ ６．６ ８．９
６５～６９歳 １３，３１４ １６，５１４ １，２５２ １，４９６ ９．４ ９．１ ９．２ １５３ １０９ １，０９９ １，３８７ １２．２ ７．３ ９．５
７０～７４歳 １１，９６１ １５，３４４ ７４５ ８９９ ６．２ ５．９ ６．０ ８３ ７３ ６６２ ８２６ １１．１ ８．１ ９．５
７５～７９歳 １１，０３９ １６，００２ ５９０ ７１４ ５．３ ４．５ ４．８ ６２ ６８ ５２８ ６４６ １０．５ ９．５ １０．０
８０歳以上 １８，５０９ ３９，４６３ ５０４ ５１４ ２．７ １．３ １．８ ７４ ６０ ４３０ ４５４ １４．７ １１．７ １３．２

計 ７３，６６３ １１５，４６９ ４，８５８ ７，１０３ ６．６ ６．２ ６．３ ５４１ ４８７ ４，３１７ ６，６１６ １１．１ ６．９ ８．６
合 計 １８９，１３２ １１，９６１ ６．３ １，０２８ １０，９３３ ８．６

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数
f

精密検査
受診率（％）
g＝f／d

精密検査結果
胃がん発見率（％）

i＝h／b
陽性反応適中度（％）

j＝h／d
異 常
認めず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
h

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計
４０～４４歳 １１ ２６ ６８．８ ９６．３ ８６．０ ４ １１ ７ １５ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
４５～４９歳 １７ １３ ７７．３ ８６．７ ８１．１ ２ ２ １５ １１ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
５０～５４歳 １１ １７ ６４．７ １００．０ ８２．４ ３ ４ ８ １３ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
５５～５９歳 ２３ ３５ ９２．０ ８１．４ ８５．３ ２ １５ １９ ２０ ０ ０ ２ ０ ０．６９９ ０．０００ ０．１９９ ８．０ ０．０ ２．９
６０～６４歳 ７０ ６９ ７８．７ ９２．０ ８４．８ １１ １６ ５８ ５１ ０ ０ １ ２ ０．１４３ ０．１７６ ０．１６４ １．１ ２．７ １．８
６５～６９歳 １２７ ９３ ８３．０ ８５．３ ８４．０ ２２ １４ １０１ ７７ ３ ０ １ ２ ０．０８０ ０．１３４ ０．１０９ ０．７ １．８ １．１
７０～７４歳 ７９ ６３ ９５．２ ８６．３ ９１．０ １６ １８ ６０ ４５ １ ０ ２ ０ ０．２６８ ０．０００ ０．１２２ ２．４ ０．０ １．３
７５～７９歳 ５５ ６１ ８８．７ ８９．７ ８９．２ ７ １０ ４４ ５０ ２ ０ ２ １ ０．３３９ ０．１４０ ０．２３０ ３．２ １．５ ２．３
８０歳以上 ６２ ５７ ８３．８ ９５．０ ８８．８ ８ １４ ５２ ４３ ０ ０ ２ ０ ０．３９７ ０．０００ ０．１９６ ２．７ ０．０ １．５
計 ４５５ ４３４ ８４．１ ８９．１ ８６．５ ７５ １０４ ３６４ ３２５ ６ ０ １０ ５ ０．２０６ ０．０７０ ０．１２５ １．８ １．０ １．５
合 計 ８８９ ８６．５ １７９ ６８９ ６ １５ ０．１２５ １．５

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関
一次検診
受診者数
a′

一次検診結果
要精検率（％）
c′＝b′／a′

要精検者数
b′

異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 計
保 健 事 業 団 ３，９９８ ５，９１１ ４４５ ３９２ ３，５５３ ５，５１９ １１．１ ６．６ ８．４
中国労働衛生協会 １１９ １３８ １３ ６ １０６ １３２ １０．９ ４．３ ７．４
病 院 ４１６ ６３３ ４７ ５７ ３６９ ５７６ １１．３ ９．０ ９．９
診 療 所 ３２５ ４２１ ３６ ３２ ２８９ ３８９ １１．１ ７．６ ９．１

計 ４，８５８ ７，１０３ ５４１ ４８７ ４，３１７ ６，６１６ １１．１ ６．９ ８．６
合 計 １１，９６１ １，０２８ １０，９３３ ８．６
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検診機関別要精検率の推移

病院

保健事業団中国労働衛生協会

診療所

H26 H28H27H25H24

精密検査結果（X線） その他の疾病の内訳

胃がん疑い
0.7％

胃がん
1.7％異常認めず

20.1％

その他の疾病
77.5％

その他の胃良性疾患
67.3％

胃潰瘍
（瘢痕を含む）

12.0％

胃腺腫（異型上皮）
2.2％
胃ポリープ
16.7％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

1.5％
胃・十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

0.1％

非上皮性悪性腫瘍
0.1％

・検診機関別要精検率の推移
一次検診機関 ２４ 年 度 ２５ 年 度 ２６ 年 度 ２７ 年 度 ２８ 年 度

保 健 事 業 団 ８．５ ７．９ ８．１ ７．８ ８．４
中国労働衛生協会 ９．１ ５．２ ６．５ ６．３ ７．４
車 検 診 小 計 ８．６ ７．８ ８．０ ７．７ ８．４
病 院 １４．２ １６．１ １４．３ １１．３ ９．９
診 療 所 ９．８ ８．３ ８．４ ８．０ ９．１
施 設 検 診 小 計 １１．５ １１．５ １１．０ ９．６ ９．６
合 計 ９．２ ８．５ ８．６ ８．０ ８．６

ｂ．精密検査結果

一次検
診機関

精密検査
受診者数
d′

精密検査受診率
（％）
e′＝d′／b′

精密検査結果
胃がん発見率（％）

g′＝f′／a′
陽性反応適中度（％）
h′＝f′／b′

異 常
認 め ず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
f′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計
保健事業団 ３６７ ３４５ ８２．５ ８８．０ ８５．１ ５９ ９１ ２９５ ２４９ ４ ０ ９ ５ ０．２２５ ０．０８５ ０．１４１ ２．０ １．３ １．７
中国労働
衛生協会 １３ ５ １００．０ ８３．３ ９４．７ ４ ０ ９ ５ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０

車 検 診
小 計 ３８０ ３５０ ８３．０ ８７．９ ８５．３ ６３ ９１ ３０４ ２５４ ４ ０ ９ ５ ０．２１９ ０．０８３ ０．１３８ ２．０ １．３ １．６

病 院 ４１ ５３ ８７．２ ９３．０ ９０．４ ６ １０ ３５ ４３ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
診 療 所 ３４ ３１ ９４．４ ９６．９ ９５．６ ６ ３ ２５ ２８ ２ ０ １ ０ ０．３０８ ０．０００ ０．１３４ ２．８ ０．０ １．５
施設検診
小 計 ７５ ８４ ９０．４ ９４．４ ９２．４ １２ １３ ６０ ７１ ２ ０ １ ０ ０．１３５ ０．０００ ０．０５６ １．２ ０．０ ０．６

計 ４５５ ４３４ ８４．１ ８９．１ ８６．５ ７５ １０４ ３６４ ３２５ ６ ０ １０ ５ ０．２０６ ０．０７０ ０．１２５ １．８ １．０ １．５
合 計 ８８９ ８６．５ １７９ ６８９ ６ １５ ０．１２５ １．５
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１０
．５

４４
２

４６
９．
５

４０
８７
．０

１
３８

０
１

３９
０．
２０
７

２．
２

八
頭
町

６，
２３
０

９９
３

５０
１，
０４
３

１６
．７

９３
４

９７
９．
３

８０
８２
．５

１５
６１

０
４

６５
０．
３８
４

４．
１

若
桜
町

１，
５３
９

１５
９

７
１６
６

１０
．８

１２
０

１２
７．
２

１１
９１
．７

１
１０

０
０

１０
０．
００
０

０．
０

智
頭
町

３，
０２
７

１８
２

７９
２６
１

８．
６

２２
１１

３３
１２
．６

２８
８４
．８

１
２７

０
０

２７
０．
００
０

０．
０

湯
梨
浜
町

５，
６７
６

５６
８

１
５６
９

１０
．０

６２
０

６２
１０
．９

５４
８７
．１

１３
４１

０
０

４１
０．
００
０

０．
０

三
朝
町

２，
５７
４

３８
４

０
３８
４

１４
．９

４４
０

４４
１１
．５

３８
８６
．４

１４
２３

０
１

２４
０．
２６
０

２．
３

北
栄
町

５，
５１
６

５９
０

１
５９
１

１０
．７

５２
０

５２
８．
８

４４
８４
．６

１９
２２

１
２

２５
０．
３３
８

３．
８

琴
浦
町

６，
７５
１

６４
８

３
６５
１

９．
６

５３
０

５３
８．
１

４９
９２
．５

１７
３２

０
０

３２
０．
００
０

０．
０

南
部
町

４，
０１
１

２４
３

２４
２６
７

６．
７

２１
２

２３
８．
６

２０
８７
．０

５
１４

０
１

１５
０．
３７
５

４．
３

伯
耆
町

４，
２５
７

４７
８

０
４７
８

１１
．２

３３
０

３３
６．
９

２４
７２
．７

３
２１

０
０

２１
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

１，
００
８

１６
８

３６
２０
４

２０
．２

１１
５

１６
７．
８

１４
８７
．５

２
１２

０
０

１２
０．
００
０

０．
０

大
山
町

６，
９６
７

６３
２

４
６３
６

９．
１

５０
１

５１
８．
０

５０
９８
．０

１５
３３

１
１

３５
０．
１５
７

２．
０

日
南
町

２，
５５
１

３６
３

０
３６
３

１４
．２

４４
０

４４
１２
．１

４０
９０
．９

１
３９

０
０

３９
０．
００
０

０．
０

日
野
町

１，
５５
３

２０
２

０
２０
２

１３
．０

１４
０

１４
６．
９

１０
７１
．４

０
１０

０
０

１０
０．
００
０

０．
０

江
府
町

１，
４１
２

１８
０

０
１８
０

１２
．７

１５
０

１５
８．
３

１４
９３
．３

３
１１

０
０

１１
０．
００
０

０．
０

合
計
１８
９，
１３
２
１０
，１
６６

１，
７９
５

１１
，９
６１

６．
３

８５
６

１７
２

１，
０２
８

８．
６

８８
９

８６
．５

１７
９

６８
９

６
１５

７１
０

０．
１２
５

１．
５

東
部

７４
，３
８１

４，
１６
６

１，
１２
２

５，
２８
８

７．
１

３１
７

９９
４１
６

７．
９

３６
７

８８
．２

４６
３１
３

２
６

３２
１

０．
１１
３

１．
４

中
部

３７
，６
６７

２，
９４
６

４５
２，
９９
１

７．
９

２９
３

７
３０
０

１０
．０

２４
５

８１
．７

８５
１５
４

１
５

１６
０

０．
１６
７

１．
７

西
部

７７
，０
８４

３，
０５
４

６２
８

３，
６８
２

４．
８

２４
６

６６
３１
２

８．
５

２７
７

８８
．８

４８
２２
２

３
４

２２
９

０．
１０
９

１．
３

１０



検査結果（内視鏡） その他の疾病の内訳

胃がん疑い
0.2％胃がん

0.4％
異常認めず
23.9％

その他の疾病
75.5％

その他の胃良性疾患
66.8％

胃潰瘍
（瘢痕を含む）

6.5％

胃腺腫（異型上皮）
0.7％
胃ポリープ
22.6％

胃・十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

0.2％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

3.2％

（３） 平成２８年度胃がん内視鏡検診
１）年齢階級別

年 齢

一次検診
受診者数
a

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

c＝b／a
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

b

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ５９５ ９９３ ２３２ ４４９ ３６３ ５４４ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００

４５～４９歳 ４７６ ９２２ １５７ ３３８ ３１８ ５８１ １ １ ０ ２ ０．０００ ０．２１７ ０．１４３

５０～５４歳 ４５９ １，１３３ １３７ ３６４ ３２１ ７６８ １ １ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００

５５～５９歳 ７６３ １，５９８ １６８ ４４３ ５９４ １，１５２ １ ３ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００

６０～６４歳 １，８５５ ２，８６７ ４１３ ７５７ １，４２６ ２，１０６ ５ ３ １１ １ ０．５９３ ０．０３５ ０．２５４

６５～６９歳 ３，７８７ ４，７９４ ７１２ １，１７６ ３，０３３ ３，６０５ １３ ２ ２９ １１ ０．７６６ ０．２２９ ０．４６６

７０～７４歳 ３，１０４ ４，００３ ５９９ ９４９ ２，４７０ ３，０３９ １４ ５ ２１ １０ ０．６７７ ０．２５０ ０．４３６

７５～７９歳 ２，４０３ ３，２８９ ４５２ ７８９ １，９２３ ２，４８４ １１ ８ １７ ８ ０．７０７ ０．２４３ ０．４３９

８０歳以上 ２，２５８ ３，３８５ ３９８ ７０７ １，８３０ ２，６５１ １２ １１ １８ １６ ０．７９７ ０．４７３ ０．６０３

計 １５，７００ ２２，９８４ ３，２６８ ５，９７２ １２，２７８ １６，９３０ ５８ ３４ ９６ ４８ ０．６１１ ０．２０９ ０．３７２

合 計 ３８，６８４ ９，２４０ ２９，２０８ ９２ １４４ ０．３７２

２）検診機関別

一次検
診機関

一次検診
受診者数
a′

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

c′＝b′／a′
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃がん

b′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

病 院 ４，３８４ ５，８３２ ７３３ １，２２９ ３，６０７ ４，５８３ １３ ８ ３１ １２ ０．７０７ ０．２０６ ０．４２１

診療所 １１，３１６ １７，１５２ ２，５３５ ４，７４３ ８，６７１ １２，３４７ ４５ ２６ ６５ ３６ ０．５７４ ０．２１０ ０．３５５

計 １５，７００ ２２，９８４ ３，２６８ ５，９７２ １２，２７８ １６，９３０ ５８ ３４ ９６ ４８ ０．６１１ ０．２０９ ０．３７２

合計 ３８，６８４ ９，２４０ ２９，２０８ ９２ １４４ ０．３７２

１１



３）平成２８年度胃がん内視鏡検診受診状況

市町村名
受診者数

組織診
実施者数

組織診
実施率
（％）

検 査 結 果 別 人 員

異 常
認めず

その他
の疾病

がん疑い がん 有所見者
が ん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）

A B C＝B／A D E F G H＝E＋F＋G I＝G／A J＝G／B

鳥 取 市 １３，８２１ ６１３ ４．４ ２，２８２ １１，４４８ ４３ ４８ １１，５３９ ０．３４７ ７．８

米 子 市 １１，１７４ ２２９ ２．０ ２，５１８ ８，５９３ ２０ ４３ ８，６５６ ０．３８５ １８．８

倉 吉 市 ２，４７１ １１５ ４．７ １，０７２ １，３８３ ２ １４ １，３９９ ０．５６７ １２．２

境 港 市 ２，６２１ １６１ ６．１ ６９７ １，９１２ １ １１ １，９２４ ０．４２０ ６．８

岩 美 町 ３９３ ２６ ６．６ １３ ３７９ ０ １ ３８０ ０．２５４ ３．８

八 頭 町 １，１５１ ６４ ５．６ ２１４ ９３２ ２ ３ ９３７ ０．２６１ ４．７

若 桜 町 ３０４ ７ ２．３ ２９ ２７４ １ ０ ２７５ ０．０００ ０．０

智 頭 町 ５３８ １９ ３．５ ２８ ５０８ １ １ ５１０ ０．１８６ ５．３

湯梨浜町 １，０８５ ７５ ６．９ ３６４ ７１５ １ ５ ７２１ ０．４６１ ６．７

三 朝 町 ２７７ ０ ０．０ １０３ １７４ ０ ０ １７４ ０．０００ ０．０

北 栄 町 １，１３０ ３０ ２．７ ４９６ ６２７ ５ ２ ６３４ ０．１７７ ６．７

琴 浦 町 １，３６０ ５５ ４．０ ８８３ ４７０ ３ ４ ４７７ ０．２９４ ７．３

南 部 町 １，３４８ ７４ ５．５ １４０ １，１９３ ９ ６ １，２０８ ０．４４５ ８．１

伯 耆 町 ４９２ ０ ０．０ ４８ ４４０ ４ ０ ４４４ ０．０００ ０．０

日吉津村 １８４ ２４ １３．０ １６０ ２０ ０ ４ ２４ ２．１７４ １６．７

大 山 町 ８８ ４ ４．５ ８７ １ ０ ０ １ ０．０００ ０．０

日 南 町 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

日 野 町 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

江 府 町 ２４７ ９ ３．６ １０６ １３９ ０ ２ １４１ ０．８１０ ２２．２

合 計 ３８，６８４ １，５０５ ３．９ ９，２４０ ２９，２０８ ９２ １４４ ２９，４４４ ０．３７２ ９．６

東 部 １６，２０７ ７２９ ４．５ ２，５６６ １３，５４１ ４７ ５３ １３，６４１ ０．３２７ ７．３

中 部 ６，３２３ ２７５ ４．３ ２，９１８ ３，３６９ １１ ２５ ３，４０５ ０．３９５ ９．１

西 部 １６，１５４ ５０１ ３．１ ３，７５６ １２，２９８ ３４ ６６ １２，３９８ ０．４０９ １３．２

１２



（４） 平成２８年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市町村名 対象者数

受 診 者 数 Ｘ線精密検査結果＋内視鏡検査結果

Ｘ 線
受診者

内視鏡
受診者

計
受診率
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病

が ん
疑 い

が ん
有 所
見 者

がん発見率
（％）

A B C D＝B＋C E＝D／A F G H I J＝G＋H＋I K＝I／D

鳥 取 市 ５９，００３ ３，３３６ １３，８２１ １７，１５７ ２９．１ ２，３１０ １１，６２５ ４５ ４９ １１，７１９ ０．２８６

米 子 市 ４４，１１９ １，００３ １１，１７４ １２，１７７ ２７．６ ２，５３１ ８，６５０ ２２ ４５ ８，７１７ ０．３７０

倉 吉 市 １７，１５０ ７９６ ２，４７１ ３，２６７ １９．０ １，０９４ １，４１９ ２ １６ １，４３７ ０．４９０

境 港 市 １１，２０６ ３４９ ２，６２１ ２，９７０ ２６．５ ７０３ １，９３７ １ １１ １，９４９ ０．３７０

岩 美 町 ４，５８２ ４８２ ３９３ ８７５ １９．１ １４ ４１７ ０ ２ ４１９ ０．２２９

八 頭 町 ６，２３０ １，０４３ １，１５１ ２，１９４ ３５．２ ２２９ ９９３ ２ ７ １，００２ ０．３１９

若 桜 町 １，５３９ １６６ ３０４ ４７０ ３０．５ ３０ ２８４ １ ０ ２８５ ０．０００

智 頭 町 ３，０２７ ２６１ ５３８ ７９９ ２６．４ ２９ ５３５ １ １ ５３７ ０．１２５

湯梨浜町 ５，６７６ ５６９ １，０８５ １，６５４ ２９．１ ３７７ ７５６ １ ５ ７６２ ０．３０２

三 朝 町 ２，５７４ ３８４ ２７７ ６６１ ２５．７ １１７ １９７ ０ １ １９８ ０．１５１

北 栄 町 ５，５１６ ５９１ １，１３０ １，７２１ ３１．２ ５１５ ６４９ ６ ４ ６５９ ０．２３２

琴 浦 町 ６，７５１ ６５１ １，３６０ ２，０１１ ２９．８ ９００ ５０２ ３ ４ ５０９ ０．１９９

南 部 町 ４，０１１ ２６７ １，３４８ １，６１５ ４０．３ １４５ １，２０７ ９ ７ １，２２３ ０．４３３

伯 耆 町 ４，２５７ ４７８ ４９２ ９７０ ２２．８ ５１ ４６１ ４ ０ ４６５ ０．０００

日吉津村 １，００８ ２０４ １８４ ３８８ ３８．５ １６２ ３２ ０ ４ ３６ １．０３１

大 山 町 ６，９６７ ６３６ ８８ ７２４ １０．４ １０２ ３４ １ １ ３６ ０．１３８

日 南 町 ２，５５１ ３６３ ０ ３６３ １４．２ １ ３９ ０ ０ ３９ ０．０００

日 野 町 １，５５３ ２０２ ０ ２０２ １３．０ ０ １０ ０ ０ １０ ０．０００

江 府 町 １，４１２ １８０ ２４７ ４２７ ３０．２ １０９ １５０ ０ ２ １５２ ０．４６８

合 計 １８９，１３２ １１，９６１ ３８，６８４ ５０，６４５ ２６．８ ９，４１９ ２９，８９７ ９８ １５９ ３０，１５４ ０．３１４

東 部 ７４，３８１ ５，２８８ １６，２０７ ２１，４９５ ２８．９ ２，６１２ １３，８５４ ４９ ５９ １３，９６２ ０．２７４

中 部 ３７，６６７ ２，９９１ ６，３２３ ９，３１４ ２４．７ ３，００３ ３，５２３ １２ ３０ ３，５６５ ０．３２２

西 部 ７７，０８４ ３，６８２ １６，１５４ １９，８３６ ２５．７ ３，８０４ １２，５２０ ３７ ７０ １２，６２７ ０．３５３
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表２ 性・年齢別

４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～７９ ８０～ 計
男 １ ２ ４０ ４６ ２３ １１２
女 ２ ０ １６ １９ １９ ５６

表３ 早期癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

Ⅰ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ４ ６ ４．９％
Ⅱa ０ ０ ５ １ ０ ２ ０ １ ５ １４ １１．５％
Ⅱb ０ ０ １ １ ０ １ ０ ０ ０ ３ ２．５％
Ⅱc ２ ０ ２９ ０ ０ ７ １ ０ ３９ ７８ ６３．９％

Ⅱc＋Ⅲ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ １ ３ ２．５％
Ⅱa＋Ⅱc ２ ０ ７ ０ ０ ２ ０ ０ ４ １５ １２．３％
不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ３ ２．５％

計 ４ ０ ４３ ２ ０ １５ １ １ ５６ １２２

（５） 平成２８年度胃がん検診発見患者確定調査結果について
表１ 報告胃癌追跡調査

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 数
癌 発 見 率 ％

６ ０ ５７ ５ ０ ２３ ４ ３ ７０ １６８０．１４４ ０．０００ ０．３５２ ０．１７０ ０．０００ ０．３６４ ０．１３１ ０．４７８ ０．４３３
６３ ２８ ７７
０．２９３ ０．３０１ ０．３８８ ０．３３２

早 期 癌 数
早 期 癌 率 ％

４ ０ ４３ ２ ０ １５ １ １ ５６ １２２４７ １７ ５８
７４．６ ６０．７ ７５．３ ７２．６

進 行 癌 数 ２ ０ １４ ３ ０ ８ ３ ２ １４ ４６
切 除 例 ３ ０ ２９ ３ ０ １５ ３ １ ４２ ９６
内視鏡切除例 ３ ０ ２２ １ ０ ８ ０ １ ２０ ５５
非 切 除 例 ０ ０ ６ １ ０ ０ １ １ ８ １７

（その他：悪性リンパ腫１例 食道癌１例）

表４ 進行癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

１ ０ ０ ２ ０ ０ １ １ ０ １ ５ １０．９％
２ １ ０ ５ ２ ０ ５ １ １ ７ ２２ ４７．８％
３ ０ ０ ３ ０ ０ １ １ ０ ２ ７ １５．２％
４ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ３ ６．５％
５ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ４．３％

不 明 ０ ０ ３ １ ０ ０ ０ １ ２ ７ １５．２％
計 ２ ０ １４ ３ ０ ８ ３ ２ １４ ４６
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表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

t１a
t１b

２
２

０
０

３２
１１

１
１

０
０

１０
５

０
１

１
０

３８
１６

８４
３６

t２ ２ ０ ４ ２ ０ ４ １ １ ４ １８

t３ ０ ０ ３ ０ ０ ２ １ ０ ３ ９

t４a
t４b

０
０

０
０

５
０

０
０

０
０

０
２

０
０

０
１

３
１

８
４

計 ６ ０ ５５ ４ ０ ２３ ３ ３ ６５ １５９

不 明 ０ ０ ２ １ ０ ０ １ ０ ５ ９

表６ 切除例の大きさ

㎜ ～ １０ １１ ～ ２０ 小計（％） ２１ ～ ５０ ５１ ～ 計 不 明

車 ３ １ ４ ３０．８％ ７ ２ １３ ０

施 ０ ２ ２ １００．０％ ０ ０ ２ ０

内 ２９ ４７ ７６ ５８．５％ ４６ ８ １３０ ６

計 ３２ ５０ ８２ ５６．６％ ５３ １０ １４５ ６

表７―１ 早期癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

U ０ ０ １６

M ４ １ ５６

L ３ ０ ３９

全 体 ０ ０ ０

計 ７ １ １１１

不 明 ０ ０ ３

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ３ １ ４３

大 弯 １ ０ ２１

前 壁 １ ０ ２０

後 壁 ２ ０ ２７

全 周 ０ ０ ０

計 ７ １ １１１

不 明 ０ ０ ３

表７―２ 進行癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

U ２ １ ８

M ３ ０ １５

L ２ ０ １０

全 体 ０ ０ ０

計 ７ １ ３３

不 明 １ １ ３

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ２ ０ ６

大 弯 １ １ １２

前 壁 ３ ０ ６

後 壁 １ ０ ７

全 周 ０ ０ ２

計 ７ １ ３３

不 明 １ １ ３
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表８ 発見胃癌の進行度

stage
東 部 中 部 西 部 計 計

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

X 線 内

ⅠA ４ ０ ４２ ２ ０ １５ １ １ ４９ ７ １ １０６ ８ ４７．１％ １０６ ７４．１３％

ⅠB １ ０ ４ ２ ０ ４ ０ ０ ８ ３ ０ １６ ３ １７．６％ １６ １１．１９％

ⅡA ０ ０ ３ ０ ０ ０ １ ０ １ １ ０ ４ １ ５．９％ ４ ２．８０％

ⅡB １ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ２ ２ １ ３ ３ １７．６％ ３ ２．１０％

ⅢA ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０．０％ ２ １．４０％

ⅢB ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０．０％ ３ ２．１０％

ⅢC ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０．０％ １ ０．７０％

Ⅳ ０ ０ ３ ０ ０ ２ １ １ ３ １ １ ８ ２ １１．８％ ８ ５．５９％

計 ６ ０ ５５ ４ ０ ２３ ４ ３ ６５ １４ ３ １４３ １７ １００．０％ １４３ １００．０％

不明 ０ ０ ２ １ ０ ０ ０ ０ ５ １ ０ ７ １ ７
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〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（％） 要精検者数 要精検率（％）
計 東部 中部 西部

車 検 診
（保健事業団）

１０，９２１
（３４．７％） ２５ ０．２３ ０．３４ ０．１７ ０．０５

施 設 検 診
（病院・診療所）

２０，５２６
（６５．３％） １９７ ０．９６ ０．８３ ０．４０ １．１７

計 ３１，４４７
（１００％） ２２２ ０．７１ ０．６２ ０．２６ ０．９９

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精検受診率
（％） がん がん発見率（％）

計 東部 中部 西部
車 検 診 ２２ ８８．０ １ ０．００９ ０．０００ ０．０２８ ０．０００
施 設 検 診 １６３ ８２．７ ８ ０．０３９ ０．０１４ ０．０００ ０．０６４

計 １８５ ８３．３ ９ ０．０２９ ０．００８ ０．０１６ ０．０５４

２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
平成２８年度子宮頸部がん検診は対象者数（２０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労
働省が示す算式により算定した推計数）１２９，８９６人のうち、受診者数３１，４４７人、受診率２４．２％で、平
成２７年度に比べ対象者数５，５８９人、受診者数は１，１５３人、それぞれ減少したが、受診率は０．１ポイント
増であった。３５歳～５９歳の受診率は５０％以上で目標値をクリアしている。過去３年間に検診を受診し
ている経年受診者割合は７７．６％で例年どおりであった。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法が２０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数５９，０８７人、受診者数２６，３８５人、受診率４４．７％で、
全国平均（平成２７年度）受診率２３．０％に比較し高い。
要精検者数は２２２人（判定不能で再検査未実施となった者１８名を含む）、一次検査の結果判定不能で、
再検査の結果、判定不能だった者が１９人であった。要精検率は０．７１％で、平成２７年度に比べ、要精検
率が０．２２ポイント減少した。
精検受診者数１８５人、精検受診率８３．３％で平成２７年度に比べ３．５ポイント減少した。
精検の結果、がん９人、がん発見率（がん／受診者数）は０．０３％で、平成２７年度に比べ、発見がん
が５人、がん発見率が０．０１ポイントそれぞれ減少した。陽性反応適中度（がん／要精検者数）は４．１％
であった。異形成は９０人（軽度５２人、高度３８人）であった。
受診者数（率）は減少傾向である。精検受診率は国の許容値７０％以上は上回るものの、目標値９０％
以上には達していない状況である。
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〈圏域別結果〉
（１） 車検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 異形成 がん がん発見率

東 部 ５，２５５ １８ ０．３４ １５ ８３．３ ８ ０ ０．０００

中 部 ３，６０３ ６ ０．１７ ６ １００．０ ２ １ ０．０２８

西 部 ２，０６３ １ ０．０５ １ １００．０ ０ ０ ０．０００

計 １０，９２１ ２５ ０．２３ ２２ ８８．０ １０ １ ０．００９

（２） 施設検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 異形成 がん がん発見率

東 部 ７，０３０ ５８ ０．８３ ５１ ８７．９ １６ １ ０．０１４

中 部 ２，４７９ １０ ０．４０ ７ ７０．０ ７ ０ ０．０００

西 部 １１，０１７ １２９ １．１７ １０５ ８１．４ ５７ ７ ０．０６４

計 ２０，５２６ １９７ ０．９６ １６３ ８２．７ ８０ ８ ０．０３９

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者３１，４４７人中、体部がん検診対象者数は８２３人、一次検診会場での受診者は７４８人
であった。一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者は７人、受診者の合計は７５５人、受
診率は９１．７％であった。
一次検診の結果、要精検となった者１６人、要精検率２．１４％、精密検査受診者数は９人であった。精
検の結果、子宮体部がんが１人発見され、がん発見率は０．１３％であった。陽性反応適中度は６．３％で
あった。子宮内膜増殖症は１件であった。また、医療機関での別途受診者から子宮内膜増殖症が２件
発見されている。

３．子宮がん検診発見子宮がん確定調査結果
１）子宮頸部癌
平成２８年度は子宮頸部癌９例で、０期４例、ⅠB期以上が５例であった。一方、異形成は８７例で
あった。平成２７年度に比べ、子宮頸部癌が５例、異形成は５９例も減少した。なお、ⅠB期以上５例の
検診歴は、すべて初回受診であった。
２）子宮体部癌
子宮体部癌は０例であった。

４．その他
１）平成２８年度妊婦健康診査における子宮頸部がん検診受診状況について
平成２８年度実績は、妊婦健康診査受診者４，２６４人中、子宮頸部がん検診受診者数４，２０８人、受診率

９８．７％で、要精検者数２８人、要精検率０．７０％、市町村が把握できた精検結果は２２人で、そのうち異形
成が５人であった。
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受診率 精検受診率
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0.10

0.01

10.00

1.00

％
要精検率・子宮頸部がん発見率・確定がん率の推移

子宮頸部がん発見率 確定がん率要精検率

0.62

0.07

1.27

0.08

0.08

1.15 0.93

0.07
0.04

0.05 0.04

H25 H27H26H24H23 H28

0.08

1.24

0.18
0.18

0.71

0.03

0.03

（１） 子宮頚部がん検診の受診者数及び受診率の推移
区 分 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

一 次 検 診
対 象 者 数（人） Ａ １３５，４８５ １３５，４８５ １３５，４８５ １３５，４８５ １３５，４８５ １２９，８９６
受 診 者 数（人） Ｂ ２８，２４７ ２９，３０７ ２９，６４０ ３１，２４３ ３２，６００ ３１，４４７
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２０．８ ２１．６ ２１．９ ２３．１ ２４．１ ２４．２

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ２８，０５１ ２８，９１５ ２９，１９３ ３０，８６８ ３２，２７５ ３１，２０６
要 精 検 者 数（人） Ｅ １７４ ３６４ ３７７ ３６０ ３０２ ２２２
判 定 不 能（人） Ｆ ２２ ２８ ７０ １５ ２３ １９
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ０．６２ １．２４ １．２７ １．１５ ０．９３ ０．７１指標：許容値１．４％以下

精 密 検 査 精検受診者数（人） Ｈ １４０ ２５２ ３０５ ２９２ ２６２ １８５
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ８０．５ ６９．２ ８０．９ ８１．１ ８６．８ ８３．３指標：目標値９０％以上

精密検査結果
子宮がんの者（人） Ｊ ２３（７６） ５３（１１２） ２５（１５０） ２３（１５５） １４（１４６） ９（９０）
子 宮 が ん 発 見 率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．０８ ０．１８ ０．０８ ０．０７ ０．０４ ０．０３指標：許容値０．０５％以上
陽 性 反 応 適 中 度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｈ １３．２ １４．６ ６．６ ６．４ ４．６ ４．１指標：許容値４．０％以上

確定調査結果 確 定 が ん 数（人） Ｍ ２１ ５２ ２５ １５ １４ ９
確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｍ／Ｂ ０．０７ ０．１８ ０．０８ ０．０５ ０．０４ ０．０３

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、がん疑いの者の数を外数で計上。
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上。
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者数を分母として算出。
＊４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上。
＊５ 要精検者数について、平成２２年度報告から一次検診で判定不能の者のうち、再検が未実施の者も含んだ数を計上。

（２） 平成２８年度子宮頸部がん検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数 一次検診

受診者数
受診率
（％）

経年受診者数
再掲

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 判定不能 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ
２０～２４歳 ３，７０５ ４８６ １３．１ １８５ ９ ０ ４７７ １．８５
２５～２９歳 ２，９６３ １，２２０ ４１．２ ６６２ ２２ １ １，１９７ １．８０
３０～３４歳 ３，７３５ ２，３２１ ６２．１ １，３８２ ３９ ０ ２，２８２ １．６８
３５～３９歳 ４，０２４ ２，７３０ ６７．８ ２，０１５ ３７ １ ２，６９２ １．３６
４０～４４歳 ３，９５０ ３，３６２ ８５．１ ２，３９８ ４１ ２ ３，３１９ １．２２
４５～４９歳 ３，４００ ２，７７３ ８１．６ ２，０７５ ３６ １ ２，７３６ １．３０
５０～５４歳 ３，８６８ ２，５９３ ６７．０ ２，０３１ １７ ０ ２，５７６ ０．６６
５５～５９歳 ５，７６７ ２，９３４ ５０．９ ２，３６４ ９ ２ ２，９２３ ０．３１
６０～６４歳 １１，１６１ ３，５８２ ３２．１ ２，９２８ ６ ９ ３，５６７ ０．１７
６５～６９歳 １６，５１４ ４，３８４ ２６．５ ３，８２５ １ ３ ４，３８０ ０．０２
７０～７４歳 １５，３４４ ２，６３７ １７．２ ２，３６７ ４ ０ ２，６３３ ０．１５
７５～７９歳 １６，００２ １，６１３ １０．１ １，４４５ ０ ０ １，６１３ ０．００
８０歳以上 ３９，４６３ ８１２ ２．１ ７１９ １ ０ ８１１ ０．１２
計 １２９，８９６ ３１，４４７ ２４．２ ２４，３９６ ２２２ １９ ３１，２０６ ０．７１

１９



精密検査結果

子宮がん
4.9％ 異常認めず

24.3％

その他の疾病
22.2％

異形成
48.6％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検
査受診
者数

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮がん
発 見 率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）異 常

認めず
その他
の疾病 異形成 子宮がん軽 度

異形成
高 度
異形成

上皮内
が ん

浸潤
がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ＝ｉ＋ｊ ｉ ｊ ｋ＝ｌ＋ｍ ｌ ｍ ｎ＝ｋ／ｂ ｏ＝ｋ／ｄ
２０～２４歳 ７ ７７．８ ２ ０ ５ ４ １（１） ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
２５～２９歳 ２０ ９０．９ ２ ８ １０ ４ ６（５） ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
３０～３４歳 ３６ ９２．３ ７ ９ １６ ８ ８（４） ４ ２ ２ ０．１７２ １０．３
３５～３９歳 ３３ ８９．２ ６ ６ ２０ １３ ７（５） １ ０ １ ０．０３７ ２．７
４０～４４歳 ３０ ７３．２ ９ ６ １５ ８ ７（５） ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
４５～４９歳 ３０ ８３．３ ６ ８ １３ ８ ５（４） ３ １ ２ ０．１０８ ８．３
５０～５４歳 １３ ７６．５ ５ ４ ４ ２ ２ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
５５～５９歳 ７ ７７．８ ３ ０ ４ ４ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
６０～６４歳 ４ ６６．７ ２ ０ ２ １ １ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
６５～６９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
７０～７４歳 ４ １００．０ ３ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
７５～７９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
８０歳以上 １ １００．０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０．１２３ １００．０
計 １８５ ８３．３ ４５ ４１ ９０ ５２ ３８（２４） ９ ３ ６ ０．０２９ ４．１

※（ ）内は中等度異形成を内数で計上
３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果 要精検率（％）
要精検者数 判 定 不 能 異常認めず

a′ b′ c′＝b′／a′
保健事業団 １０，９２１ ２５ ０ １０，８９６ ０．２３
病 院 ６，９６６ ４２ １０ ６，９１４ ０．６０
診 療 所 １３，５６０ １５５ ９ １３，３９６ １．１４

計 ３１，４４７ ２２２ １９ ３１，２０６ ０．７１

ｂ．精密検査結果

一 次
検 診
機 関

精密検
査受診
者数

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮がん
発 見 率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）異 常

認めず
その他
の疾病 異形成 子宮がん軽 度

異形成
高 度
異形成

上皮内
が ん

浸潤
がん

d′ e′＝d′／b′ f′＝g′＋h′ g′ h′ i′＝j′＋k′ j′ k′ l′＝i′／a′m′＝i′／b′
保健事業団 ２２ ８８．０ ８ ３ １０ ７ ３ １ ０ １ ０．００９ ４．０
病 院 ２６ ６１．９ ９ ８ ８ ４ ４（３） １ １ ０ ０．０１４ ２．４
診 療 所 １３７ ８８．４ ２８ ３０ ７２ ４１ ３１（２１） ７ ２ ５ ０．０５２ ４．５
計 １８５ ８３．３ ４５ ４１ ９０ ５２ ３８（２４） ９ ３ ６ ０．０２９ ４．１

※（ ）内は中等度異形成を内数で計上
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０．
０

境
港
市

７，
７３
４

３２
１

１，
４６
７

１，
７８
８

２３
．１

０
１８

１８
１．
０１

１２
６６
．７

３
２

７
０

９
０．
００
０

０．
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０
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３，
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５
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３
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２

２
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３７

２
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０
１

１
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２
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０
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０
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町
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６６
０

７１
２

４５
３

１，
１６
５

３１
．８

２
１

３
０．
２６

３
１０
０．
０

１
１

１
０

２
０．
００
０

０．
０

三
朝
町

１，
６３
６

３３
９

１１
３

４５
２

２７
．６

１
０

１
０．
２２

１
１０
０．
０

０
０

０
１

１
０．
２２
１

１０
０．
０

北
栄
町

３，
５４
８

８４
９

３４
３

１，
１９
２

３３
．６

２
１

３
０．
２５

３
１０
０．
０

１
０

２
０

２
０．
００
０

０．
０

琴
浦
町

４，
３２
１

１，
００
８

２３
５

１，
２４
３

２８
．８

１
１

２
０．
１６

２
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０．
０

０
０

２
０

２
０．
００
０

０．
０

南
部
町

２，
５８
５

３１
８

４６
０

７７
８

３０
．１

０
６

６
０．
７７

５
８３
．３

２
３

０
０

３
０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

２，
７７
１

４３
４

３１
３

７４
７

２７
．０

１
３

４
０．
５４

３
７５
．０

３
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

７２
４

３４
２３
７

２７
１

３７
．４

０
２

２
０．
７４

１
５０
．０

０
１

０
０

１
０．
００
０

０．
０

大
山
町

４，
３９
５

４４
１

３７
１

８１
２

１８
．５

０
８

８
０．
９９

７
８７
．５

２
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受診率・精検受診率の推移

受診率（保健事業＋医療） 精検受診率（保健事業）
H26 H28H27H25H24H23

0.85

0.26
0.19

0.38 0.97

0.00
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0.13

1.28

0.30
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0.00

2.00

1.00

3.00
％
要精検率・子宮体部がん発見率・確定がん率の推移

H26 H28H27H25H24H23
子宮体部がん発見率
（保健事業＋医療）

確定がん率
（保健事業＋医療）

要精検率
（保健事業）

区 分
２６ 年 度 ２７ 年 度 ２８ 年 度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ ８２３ ８２３ ８９６ ８９６ ８２３ ８２３
受 診 者 数（人） Ｂ ７０９ ７８ ７８７ ８０６ １５ ８２１ ７４８ ７ ７５５
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８６．１ ９５．６ ９０．０ ９１．６ ９０．９ ９１．７

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） D ６９７ ７８２ ７２６
要 精 検 者 数（人） Ｅ ９ ２３ １６
判 定 不 能（人） Ｆ ３ １ ６
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ １．２７ ２．８５ ２．１４

精密検査 精検受診者数（人） Ｈ ８ １９ ９
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ８８．９ ８２．６ ５６．３

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ ３（３） ０（０） ３（３） ６（２） ２（４） ８（６） １（１） ０（２） １（０）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．４２ ０．００ ０．３８ ０．７４ １３．３３ ０．９７ ０．１３ ０．００ ０．１３
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｈ ３３．３３ ２６．０９ ６．２５

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｍ ３ ０ ３ ６ ２ ８ ０ ― ０
確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｍ／Ｂ ０．３８ ０．９７ ０．００

※「保健事業分」＝車検診及び施設検診により検診を受けた者、「医療分」＝車検診において当日体部がん検診を受診
せず、後日医療機関において受診した者。

※精密検査結果欄の（ ）内の数値は、がん疑いの者の数を外数で計上。
※がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上。
※陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出。
※確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上。

（３） 子宮体部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
２３ 年 度 ２４ 年 度 ２５ 年 度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ ７３５ ７３５ ８３３ ８３３ ５５９ ５５９
受 診 者 数（人） Ｂ ６２６ ７６ ７０２ ６７２ １０５ ７７７ ４４３ ８４ ５２７
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８５．２ ９５．５ ８０．７ ９３．３ ７９．２ ９４．３

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） D ６１８ ６７０ ４３５
要 精 検 者 数（人） Ｅ ８ ２ ６
判 定 不 能（人） Ｆ ０ ０ ２
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ １．２８ ０．３０ １．３５

精密検査 精検受診者数（人） Ｈ ７ ２ ４
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ８７．５ １００．０ ６６．７

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ ４（２） ２（３） ６（５） １（０） １（２） ２（２） １（２） ０（１） １（３）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．６４ ２．６３ ０．８５ ０．１５ ０．９５ ０．２６ ０．２３ ０．００ ０．１９
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｈ ５０．００ ５０．００ １６．６７

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｍ ４ ２ ６ １ １ ２ １ ０ １
確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｍ／Ｂ ０．８５ ０．２６ ０．１９

２２



（４） 平成２８年度子宮体部がん検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
子宮がん検
診受診者数

体部がん検
診対象者数

対象率
（％）

体部がん検
診受診者数

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 判定不能 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｄ
２０～２４歳 ４８６ ２ ０．４１ ２ １００．０ ０ ０ ２ ０．００
２５～２９歳 １，２２０ １２ ０．９８ １２ １００．０ ０ ０ １２ ０．００
３０～３４歳 ２，３２１ ３７ １．５９ ３４ ９１．９ ０ １ ３３ ０．００
３５～３９歳 ２，７３０ ５９ ２．１６ ５４ ９１．５ ０ １ ５３ ０．００
４０～４４歳 ３，３６２ １２６ ３．７５ １１５ ９１．３ ３ ０ １１２ ２．６１
４５～４９歳 ２，７７３ １８０ ６．４９ １６９ ９３．９ ５ ０ １６４ ２．９６
５０～５４歳 ２，５９３ １６２ ６．２５ １４６ ９０．１ １ ２ １４３ ０．６８
５５～５９歳 ２，９３４ ９４ ３．２０ ８３ ８８．３ ３ １ ７９ ３．６１
６０～６４歳 ３，５８２ ５１ １．４２ ４２ ８２．４ ０ ０ ４２ ０．００
６５～６９歳 ４，３８４ ４８ １．０９ ４５ ９３．８ ２ １ ４２ ４．４４
７０～７４歳 ２，６３７ ３３ １．２５ ３１ ９３．９ １ ０ ３０ ３．２３
７５～７９歳 １，６１３ １４ ０．８７ １０ ７１．４ １ ０ ９ １０．００
８０歳以上 ８１２ ５ ０．６２ ５ １００．０ ０ ０ ５ ０．００
計 ３１，４４７ ８２３ ２．６２ ７４８ ９０．９ １６ ６ ７２６ ２．１４

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮がん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜

増殖症 子宮がん
ｈ ｉ＝ｈ／ｆ ｊ ｋ＝ｊ／ｄ ｌ＝ｊ／ｆ

２０～２４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
２５～２９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
３０～３４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
３５～３９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
４０～４４歳 ２ ６６．７ １ １ ０ ０ ０．００ ０．０
４５～４９歳 ３ ６０．０ １ １ ０ ０ ０．００ ０．０
５０～５４歳 １ １００．０ ０ ０ １ １ ０．６８ ５０．０
５５～５９歳 ２ ６６．７ ０ ２ ０ ０ ０．００ ０．０
６０～６４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
６５～６９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
７０～７４歳 １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
７５～７９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
８０歳 以 上 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

計 ９ ５６．３ ３ ４ １ １ ０．１３ ６．３

３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診しなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢 体部がん検査
受診者数

精 密 検 査 結 果 子宮体部がん発見率
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜増殖症 子宮がん 判定不能

２０～２４歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００
２５～２９歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００
３０～３４歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００
３５～３９歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００
４０～４４歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００
４５～４９歳 １ ０ ０ １ ０ ０ ０．００
５０～５４歳 １ １ ０ ０ ０ ０ ０．００
５５～５９歳 １ １ ０ ０ ０ ０ ０．００
６０～６４歳 １ １ ０ ０ ０ ０ ０．００
６５～６９歳 １ １ ０ ０ ０ ０ ０．００
７０～７４歳 １ ０ １ ０ ０ ０ ０．００
７５～７９歳 １ ０ ０ １ ０ ０ ０．００
８０歳 以 上 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

計 ７ ４ １ ２ ０ ０ ０．００

２３
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０
０

０
０．
００

０．
０

北
栄
町

２５
０

２２
２２

８８
．０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

琴
浦
町

２４
３

２０
２３

９５
．８

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

南
部
町

１５
０

１５
１５

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

伯
耆
町

１
０

１
１

１０
０．
０

０
１

１
１０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

日
吉
津
村

６
０

６
６

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

大
山
町

１９
２

１７
１９

１０
０．
０

１
０

１
５．
２６

１
１０
０．
０

１
０

０
０

０
０．
００

０．
０

日
南
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

日
野
町

０
０

０
０

０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

江
府
町

２８
０

２５
２５

８９
．３

０
１

１
４．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００

０．
０

合
計

８２
３

１１
７３
７

７４
８

９０
．９

５
１１

１６
２．
１４

９
５６
．３

３
４

１
１

６
０．
１３

６．
３

東
部

２５
８

４
１８
９

１９
３

７４
．８

４
３

７
３．
６３

４
５７
．１

１
３

０
０

３
０．
００

０．
０

中
部

１９
０

５
１７
８

１８
３

９６
．３

０
３

３
１．
６４

２
６６
．７

１
０

０
１

１
０．
５５

３３
．３

西
部

３７
５

２
３７
０

３７
２

９９
．２

１
５

６
１．
６１

３
５０
．０

１
１

１
０

２
０．
００

０．
０

２４



（５） 平成２８年度子宮がん検診発見がん患者確定調査結果
表１ 子宮がん検診確定調査結果（頚部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

平成２７年度 平成２８年度 平成２７年度 平成２８年度

異 形 成 １８ ８ １２８ ７９

頚 癌 ０ 期 ２ ０ ７ ４

頚 癌 Ⅰ ａ 期 ０ ０ ０ ０

頚癌Ⅰｂ期以上 ２ １ ３ ４

合 計 ２２ ９ １３８ ８７

表２ 子宮がん検診確定調査結果（体部）

最 終 診 断 平成２７年度 平成２８年度

内 膜 増 殖 症 ６ ３

体 癌 Ⅰ Ａ 期 ３ ０

体癌ⅠＢ期以上 ５ ０

合 計 １４ ３

表３ 発見子宮がん症例（ⅠＢ期以上）のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 ０ ０ ０

２ 年 間 隔 ０ ０ ０

３年以上の間隔 ０ ０ ０

初 回 受 診 １ ４ ５

表４ 治療機関

上皮内癌 頚癌ⅠＡ期 頚癌ⅠＢ期以上 計

鳥取大学医学部附属病院 １ ０ ４ ５

鳥取県立中央病院 １ ０ ０ １

鳥 取 市 立 病 院 ０ ０ １ １

博 愛 病 院 ２ ０ ０ ２

計 ４ ０ ５ ９

２５



３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
平成２８年度対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式によ
り算定した推計数）１８９，１３２人のうち、受診者数５４，６７９人、受診率２８．９％で前年度に比べ受診者数３６６
人減であったが、受診率は同率であった。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法は４０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数７６，８１４人、受診者数２８，２８８人、受診率３６．８％で、
全国平均（平成２７年度）１１．１％に比べ高い。
このうち要精検者は１，８６４人、要精検率３．４１％で前年度より２２８人、０．３９ポイント減少した。精密検
査受診者は１，６８０人、精検受診率９０．１％で前年度よりそれぞれ１９７人減少、０．４イント増加した。要精
検率は国の指標（許容値）である３．０％以下をいまだに上回っているが、年々減少傾向にある。精検
受診率は高く、その結果、肺がん３７人、がん疑い５２人の計８９人が発見された。肺がん発見率は０．０７％
で、前年度より４人（０．０１％）増加した。これは国の指標（許容値）０．０３％より２倍以上の高率であ
る。また、陽性反応適中度は２．０％となり、前年度より０．４ポイント増加し、国の指標（許容値）１．３％
を上回っている。平成２８年度の結果からも、鳥取県は肺がん罹患率が高く、要精検率が高い中で多く
の肺がんが発見され、精度管理も良好と考えられる。施設検診と車検診を比較すると、要精検率は施
設検診３．８６％、車検診２．９２％であり、施設検診の方が０．９４ポイント高く、特に西部地区の施設検診が
４．９１％と高率であった。要精検率には東・中・西部で地域差があり、継続して精度管理には注意を払
う必要がある。
追跡調査の結果、確定肺がんは５０人（原発性４６人、転移性４人）で、確定がん率は０．０８４％となり、
前年度よりも０．００１％減少した。肺がん疑いの者は２８人残っており、今後も定期的にフォローする方
針である。
Ｘ線受診者総数５４，６７９人のうち経年受診者は３９，２３７人、経年受診率７１．８％である。
喀痰検査の対象となる高危険群所属者は７，２６１人（１３．３％）で、そのうち喀痰検査を受診した者は

２，３８１人で、Ｘ線検査受診者の４．４％であった。そのうち要精検者は２人、要精検率０．０８％で、いずれ
も異常なしであった。
経年と非経年受診者、高危険群と非高危険群所属者のがん発見率の比較では、経年受診者のがん発
見率は０．０４１％で、非経年受診者のがん発見率０．１３６％で、非経年受診者の方が３．３３倍高かった。また、
高危険群所属者７，２６１人のうちがんが１０人発見され、がん発見率０．１３８％、非高危険群所属者４７，４１８人
のうちがんが２７人発見され、がん発見率０．０５７％で、高危険群所属者の方が２．４２倍高かった。

２６



〈圏域別結果〉
（１） 車検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 ７，９２５ １９７ ２．４９ １６２ ８２．２ ３ ７ ０．０８８

中 部 ８，２６８ １７２ ２．０８ １４４ ８３．７ １１ ５ ０．０６０

西 部 １０，２１５ ４０３ ３．９５ ３７０ ９１．８ １６ ３ ０．０２９

計 ２６，４０８ ７７２ ２．９２ ６７６ ８７．６ ３０ １５ ０．０５７

（２） 施設検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 １７，３４５ ５７１ ３．２９ ５２８ ９２．５ １５ １４ ０．０８１

中 部 ３，２２１ １４３ ４．４４ １３３ ９３．０ ４ ３ ０．０９３

西 部 ７，７０５ ３７８ ４．９１ ３４３ ９０．７ ３ ５ ０．０６５

計 ２８，２７１ １，０９２ ３．８６ １，００４ ９１．９ ２２ ２２ ０．０７８

〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数
（％） 要精検者数

要精検率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

２６，４０８
（４８．３%） ７７２ ２．９２ ２．４９ ２．０８ ３．９５

施 設 検 診
（病院・診療所）

２８，２７１
（５１．７%） １，０９２ ３．８６ ３．２９ ４．４４ ４．９１

計 ５４，６７９
（１００%） １，８６４ ３．４１ ３．０４ ２．７４ ４．３６

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精 検
受診率
（％）

が ん
がん発見率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診 ６７６ ８７．６ １５ ０．０５７ ０．０８８ ０．０６０ ０．０２９

施 設 検 診 １，００４ ９１．９ ２２ ０．０７８ ０．０８１ ０．０９３ ０．０６５

計 １，６８０ ９０．１ ３７ ０．０６８ ０．０８３ ０．０７０ ０．０４５

〈経年受診者の状況〉
※経年受診者＝昨年度も肺がん検診を受診した者
（１） 受診者数の推移

年 度
全体（Ｘ線受診者数） 経年受診者数（％）

男 女 計 男 女 計

Ｈ２６ ２１，００８ ３２，２００ ５３，２０８ １４，４６２ （６８．８%） ２２，４４５ （６９．７%） ３６，９０７ （６９．４%）

Ｈ２７ ２１，７０７ ３３，３３８ ５５，０４５ １５，１３３ （６９．７%） ２３，３２８ （７０．０%） ３８，４６１ （６９．９%）

Ｈ２８ ２１，８７１ ３２，８０８ ５４，６７９ １５，５４７ （７１．１%） ２３，６９０ （７２．２%） ３９，２３７ （７１．８%）

２７



〈高危険群所属者の状況〉
※高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として下記の条件に該当する者

年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者
（１） 受診者数の推移

年 度
全体（Ｘ線受診者数） 高危険群所属者数（％）

男 女 計 男 女 計

Ｈ２６ ２１，００８ ３２，２００ ５３，２０８ ６，７５１ （３２．１%） ４０４ （１．３%） ７，１５５ （１３．４%）

Ｈ２７ ２１，７０７ ３３，３３８ ５５，０４５ ６，６３２ （３０．６%） ３２４ （１．０%） ６，９５６ （１２．６%）

Ｈ２８ ２１，８７１ ３２，８０８ ５４，６７９ ６，９４１ （３１．７%） ３２０ （１．０%） ７，２６１ （１３．３%）

（２） がん発見率の推移

年度
高危険群所属者 非高危険群所属者 発見率倍率

（高危険／非高危険）受診者数 が ん がん発見率 受診者数 が ん がん発見率

Ｈ２６ ７，１５５ １０ ０．１４０ ４６，０５３ ３６ ０．０７８ １．７９

Ｈ２７ ６，９５６ ２２ ０．３１６ ４８，０８９ １１ ０．０２３ １３．８３

Ｈ２８ ７，２６１ １０ ０．１３８ ４７，４１８ ２７ ０．０５７ ２．４２

（２） がん発見率の推移

年 度
経 年 受 診 者 非 経 年 受 診 者 発見率倍

（非経年／経年）受診者数 が ん がん発見率 受診者数 が ん がん発見率

Ｈ２６ ３６，９０７ １７ ０．０４６ １６，３０１ ２９ ０．１７８ ３．８６

Ｈ２７ ３８，４６１ ７ ０．０１８ １６，５８４ ２６ ０．１５７ ８．６１

Ｈ２８ ３９，２３７ １６ ０．０４１ １５，４４２ ２１ ０．１３６ ３．３３

〈喀痰細胞診の実施状況〉
※喀痰細胞診対象者＝Ｘ線検査受診者における高危険群所属者
（１） 結果の推移

年度
Ｘ線検査受診者中
高危険群所属者

喀痰検査
受診者数

要精検者数 要精検率 精検受診者数 がん がん発見率

Ｈ２６ ７，１５５ ２，６１０ ２ ０．０８ ０ ０ ０．０００

Ｈ２７ ６，９５６ ２，５６６ ４ ０．１６ ３ ２ ０．０７８

Ｈ２８ ７，２６１ ２，３８１ ２ ０．０８ ２ ０ ０．０００

〈発見がん患者の状況〉
（１） 要精検カテゴリー別患者数（人）

年 度 全 体 Ｘ線のみ要精検 喀痰のみ要精検 ともに要精検

Ｈ２６ ５５ ５３ ２ ０

Ｈ２７ ３４ ３２ １ １

Ｈ２８ ３７ ３７ ０ ０

２８



２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
１）昭和６２年から平成２８年までの２９年間における発見肺がんは１，３１３人（発見率１０万対７８人）であっ
た。発見方法は胸部Ｘ線１，２１０人（９２．２％）、喀痰細胞診５６人、両者４５人、不明２人で、近年、喀痰
細胞診から発見される肺がんの割合は激減している。平均年齢は７２．０歳、性差は男性７８８人、女性
５２５人、組織型は腺癌が８１４例（６１．９％）と最多であった。近年の傾向として女性肺がん、腺癌の増
加が著しい。臨床病期はⅠ期が７５３人（５７．３％）で過半数を占め、８２３人（６２．７％）に手術が行われた。

２）平成２８年度調査結果
原発性肺がん４６人が発見され、発見率は人口１０万対８４人であった。４６人（１００．０％）すべてが胸
部Ｘ線で発見された。原発性肺がんの平均年齢は７３．０歳、女性は１４例（３０．４％）、臨床病期はⅠ期２８
人（６０．９％）、腺がんは３５人（７６．１％）と例年に比べていずれも増加した。手術症例は２８人（６０．９％）
と減少したが、術後病期Ⅰ期の肺がんは２４人（８５．７％）、腺がんは２３人（８２．１％）と両者の割合は
増加した。腫瘍径は平均２８．６㎜と前年より１．８㎜小さかったが、２０㎜以下は１５人（３２．６％）で、前
年度より１．４ポイント減少した。本年度は例年よりも早期の肺腺がんの割合が高かったが、手術症
例は多くなかった。転移性肺腫瘍は４人発見され、原発巣は乳癌２例、大腸癌１例、甲状腺癌１例
であった。
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（１） 肺がん検診の受診者数及び受診率等の推移

区 分 ２３ 年 度 ２４ 年 度 ２５ 年 度 ２６ 年 度 ２７ 年 度 ２８ 年 度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５９ １８９，１３２

受 診 者 数（人） Ｂ ４８，５１３ ５０，３７６ ５０，５６９ ５３，２０８ ５５，０４５ ５４，６７９

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２５．５ ２６．４ ２６．５ ２７．９ ２８．９ ２８．９

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ４６，０４６ ４７，９１６ ４８，２２５ ５０，９０５ ５２，９５３ ５２，８１５

要 精 検 者 数（人） Ｅ ２，４６７ ２，４６０ ２，３４５ ２，３０３ ２，０９２ １，８６４

指標：許容値３．０%以下
要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ５．０９ ４．８８ ４．６４ ４．３３ ３．８０ ３．４１

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ２，２０８ ２，２０１ ２，０６２ ２，０２１ １，８７７ １，６８０

指標：目標値９０%以上
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８９．５ ８９．５ ８７．９ ８７．８ ８９．７ ９０．１

精密検査結果

肺 が ん の 者（人） Ｉ ４４（７０） ３５（５８） ４５（６８） ５５（７４） ３３（７８） ４０（５２）

上記のうち原発性肺がん数（人） Ｊ ４６ ３３ ３７

指標：許容値０．０３％以上
肺がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ （０．０９） （０．０７） （０．０９） ０．０９ ０．０６ ０．０７

指標：許容値１．３％以上
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ （１．８） （１．４） （１．９） ２．０ １．６ ２．０

確定調査結果

確 定 が ん 数（人） Ｍ ６１ ５４ ６２ ８１ ４８ ５０

上記のうち原発性肺がん数（人） Ｎ ５５ ４９ ５８ ７４ ４７ ４６

確 定 が ん 率（％）Ｏ＝Ｎ／Ｂ ０．１１ ０．１０ ０．１１ ０．１４ ０．０９ ０．０８

＊１ 精密検査結果中の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊２ 平成２５年度以前のがん発見率及び陽性反応適中度は、肺がんの者（Ｉ）を分子として算出し、（ ）書きと

した。
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出。
＊４ 確定がん数は、確定調査結果、がんと確定された数を計上
＊５ 要精検者数（Ｅ）、精検受診者数（Ｇ）、肺がんの者（Ｉ）、確定がん数（Ｍ）については、Ｅ判定者数を計上。
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（２） 平成２８年度肺がん検診結果
１）一次検診結果（年齢階級別）
ａ．Ｘ線検査結果

年 齢
対象者数

胸 部 エ ッ ク ス 線 検 査 エックス線フィルム読影結果

一次検診
受診者数

受診率（％）
経年受診者数
再掲※

経年受診
者 割 合
（％）

要精検者数 異常認めず
要精検率
（％）

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，７０２ ３，９５０ ８２１ １，４７４３０．４３７．３３４．５ ２８５ ５６５３４．７３８．３ １５ ２８ ８０６ １，４４６１．８３１．９０１．８７

４５～４９歳 ２，３９１ ３，４００ ６０２ １，１６８２５．２３４．４３０．６ ３０５ ６５０５０．７５５．７ ８ １６ ５９４ １，１５２１．３３１．３７１．３６

５０～５４歳 ２，４９４ ３，８６８ ５８０ １，２６８２３．３３２．８２９．０ ３３３ ７６０５７．４５９．９ １２ ２１ ５６８ １，２４７２．０７１．６６１．７９

５５～５９歳 ３，４６４ ５，７６７ ９０７ ２，０３１２６．２３５．２３１．８ ５２４ １，３１７５７．８６４．８ ３０ ４８ ８７７ １，９８３３．３１２．３６２．６５

６０～６４歳 ７，７８９ １１，１６１ ２，４３５ ４，１３７３１．３３７．１３４．７ １，４５４ ２，７７９５９．７６７．２ ８４ １１１ ２，３５１ ４，０２６３．４５２．６８２．９７

６５～６９歳 １３，３１４ １６，５１４ ５，５８７ ７，２７８４２．０４４．１４３．１ ３，９１２ ５，５０２７０．０７５．６ １８３ ２１２ ５，４０４ ７，０６６３．２８２．９１３．０７

７０～７４歳 １１，９６１ １５，３４４ ４，１９０ ５，５９９３５．０３６．５３５．９ ３，２７１ ４，３６４７８．１７７．９ １７２ １８６ ４，０１８ ５，４１３４．１１３．３２３．６６

７５～７９歳 １１，０３９ １６，００２ ３，３８８ ４，７５７３０．７２９．７３０．１ ２，７００ ３，８２６７９．７８０．４ １４８ １８９ ３，２４０ ４，５６８４．３７３．９７４．１４

８０歳以上 １８，５０９ ３９，４６３ ３，３６１ ５，０９６１８．２１２．９１４．６ ２，７６３ ３，９２７８２．２７７．１ １８１ ２１８ ３，１８０ ４，８７８５．３９４．２８４．７２

計 ７３，６６３ １１５，４６９２１，８７１３２，８０８２９．７２８．４２８．９１５，５４７２３，６９０７１．１７２．２ ８３３ １，０２９２１，０３８３１，７７９３．８１３．１４３．４１

合計 １８９，１３２ ５４，６７９ ２８．９ ３９，２３７ ７１．８ １，８６２ ５２，８１７ ３．４１

※経年受診者：昨年度も肺がん検診を受診した者

ｂ．喀痰細胞診結果

年 齢
Ｘ線検査受診者中
高危険群所属者※

喀痰細胞診
受 診 者 数

喀痰細胞診結果

要精検者数 精 検 不 要 要精検率（％）
ｈ ｉ ｊ＝ｉ／ｈ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４歳 １０ １ ７ ０ ０ ０ ７ ０ ０．００ ０．００

４５～４９歳 ７ ２ ３ ４ ０ ０ ３ ４ ０．００ ０．００

５０～５４歳 １６３ ２３ ５６ １０ ０ １ ５６ ９ ０．００ １０．００

５５～５９歳 ２９２ ３５ １０５ １４ ０ ０ １０５ １４ ０．００ ０．００

６０～６４歳 ９４４ ５８ ３１２ ２１ ０ ０ ３１２ ２１ ０．００ ０．００

６５～６９歳 ２，２４３ ９３ ７４７ ２６ ０ ０ ７４７ ２６ ０．００ ０．００

７０～７４歳 １，５２０ ６１ ５０３ ２３ ０ ０ ５０３ ２３ ０．００ ０．００

７５～７９歳 ９２５ ３０ ３０３ １８ ０ ０ ３０３ １８ ０．００ ０．００

８０歳以上 ８３７ １７ ２２３ ６ １ ０ ２２２ ６ ０．４５ ０．００

計 ６，９４１ ３２０ ２，２５９ １２２ １ １ ２，２５８ １２１ ０．０４ ０．８２

合 計 ７，２６１ ２，３８１ ２ ２，３７９ ０．０８
※高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として下記の条件に該当する者

年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

要精検者数
（再掲）

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果
肺がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

ｋ ｌ ｍ＝ｌ／ｋ ｎ ｏ＝ｎ／ｂ ｐ＝ｎ／ｋ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １５ ２８ １４ ２４ ９３．３８５．７８８．４ ９ ２０ ４ ４ １ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 ８ １６ ７ １２ ８７．５７５．０７９．２ ５ ７ ２ ５ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 １２ ２２ ９ ２２ ７５．０１００．０９１．２ ９ １４ ０ ８ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５５～５９歳 ３０ ４８ ２５ ３９ ８３．３８１．３８２．１ １３ ２６ １１ １３ １ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

６０～６４歳 ８４ １１１ ７２ １０３ ８５．７９２．８８９．７ ３２ ５１ ３４ ４８ ５ ３ １ １ ０．０４１０．０２４０．０３０ １．２ ０．９ １．０

６５～６９歳 １８３ ２１２ １６５ ２０２ ９０．２９５．３９２．９ ７５ ９０ ７９ １０４ ３ ７ ８ １ ０．１４３０．０１４０．０７０ ４．４ ０．５ ２．３

７０～７４歳 １７２ １８６ １５１ １７８ ８７．８９５．７９１．９ ６０ ７４ ８５ ９５ ２ ６ ４ ３ ０．０９５０．０５４０．０７２ ２．３ １．６ ２．０

７５～７９歳 １４８ １８９ １３２ １７９ ８９．２９４．７９２．３ ５４ ７４ ６９ ９７ ４ ５ ５ ３ ０．１４８０．０６３０．０９８ ３．４ １．６ ２．４

８０歳以上 １８２ ２１８ １５３ １９３ ８４．１８８．５８６．５ ５４ ８６ ８２ ９８ ８ ７ ９ ２ ０．２６８０．０３９０．１３０ ４．９ ０．９ ２．８

計 ８３４ １，０３０ ７２８ ９５２ ８７．３９２．４９０．１ ３１１ ４４２ ３６６ ４７２ ２４ ２８ ２７ １０ ０．１２３０．０３００．０６８ ３．２ １．０ ２．０

合計 １，８６４ １，６８０ ９０．１ ７５３ ８３８ ５２ ３７ ０．０６８ ２．０

Ｘ線のみ要精検 １，８６２ １，６７８ ９０．１ ７５１ ８３８ ５２ ３７ ２．０

喀痰のみ要精検 ２ ２ １００．０ ２ ０ ０ ０ ０．０

Ｘ線＋喀痰要精検 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

胸部エックス線検査 エックス線フィルム読影結果 Ｘ線検査受診
者中高危険群
所 属 者

受診者数 経年受診者数再掲 要精検者数 異常認めず 要精検率（％）
a′ b′ c′＝b′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女

保 健 事 業 団 ９，５７４ １６，０５２ ７，３２９ １２，２４５ ３０３ ４２６ ９，２７１ １５，６２６３．１６２．６５２．８４ ３，０６２ １３１

中国労働衛生協会 ３２４ ４５８ ２２９ ３６７ １９ ２４ ３０５ ４３４５．８６５．２４５．５０ ３３ １

病 院 ３，９６１ ５，３７８ ２，７１３ ３，６０９ １５７ １９６ ３，８０４ ５，１８２３．９６３．６４３．７８ １，２３４ ５９

診 療 所 ８，０１２ １０，９２０ ５，２７６ ７，４６９ ３５４ ３８３ ７，６５８ １０，５３７４．４２３．５１３．８９ ２，６１２ １２９

計 ２１，８７１ ３２，８０８ １５，５４７ ２３，６９０ ８３３ １，０２９ ２１，０３８ ３１，７７９３．８１３．１４３．４１ ６，９４１ ３２０

合 計 ５４，６７９ ３９，２３７ １，８６２ ５２，８１７ ３．４１ ７，２６１
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精密検査結果

肺がん
2.2％

異常認めず
44.8％

その他の疾病
49.9％

肺がん疑い
3.1％

ｂ．精密検査結果

一次検診機関

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

j′ k′＝j′／h′ l′ m′＝l′／a′ n′＝l′／h′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保 健 事 業 団 ２４５ ３９１ ８０．９ ９１．８ ８７．２ １１０ １８６ １１２ １８６ １２ １７ １１ ２ ０．１１５０．０１２０．０５１ ３．６ ０．５ １．８

中国労働衛生協会 １６ ２４ ８４．２ １００．０ ９３．０ ６ １０ ９ １２ ０ １ １ １ ０．３０９０．２１８０．２５６ ５．３ ４．２ ４．７

病 院 １４０ １６８ ８８．６ ８５．３ ８６．８ ５８ ７２ ７５ ９１ ３ １ ４ ４ ０．１０１０．０７４０．０８６ ２．５ ２．０ ２．３

診 療 所 ３２７ ３６９ ９２．４ ９６．３ ９４．４ １３７ １７４ １７０ １８３ ９ ９ １１ ３ ０．１３７０．０２７０．０７４ ３．１ ０．８ １．９

計 ７２８ ９５２ ８７．３ ９２．４ ９０．１ ３１１ ４４２ ３６６ ４７２ ２４ ２８ ２７ １０ ０．１２３０．０３００．０６８ ３．２ １．０ ２．０

合 計 １，６８０ ９０．１ ７５３ ８３８ ５２ ３７ ０．０６８ ２．０

一次検診機関

喀痰容器
提出者数

喀痰細胞診結果 Ｘ線・喀
痰細胞診
と も に
要 精 検

一次検診総合結果

要精検者数 精検不要 要精検率
（％）

要精検者数 要精検率
（％）

d′ e′ f′＝e′／d′ g′ h′＝（b′＋e′）－g′ i′＝h′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ７７２ ５６ ０ ０ ７７２ ５６ ０．００ ０．００ ０ ０ ３０３ ４２６ ３．１６ ２．６５ ２．８４

中国労働衛生協会 ２５ １ ０ ０ ２５ １ ０．００ ０．００ ０ ０ １９ ２４ ５．８６ ５．２４ ５．５０

病 院 ５００ ２４ １ １ ４９９ ２３ ０．２０ ４．１７ ０ ０ １５８ １９７ ３．９９ ３．６６ ３．８０

診 療 所 ９６２ ４１ ０ ０ ９６２ ４１ ０．００ ０．００ ０ ０ ３５４ ３８３ ４．４２ ３．５１ ３．８９

計 ２，２５９ １２２ １ １ ２，２５８ １２１ ０．０４ ０．８２ ０ ０ ８３４ １，０３０ ３．８１ ３．１４ ３．４１

合 計 ２，３８１ ２ ２，３７９ ０．０８ ０ １，８６４ ３．４１

３３



４
）
平
成
２８
年
度
肺
が
ん
検
診
受
診
状
況

市
町
村
名
対
象
者
数

受
診
者
数

要
精
検
者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）
車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）
精
検
受
診

者
数
精
検
受
診
率

（
％
）
異

常
認
め
ず
そ
の
他
の

疾
病
が
ん
疑
い
が

ん
有
所
見
者
が
ん
発
見

率
（
％
）
陽
性
反
応

適
中
度（
％
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

５９
，０
０３

３，
７７
０

１５
，６
２１

１９
，３
９１

３２
．９

８４
５０
６

５９
０

３．
０４

５４
１

９１
．７

２４
６

２６
６

１５
１４

２９
５

０．
０７
２

２．
４

米
子
市

４４
，１
１９

３，
７１
５

５，
１９
２

８，
９０
７

２０
．２

１４
７

２４
１

３８
８

４．
３６

３６
８

９４
．８

１７
９

１７
４

１１
４

１８
９

０．
０４
５

１．
０

倉
吉
市

１７
，１
５０

１，
２８
５

１，
８５
８

３，
１４
３

１８
．３

３３
６８

１０
１

３．
２１

８３
８２
．２

３３
４５

３
２

５０
０．
０６
４

２．
０

境
港
市

１１
，２
０６

１，
３７
４

１，
３０
６

２，
６８
０

２３
．９

４２
６４

１０
６

３．
９６

９７
９１
．５

３２
６４

１
０

６５
０．
００
０

０．
０

岩
美
町

４，
５８
２

１，
１４
５

２６
８

１，
４１
３

３０
．８

３４
５

３９
２．
７６

３２
８２
．１

１４
１６

１
１

１８
０．
０７
１

２．
６

八
頭
町

６，
２３
０

２，
２７
８

６７
８

２，
９５
６

４７
．４

５８
３１

８９
３．
０１

７１
７９
．８

３１
３６

２
２

４０
０．
０６
８

２．
２

若
桜
町

１，
５３
９

２７
６

２７
０

５４
６

３５
．５

９
９

１８
３．
３０

１８
１０
０．
０

７
１０

０
１

１１
０．
１８
３

５．
６

智
頭
町

３，
０２
７

４５
６

５０
８

９６
４

３１
．８

１２
２０

３２
３．
３２

２８
８７
．５

１０
１５

０
３

１８
０．
３１
１

９．
４

湯
梨
浜
町

５，
６７
６

１，
７２
８

７２
１

２，
４４
９

４３
．１

３９
３２

７１
２．
９０

６８
９５
．８

３２
３０

３
３

３６
０．
１２
２

４．
２

三
朝
町

２，
５７
４

９５
７

１４
７

１，
１０
４

４２
．９

２３
１８

４１
３．
７１

３２
７８
．０

１５
１６

０
１

１７
０．
０９
１

２．
４

北
栄
町

５，
５１
６

１，
８１
３

３７
５

２，
１８
８

３９
．７

４１
１７

５８
２．
６５

５３
９１
．４

２６
２２

４
１

２７
０．
０４
６

１．
７

琴
浦
町

６，
７５
１

２，
４８
５

１２
０

２，
６０
５

３８
．６

３６
８

４４
１．
６９

４１
９３
．２

１２
２３

５
１

２９
０．
０３
８

２．
３

南
部
町

４，
０１
１

５０
６

１，
２０
７

１，
７１
３

４２
．７

２４
７３

９７
５．
６６

７７
７９
．４

２８
４６

１
２

４９
０．
１１
７

２．
１

伯
耆
町

４，
２５
７

１，
４４
６

０
１，
４４
６

３４
．０

５３
０

５３
３．
６７

４５
８４
．９

２６
１９

０
０

１９
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

１，
００
８

２４
３

０
２４
３

２４
．１

７
０

７
２．
８８

７
１０
０．
０

４
２

１
０

３
０．
００
０

０．
０

大
山
町

６，
９６
７

１，
３０
５

０
１，
３０
５

１８
．７

５０
０

５０
３．
８３

４８
９６
．０

２６
２０

２
０

２２
０．
００
０

０．
０

日
南
町

２，
５５
１

６４
４

０
６４
４

２５
．２

２６
０

２６
４．
０４

２２
８４
．６

１１
１１

０
０

１１
０．
００
０

０．
０

日
野
町

１，
５５
３

２９
０

０
２９
０

１８
．７

１１
０

１１
３．
７９

９
８１
．８

５
２

２
０

４
０．
００
０

０．
０

江
府
町

１，
４１
２

６９
２

０
６９
２

４９
．０

４３
０

４３
６．
２１

４０
９３
．０

１６
２１

１
２

２４
０．
２８
９

４．
７

合
計
１８
９，
１３
２
２６
，４
０８

２８
，２
７１

５４
，６
７９

２８
．９

７７
２

１，
０９
２

１，
８６
４

３．
４１

１，
６８
０

９０
．１

７５
３

８３
８

５２
３７

９２
７

０．
０６
８

２．
０

東
部

７４
，３
８１

７，
９２
５

１７
，３
４５

２５
，２
７０

３４
．０

１９
７

５７
１

７６
８

３．
０４

６９
０

８９
．８

３０
８

３４
３

１８
２１

３８
２

０．
０８
３

２．
７

中
部

３７
，６
６７

８，
２６
８

３，
２２
１

１１
，４
８９

３０
．５

１７
２

１４
３

３１
５

２．
７４

２７
７

８７
．９

１１
８

１３
６

１５
８

１５
９

０．
０７
０

２．
５

西
部

７７
，０
８４

１０
，２
１５

７，
７０
５

１７
，９
２０

２３
．２

４０
３

３７
８

７８
１

４．
３６

７１
３

９１
．３

３２
７

３５
９

１９
８

３８
６

０．
０４
５

１．
０

３４



（３） 平成２８年度肺がん検診発見がん患者の予後調査の確定について
肺がん確定診断（原発性１，３１３、転移性１４５） １，４５８例
他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、悪性中皮腫１、その他５） １２例

総 計 １，４７０例

１）肺がん確定診断 （単位：例）

６２年 ６３年
平成
元年

平成
２年

平成
３年

平成
４年

平成
５年

平成
６年

平成
７年

平成
８年

平成
９年

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２ ３８ ３８ ５３

転移性肺腫瘍 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５ ５ ４ ２

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７ ４３ ４２ ５５

２）原発性肺がん診断方法

〔Ｈ２８年度集計〕
胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ ２４５例 �

�
��
１，２１０例（９２．２％）

Ｄのみ ０例 �
�
��

４６例（１００．０％）
Ｅのみ ９６５例 Ｅのみ ４６例

（Ｅ１：３６例、E２：１０例）
細 胞 診 Ｄのみ ２１例 �

�
��

５６例（４．３％）
Ｄのみ ０例 �

�
��

０例（０．０％）
Ｅのみ ３５例 Ｅのみ ０例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ １０例 �
�
�
�
�
�
�

４５例（３．４％）

Ｄ＋Ｄ ０例 �
�
�
�
�
�
�

０例（０．０％）
Ｄ＋Ｅ ９例 Ｄ＋Ｅ ０例
Ｅ＋Ｄ ６例 Ｅ＋Ｄ ０例
Ｅ＋Ｅ ２０例 Ｅ＋Ｅ ０例
不明 ２例 ２例（０．１％） 不明 ０例 ０例（０．０％）

計 １，３１３例 計 ４６例

平成
１０年

平成
１１年

平成
１２年

平成
１３年

平成１４
年

平成
１５年

平成
１６年

平成
１７年

平成
１８年

平成
１９年

平成
２０年

原発性肺癌 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０ ５７ ６２ ４８ ５２

転移性肺腫瘍 ７ ７ ６ ７ ６ ３ ２ ５ ６ ７ ３

合 計 ４７ ４８ ４８ ３７ ５４ ６８ ５２ ６２ ６８ ５５ ５５

平成
２１年

平成
２２年

平成
２３年

平成
２４年

平成
２５年

平成
２６年

平成
２７年

平成
２８年

合計

原発性肺癌 ４１ ６５ ５５ ４９ ５８ ７４ ４７ ４６ １，３１３

転移性肺腫瘍 ８ ４ ６ ５ ４ ７ １ ４ １４５

合 計 ４９ ６９ ６１ ５４ ６２ ８１ ４８ ５０ １，４５８

３５



３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受診者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発見者
（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５（４．５４％） ６５２（８７．５％） ６ ３７
Ｓ６３ ３８，４４５ ６５（０．１７％） ６０（９２．３％） ２２ ５７
Ｈ１ ５２，４７３ １１７（０．２２％） １０７（９１．５％） １８ ３４
Ｈ２ ６８，３７４ １５３（０．２２％） １３２（８６．３％） ３２ ４９
Ｈ３ ７０，１８９ ９５（０．１４％） ８９（９３．７％） ３６ ５１
Ｈ４ ６９，９０９ １３３（０．１９％） １１１（８３．５％） ３７ ５３
Ｈ５ ６９，０２７ １３３（０．１９％） ９８（７２．９％） ４１ ５９
Ｈ６ ６６，３１６ １０３（０．１６％） ８９（８６．４％） ２２ ３３
Ｈ７ ６５，２２６ １６２（０．２５％） １３５（８３．３％） ３８ ５８
Ｈ８ ６４，１６９ １１４（０．１８％） ９１（７９．８％） ３８ ５９
Ｈ９ ６７，０９２ １５２（０．２３％） １２３（８０．９％） ５３ ７９
Ｈ１０ ６４，５４０ １３７（０．２１％） １１１（８１．０％） ４０ ６２
Ｈ１１ ６４，８４５ １６９（０．２６％） １４２（８４．０％） ４１ ６４
Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１（０．４９％） ２４２（７７．８％） ４２ ６７
Ｈ１３ ６２，６３１ ２１６（０．３４％） １５２（７０．４％） ３０ ４８
Ｈ１４ ６３，６１６ ３４３（０．５４％） ２７１（７９．０％） ４８ ７５
Ｈ１５ ６３，６４９ ６４０（１．０１％） ４８９（７６．４％） ６５ １０２
Ｈ１６ ６０，１１３ １，７９１（２．９８％） １，４３３（８０．０％） ５０ ８３
Ｈ１７ ５１，０２０ １，６５９（３．２５％） １，４０９（８４．９％） ５７ １１２
Ｈ１８ ４９，２９６ １，７８０（３．６１％） １，５０５（８４．６％） ６２ １２６
Ｈ１９ ４９，８０６ １，９４０（３．９０％） １，６５６（８５．４％） ４８ ９６
Ｈ２０ ４６，０１５ ２，０４１（４．４４％） １，７９９（８８．１％） ５２ １１３
Ｈ２１ ４６，２４７ ２，１２２（４．５９％） １，８８８（８９．０％） ４１ ８９
Ｈ２２ ４５，４８２ ２，００４（４．４１％） １，７６７（８８．２％） ６５ １４２
Ｈ２３ ４８，５１３ ２，４６７（５．０９％） ２，２０８（８９．５％） ５５ １１３
Ｈ２４ ５０，３７６ ２，４６０（４．８８％） ２，２０１（８９．５％） ４９ ９７
Ｈ２５ ５０，５６９ ２，３４５（４．６４％） ２，０６２（８７．９％） ５８ １１５
Ｈ２６ ５３，２０８ ２，３０３（４．３３％） ２，０２１（８７．８％） ７４ １３９
Ｈ２７ ５５，０４５ ２，０９２（３．８０％） １，８７７（８９．７％） ４７ ８５
Ｈ２８ ５４，６７９ １，８６４（３．４１％） １，６８０（９０．１％） ４６ ８４
計 １，６９０，１２７ ３０，６５６（１．８１％） ２６，６００（８６．８％） １，３１３ ７８

４）原発性肺癌（１，３１３例）
（１） 年齢・性別 〔Ｈ２８年度集計〕
区分 原発性肺癌 比率（％） 区分 原発性肺癌 比率（％）
～５９歳 ８３例 ６．３ ～５９歳 ２例 ４．４

６０～６９歳 ３９８ ３０．３ ６０～６９歳 １４ ３０．４
７０～７９歳 ６０３ ４５．９ ７０～７９歳 １８ ３９．１
８０～ ２２９ １７．５ ８０～ １２ ２６．１
計 １，３１３ １００．０ 計 ４６ １００．０

平均年齢＝７２．０
男：女＝７８８例：５２５例

平均年齢＝７３．０
男：女＝３２例：１４例
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ｂ．組織型 〔Ｈ２８年度集計〕
組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 ２９１例 扁平上皮癌 ８例
腺 癌 ８１４（６１．９） 腺 癌 ３５（７６．１）
大 細 胞 癌 １７ 大 細 胞 癌 ０
小 細 胞 癌 ７８ 小 細 胞 癌 ２
腺扁平上皮癌 １２ 腺扁平上皮癌 ０
腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０
カルチノイド １ カルチノイド ０
不 明 １０１ 不 明 １

計 １，３１５＊ 計 ４６
＊２例：扁平上皮癌と腺癌、腺癌と大細胞癌の同時多発癌を含む

（３） 原発性肺癌の手術症例
（８２３例、手術率：６２．７％）
ａ．臨床病期、術後病期
臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ２例 ０ccult ２例
ⅠＡ ４７７（５８．０） ⅠＡ ４２２（５１．３）
ⅠＢ １７１ ⅠＢ １８５
ⅡＡ ３４ ⅡＡ ３８
ⅡＢ ４１ ⅡＢ ４９
ⅢＡ ７４ ⅢＡ ８３
ⅢＢ １５ ⅢＢ ２４
Ⅳ ８ Ⅳ １９
不明 １ 不明 １
計 ８２３ 計 ８２３

〔Ｈ２８年度集計〕
原発性肺癌の手術症例
（２８例、手術率：６０．９％）

臨床病期（％） 術後病期（％）
０ccult ０例 ０ccult ０例
ⅠＡ １７（６０．７） ⅠＡ １５（５３．５）��

�
２４
（８５．７%）ⅠＢ ７ ⅠＢ ９

ⅡＡ ２ ⅡＡ ０
ⅡＢ １ ⅡＢ １
ⅢＡ １ ⅢＡ ２
ⅢＢ ０ ⅢＢ ０
Ⅳ ０ Ⅳ １
不明 ０ 不明 ０
計 ２８ 計 ２８

ｂ．組織型分類 〔２８年度集計〕
組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 １６３例 扁平上皮癌 ４例
腺 癌 ６０６（７３．６） 腺 癌 ２３（８２．１）
大 細 胞 癌 １３ 大 細 胞 癌 ０
小 細 胞 癌 １０ 小 細 胞 癌 １
腺扁平上皮癌 １３ 腺扁平上皮癌 ０
腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０
カルチノイド １ カルチノイド ０
不 明 １６ 不 明 ０

計 ８２３ 計 ２８

（２） 原発性肺癌の臨床病期と組織型
ａ．病期分類 〔Ｈ２８年度集計〕
臨床病期 （％） 臨床病期 （％）
０ccult ２例 ０ccult ０
ⅠＡ ５４３（４１．４） ⅠＡ １９（４１．３）��

�
２８
（６０．９％）ⅠＢ ２１０ ⅠＢ ９

ⅡＡ ５４ ⅡＡ ２
ⅡＢ ６８ ⅡＢ ２
ⅢＡ １５５ ⅢＡ ４
ⅢＢ ８３ ⅢＢ １
Ⅳ １６４ Ⅳ ９
不明 ３４ 不明 ０
計 １，３１３ 計 ４６
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（４） 腫瘍径

腫瘍径
（㎜）

H１０年度
（％）

H１１年度
（％）

H１２年度
（％）

H１３年度
（％）

H１４年度
（％）

H１５年度
（％）

H１６年度
（％）

H１７年度
（％）

H１８年度
（％）

H１９年度
（％）

０～１０ １ ２ １ ０ ２ １ ２ ４ ２ ４

１１～２０ ９（２２．５） １０ １５（３５．７）１１（３６．７）１７（３５．４） １１ １７（３４．７） １１ ２６（４１．９）１４（３１．８）

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７ ６ １３ １３ １０ １６（２８．６） １５ １８

３１～４０ ６ ９ ８ ９ ８ １７（２６．２） １２ １１ １０ ５

４１～５０ ７ １ ３ １ ３ ８ ４ ４ ２ ３

５１～ ７ ２ ６ ３ ３ １３ ５ ６ ４ １

不明 ４ ２ ２ ０ ２ ２ ０ ５ ３ ３

計 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０ ５７ ６２ ４８

平均 ３７．１㎜ ２７．９㎜ ３２．２㎜ ３３．５㎜ ２８．８㎜ ３８．７㎜ ２９．６㎜ ３０．６㎜ ２６．０㎜ ２４．６㎜

最高９０㎜ ７０㎜ ８０㎜ １００㎜ ８５㎜ １４５㎜ ７０㎜ ８５㎜ ５９㎜ ５７㎜

腫瘍径
（mm）

H２０年度
（％）

H２１年度
（％）

H２２年度
（％）

H２３年度
（％）

H２４年度
（％）

H２５年度
（％）

H２６年度
（％）

H２７年度
（％）

H２８年度
（％）

０～１０ ３ ２ ２ １ ４ ３ ３ ０ １

１１～２０ ２１（４０．４） １０ １３ １６（２９．１）１４（２８．６） １６ ２８（３７．８）１６（３４．０）１４（３０．４）

２１～３０ ６ １３（３１．７）２６（４０） １６（２９．１） １３ ２０（３４．５） ２１ ８ １０

３１～４０ １４ ８ １５ ６ ８ ８ ７ １４ １３

４１～５０ ５ ６ ６ ４ ６ ５ ６ ６ ５

５１～ １ ２ ２ １１ ２ ６ ５ ３ ２

不明 ２ ０ １ １ ２ ０ ４ ０ １

計 ５２ ４１ ６５ ５５ ４９ ５８ ７４ ４７ ４６

平均 ２６．１㎜ ２５．９㎜ ２９．４㎜ ３３．２㎜ ２８．４ ２８．３㎜ ２６．７ ３０．４ ２８．６

最高７１㎜ ６８㎜ ８０㎜ ９０㎜ １００㎜ ６０㎜ ７０㎜ ７０㎜ ５６㎜

５）転移性肺腫瘍（１４５例）
大 腸 癌：３２例 乳 癌：２０例 前立腺癌：１３例 甲状腺癌：１２例 腎 臓 癌：１１例
肝 臓 癌：９例 胃 癌：６例 子 宮 癌：５例 胆 管 癌：４例 膵 臓 癌：４例
尿 管 管：４例 胆のう癌：３例 肺 癌：２例 食 道 癌：２例 卵 巣 癌：２例
膀 胱 癌：２例 子宮肉腫：１例 胸 腺 癌：１例 肛 門 癌：１例 顎下腺癌：１例
咽 頭 癌：１例 後腹膜腫瘍：１例 卵管肉腫：１例 不 明：７例
〔Ｈ２８年度集計〕（４例）
乳癌：２例、大腸癌：１例、甲状腺癌：１例
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６）平成２８年度原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較

車 検 診 施 設 検 診
受診者数 ２６，４０８ ２８，２７１

要精検数
７７２（２．９％）

東部：１９７（２．５％）
中部：１７２（２．１％）
西部：４０３（３．９％）

１，０９２（３．９％）
東部：５７１（３．３％）
中部：１４３（４．４％）
西部：３７８（４．９％）

確定者数 ２２名（０．０８３％）
（東部７、中部８、西部７）

２４名（０．０８５％）
（東部１６、中部４、西部４）

発見方法 Ｅ１判定 １８名
Ｅ２判定 ４名

Ｅ１判定 １８名
Ｅ２判定 ６名

年 齢 ７５．０歳 ７１．１歳
性 差 男１４名、女８名 男１８名、女６名

臨床病期
ⅠＡ １３名、ⅠＢ １名
ⅡＡ １名、ⅡＢ １名
ⅢＡ １名、Ⅳ ５名

ⅠＡ ６名、ⅠＢ ９名
ⅡＡ ０名、ⅡＢ １名
ⅢＡ ３名、ⅢＢ １名

Ⅳ ４名

組 織 型 扁平上皮癌２名、腺癌２０名
大細胞癌０名、小細胞癌０名

扁平上皮癌６名、腺癌１５名
大細胞癌０名、小細胞癌２名

不明１名
手 術 あり１４名、なし８名 あり１４名、なし１０名
腫 瘍 径 ２５．３㎜ ３１．８㎜

平成２８年度肺がん検診で発見された肺がん症例の特徴

１．受診者数は昨年より３６６名減少したが、受診率は２８．９％と昨年と同じであった。要精検率は
３．４１％（－０．３９％）と減少、精検受診率は９０．１％（＋０．４％）と増加した。肺がんは４０名（＋６名）
発見され、うち原発性肺がんは３７名、がん発見率は０．０６８％（＋０．００６％）、陽性反応適中度２．０％（＋
０．４％）と昨年を上回った。
２．がん発見率は０．０６８％（＋０．００６％）、陽性反応適中度２．０％（＋０．４％）と昨年を上回った。
３．予後調査では原発性肺がん４６例、転移性肺腫瘍４例、合計５０例の肺がん確定診断を得た。最終報
告で５２名あった肺がん疑いは、その後の予後調査により原発性肺がんが９名、転移性肺腫瘍が１名
発見され、肺がん疑いのままが８名、良性が６名、異常なしが８名、現在なお調査中が２０名という
結果であった。肺がん疑いと調査中の２８名は今後２年間フォローを続ける予定である。
４．発見された原発性肺がんの４６例すべて（１００％）が胸部Ｘ線で発見され、喀痰細胞診で発見され
た肺がんはなかった。
５．原発性肺がんの平均年齢は７３．０歳、女性肺がんは１４例（３０．４％）、臨床病期はⅠ期２８例（６０．９％）、
腺癌は３５例（７６．１％）と例年どおりⅠ期の肺腺がん割合が多かった。
６．手術症例の割合は２８例（６０．９％）、術後病期Ⅰ期の肺がんは２４例（８５．７％）、腺癌が２３例（８２．１％）
であった。
７．腫瘍径は平均２８．６㎜（－１．８㎜）と昨年より小さくなった。１１―２０㎜が１４例（３０．４％）であった。
８．転移性肺腫瘍は４例で、原発巣は乳癌２例、甲状腺癌１例、大腸癌１例であった。
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〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診（視触診、マンモグラフィ併用）

区 分 受診者数（％） 要精検者数 要精検率（％）

車 検 診
（保健事業団、中国労働衛生協会）

６，３９４
（４８．３％）

４３４ ６．７９

施 設 検 診
（病院、診療所）

６，８３２
（５１．７％）

５２７ ７．７１

計
１３，２２６
（１００％）

９６１ ７．２７

（２） 精密検査

区 分
精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

車 検 診 ４０１ ９２．４ ２１ ０．３３

施 設 検 診 ４９５ ９３．９ ２８ ０．４１

計 ８９６ ９３．２ ４９ ０．３７

４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
平成２８年度の実施体制は、１８市町村は「視触診及びマンモグラフィ併用」、１市のみ「マンモグラ
フィのみ」であった。実績は以下のとおりである。
平成２８年度の対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として市町村が把握している人
数）は１１５，４６９人で、受診者数は１９，２４５人、受診率１６．７％で前年度より０．８ポイント低下した。２年合
わせた最終受診率は２７．６％であった。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法は４０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数４４，６６０人、受診者数９，８０２人、受診率２１．９％で、
全国平均（平成２７年度）１９．８％に比べ高い。
要精検者数１，２４４人、要精検率６．４６％で前年度より１．７１ポイントの低下であった。精検受診者数

１，１７２人、精検受診率は９４．２％で、前年度より１．１ポイント低下した。
精検の結果、乳がん６７人、がん発見率（がん／受診者数）０．３５％、陽性反応適中度（がん／要精検者
数）５．３９％であり、平成２７年度に比べ、発見がんが２４人、がん発見率は０．０９ポイント減少した。
検診受診率は近年１６～１７％台で推移しており、大きな変動は認めていない。国の目標値との比較で
は、要精検率、精検受診率、検診発見がん率、陽性反応適中度では、いずれも達成できていた。鳥取
市ではマンモグラフィ単独検診に移行していたが、がん発見率の低下は認めず、精度は保たれていた。
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【参考：鳥取市】
１ 概要
対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として鳥取市が把握している人数）は３５，９８１
人で、このうち受診者数は６，０１９人（マンモグラフィーのみ）で、受診率は１６．７％であった。
※（参考）４０～６９歳の数値 対象者数１５，０５０人 受診者数４，９６１人 受診率３３．０％
要精検者数は２８３人、要精検率は４．７０％であった。
精密検査の受診者数は、２７６人（平成２９年１０月３１日現在）であり、精密検査の受診率は９７．５％で
あった。
精密検査の結果、乳がんであった者は１８人であった。
また、がん発見率は０．３０％であった。
陽性反応適中度は６．３６％であった。

２ 検診方法別結果

区 分
受診者数（率）

要精検者数
要精検率
（％）

がん
がん発見率
（％）Ｈ２７年度 Ｈ２８年度

Ｈ２７年度は併用
Ｈ２８年度はマンモのみ

６，３７１ ６，０１９ ２８３ ４．７０ １８ ０．３０

〈圏域別結果〉
（１） 視触診・マンモグラフィー併用

区 分 対象者数 受診者数
受診率
（％）

要精検
者 数

要精検率
（％）

精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

東 部 ４５，０８１ １，７５１ ３．８８ ９２ ５．２５ ８５ ９２．４ ２ ０．１１

中 部 ２２，６４８ ３，７２２ １６．４３ ２６４ ７．０９ ２４０ ９０．９ １６ ０．４３

西 部 ４７，７４０ ７，７５３ １６．２４ ６０５ ７．８０ ５７１ ９４．４ ３１ ０．４０

計 １１５，４６９ １３，２２６ １１．４５ ９６１ ７．２７ ８９６ ９３．２ ４９ ０．３７

（２） 視触診のみ（参考）

区 分 対象者数 受診者数
受診率
（％）

要精検
者 数

要精検率
（％）

精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

東 部 ４５，０８１ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．００

中 部 ２２，６４８ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．００

西 部 ４７，７４０ ２ ０．００４ ２ １００．０ ２ １００．０ ０ ０．００

計 １１５，４６９ ２ ０．００１ ２ １００．０ ２ １００．０ ０ ０．００
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３ 検診機関別受診結果 ※車検診＝医師雇上、保健事業団、中国労働衛生協会
施設検診＝病院、診療所・一次検診

区 分
受診者数（率）

要精検者数 要精検率（％）
Ｈ２７年度 H２８年度

車 検 診
２，７６４

（４３．４％）
２，３６０

（３９．２％）
１２７ ５．３８

施 設 検 診
３，６０７

（５６．６％）
３，６５９

（６０．８％）
１５６ ４．２６

計
６，３７１
（１００％）

６，０１９
（１００％）

２８３ ４．７０

・精密検査

区 分
精 検
受診者数

精検受診率
（％）

がん
がん発見率
（％）

車 検 診 １２３ ９６．９ ７ ０．３０

施 設 検 診 １５３ ９８．１ １１ ０．３０

計 ２７６ ９７．５ １８ ０．３０

４ 圏域別結果
マンモグラフィーのみ

区分 対象者数 受診者数
受診率
（％）

要精検者数
要精検率
（％）

精 検
受診者数

精検受診率
（％）

がん
がん発見率
（％）

鳥取市 ３５，９８１ ６，０１９ １６．７３ ２８３ ４．７０ ２７６ ９７．５ １８ ０．３０

２．乳がん検診発見乳がん確定調査結果
平成２８年度の確定乳がんは６３例で、このうち非浸潤癌は６例であった。６０代の患者数が最も多く、
患者の平均年齢も高くなっている。早期癌は４２例（６６．７％）であり、早期癌患者の比率が前年度より
低下した。
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0.37
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H28

（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率の推移
区 分 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２８年度・鳥取市分含

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ １１８，２４８ １１８，２４８ １１８，２４８ １１８，２４８ １１８，２４８ １１５，４６９ １１５，４６９
受 診 者 数（人） Ｂ １８，１９４ １７，８１８ １８，７１５ １８，９５９ ２０，６６６ １３，２２６ １９，２４５

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２９．３ ２９．２ ２９．６ ３０．５ ３２．３ ２７．６ ―
１５．４ １５．１ １５．８ １６．０ １７．５ １１．５ １６．７

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １６，８３２ １６，５０４ １７，４２３ １７，５６６ １８，９７７ １２，２６５ １８，００１
要 精 検 者 数（人） Ｅ １，３６２ １，３１４ １，２９２ １，３９３ １，６８９ ９６１ １，２４４
要 精 検 率
指標 １１．０％以下 （％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ７．４９ ７．３７ ６．９０ ７．３５ ８．１７ ７．２７ ６．４６

精密検査 精検受診者数（人） Ｇ １，２７５ １，２１１ １，１８４ １，２８３ １，６０９ ８９６ １，１７２
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ９３．６ ９２．２ ９１．６ ９２．１ ９５．３ ９３．２ ９４．２

精密検査
結 果

乳 が ん の 者（人） Ｉ ７２（３） ７８（１） ７４（２） ９２（５） ９１（３） ４９（２） ６７（３）
乳がん発見率
指標 ０．２３％以上 （％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．４０ ０．４４ ０．４０ ０．４９ ０．４４ ０．３７ ０．３５
陽性反応適中度
指標 ２．５％以上 （％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ５．２９ ５．９４ ５．７３ ６．６０ ５．３９ ５．１０ ５．３９

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ７０（６９） ７３ ６７ ９０ ９０ ４５ ６３
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．３８ ０．４１ ０．３６ ０．４７ ０．４４ ０．３４ ０．３３

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出。
＊４ 平成１９年度報告より、視触診のみの受診者数を除く受診結果を計上
＊５ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上。平成２０年度報告よ

り視・マンモ併用検診で発見された数。（ ）内の数値は、視触診のみ検診で発見された数を含んだ数。

（２） 平成２８年度乳がん検診（視触診及びマンモグラフィ併用）
１）一次検診結果（年齢階級別）

年齢 対象者数 一次検診受診者数
受診率
（％）

一次検診結果
要精検率
（％）

視触診のみ要精検 マンモグラフィのみ要精検 視触診・マンモともに要精検

要精検者数 異常認めず 要精検者数 要精検率（％） 要精検者数 要精検率（％） 要精検者数 要精検率（％）
a b c＝b／a d e＝d／b f g＝f／b h i＝h／b j k＝j／b

４０～４４歳 ３，９５０ １，６８４ ４２．６ １６９ １，５１５ １０．０４ １８ １．０７ １３６ ８．０８ １５ ０．８９
４５～４９歳 ３，４００ １，２９１ ３８．０ １４９ １，１４２ １１．５４ ２０ １．５５ １１４ ８．８３ １５ １．１６
５０～５４歳 ３，８６８ １，２０２ ３１．１ １１３ １，０８９ ９．４０ １７ １．４１ ８７ ７．２４ ９ ０．７５
５５～５９歳 ５，７６７ １，４０５ ２４．４ １０２ １，３０３ ７．２６ １２ ０．８５ ８５ ６．０５ ５ ０．３６
６０～６４歳 １１，１６１ １，８８５ １６．９ １０７ １，７７８ ５．６８ １４ ０．７４ ７８ ４．１４ １５ ０．８０
６５～６９歳 １６，５１４ ２，３３５ １４．１ １４０ ２，１９５ ６．００ １０ ０．４３ １２４ ５．３１ ６ ０．２６
７０～７４歳 １５，３４４ １，７７２ １１．５ １００ １，６７２ ５．６４ ８ ０．４５ ８１ ４．５７ １１ ０．６２
７５～７９歳 １６，００２ １，０７０ ６．７ ５６ １，０１４ ５．２３ ３ ０．２８ ４８ ４．４９ ５ ０．４７
８０歳以上 ３９，４６３ ５８２ １．５ ２５ ５５７ ４．３０ ２ ０．３４ ２２ ３．７８ １ ０．１７
計 １１５，４６９ １３，２２６ １１．５ ９６１ １２，２６５ ７．２７ １０４ ０．７９ ７７５ ５．８６ ８２ ０．６２
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精密検査結果

乳がん
5.5％

異常認めず
44.3％

その他の疾病
50.0％

乳がん疑い
0.2％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

l m＝l／d n o＝n／b p＝n／d

４０～４４歳 １５９ ９４．１ ６０ ９７ ０ ２ ０．１２ １．１８

４５～４９歳 １３０ ８７．２ ４６ ８１ ０ ３ ０．２３ ２．０１

５０～５４歳 １０７ ９４．７ ４６ ５８ ０ ３ ０．２５ ２．６５

５５～５９歳 ９２ ９０．２ ４５ ４２ ０ ５ ０．３６ ４．９０

６０～６４歳 ９９ ９２．５ ４２ ４７ ０ １０ ０．５３ ９．３５

６５～６９歳 １３５ ９６．４ ６１ ６４ ０ １０ ０．４３ ７．１４

７０～７４歳 ９７ ９７．０ ４８ ３７ ２ １０ ０．５６ １０．００

７５～７９歳 ５０ ８９．３ ３５ １１ ０ ４ ０．３７ ７．１４

８０歳以上 ２７ １０８．０ １４ １１ ０ ２ ０．３４ ８．００

計 ８９６ ９３．２ ３９７ ４４８ ２ ４９ ０．３７ ５．１０

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関
一次検診
受診者数

一次検診結果
要精検率
（％）

視触診のみ要精検 マンモグラフィのみ要精検 視触診・マンモともに要精検

要精検者数 異常認めず 要精検者数 要精検率
（％） 要精検者数 要精検率

（％） 要精検者数 要精検率
（％）

a′ b′ c′＝b′／a′ d′ e′＝d′／a′ f′ g′＝f′／a′ h′ i′＝h′／a′

保健事業団 ６，３９４ ４３４ ５，９６０ ６．７９ ２４ ０．３８ ３７６ ５．８８ ３４ ０．５３

病 院 ５，０７４ ３９９ ４，６７５ ７．８６ ５６ １．１０ ３０３ ５．９７ ４０ ０．７９

診 療 所 １，７５８ １２８ １，６３０ ７．２８ ２４ １．３７ ９６ ５．４６ ８ ０．４６

計 １３，２２６ ９６１ １２，２６５ ７．２７ １０４ ０．７９ ７７５ ５．８６ ８２ ０．６２

ｂ．精密検査結果

一次検診機関
精密検査
受診者数

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

j′ k′＝j′／b′ l′ m′＝l′／a′ n′＝l′／b′

保健事業団 ４０１ ９２．４ １８８ １９０ ２ ２１ ０．３３ ４．８４

病 院 ３６９ ９２．５ １５３ １９１ ０ ２５ ０．４９ ６．２７

診 療 所 １２６ ９８．４ ５６ ６７ ０ ３ ０．１７ ２．３４

計 ８９６ ９３．２ ３９７ ４４８ ２ ４９ ０．３７ ５．１０

４６



４
）
平
成
２８
年
度
乳
が
ん
検
診
受
診
状
況
（
視
触
診
及
び
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併
用
）

市
町
村
名
対
象
者
数

受
診
者
数

要
精
検
者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）
精

検
受
診
者
数
精
検
受
診

率
（
％
）
異
常

認
め
ず

そ
の
他

の
疾
病
が
ん
疑
い

が
ん

有
所
見
者
が
ん
発
見

率
（
％
）
陽
性
反
応

適
中
度（
％
）

A
B

C
D
＝
B＋
C
E＝
D
／A

F
G

H
＝
F＋
G
I＝
H
／D

J
K
＝
J／
H

L
M

N
O

P＝
M＋
N＋
O
Q
＝
O
／D
R＝
O
／H

鳥
取
市

３５
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８１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
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０
０

０
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００

０．
０
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市

２７
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７

３，
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３０
１
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．７

１１
１

１７
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１
１５

１９
０
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４．
９

倉
吉
市

１０
，４
５３

５６
９

６１
８

１，
１８
７

１１
．４

３３
７２

１０
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８．
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９０
８５
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６，
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０
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６．
１
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美
町

２，
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４
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４
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１
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．３

１３
１２

２５
５．
６７

２４
９６
．０

１１
１１

０
２

１３
０．
４５

８．
０

八
頭
町

３，
６８
１

６６
８

１３
３

８０
１

２１
．８

２６
１３

３９
４．
８７

３３
８４
．６

１４
１９

０
０

１９
０．
００

０．
０

若
桜
町

９０
８

１６
３

２１
１８
４

２０
．３

１０
１

１１
５．
９８

１１
１０
０．
０

６
５

０
０

５
０．
００

０．
０

智
頭
町

１，
８０
７

１４
７

１７
８

３２
５

１８
．０

６
１１

１７
５．
２３

１７
１０
０．
０

１０
７

０
０

７
０．
００

０．
０

湯
梨
浜
町

３，
３４
７

５３
３

１５
４

６８
７

２０
．５

３５
１５

５０
７．
２８

４７
９４
．０

３０
１６

０
１

１７
０．
１５

２．
０

三
朝
町

１，
５４
４

３０
１

３０
３３
１

２１
．４

１８
５

２３
６．
９５

２２
９５
．７

９
１３

０
０

１３
０．
００

０．
０

北
栄
町

３，
２６
０

５８
３

１１
５

６９
８

２１
．４

３６
１１

４７
６．
７３

４５
９５
．７

２１
２４

０
０

２４
０．
００

０．
０

琴
浦
町

４，
０４
４

６８
１

１３
８

８１
９

２０
．３

３４
５

３９
４．
７６

３６
９２
．３

１７
１３

０
６

１９
０．
７３

１５
．４

南
部
町

２，
４１
６

２９
０

３７
９

６６
９

２７
．７

２８
３０

５８
８．
６７

５１
８７
．９

２９
１７

１
４

２２
０．
６０

６．
９

伯
耆
町

２，
５８
４

２４
８

１８
４

４３
２

１６
．７

１７
１３

３０
６．
９４

２６
８６
．７

１２
１３

０
１

１４
０．
２３

３．
３

日
吉
津
村

６４
９

９２
６３

１５
５

２３
．９

４
５

９
５．
８１

９
１０
０．
０

７
２

０
０

２
０．
００

０．
０

大
山
町

４，
１０
９

３３
３

１７
２

５０
５

１２
．３

２９
１９

４８
９．
５０

４６
９５
．８

１５
２７

０
４

３１
０．
７９

８．
３

日
南
町

１，
５２
１

２２
８

３０
２５
８

１７
．０

１４
２

１６
６．
２０

１４
８７
．５

１０
４

０
０

４
０．
００

０．
０

日
野
町

９６
２

１４
０

０
１４
０

１４
．６

１８
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．８
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８
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０
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９
０．
７１
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町

８６
４

０
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０

２１
０

２４
．３

０
２０

２０
９．
５２

１６
８０
．０

１０
６

０
０

６
０．
００
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０

合
計
１１
５，
４６
９
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３９
４
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２
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．５

４３
４

５２
７

９６
１

７．
２７
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１
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部

４７
，７
４０

２，
６３
２

５，
１２
１

７，
７５
３

１６
．２

２２
３

３８
２

６０
５

７．
８０

５７
１

９４
．４

２３
２

３０
６

２
３１

３３
９

０．
４０

５．
１

４７



【参考】
平成２８年度乳がん検診（視触診のみ）
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 一 次 検 診
受 診 者 数

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

４０ ～ ４４ 歳 ０ ０ ０ ０．００
４５ ～ ４９ 歳 ０ ０ ０ ０．００
５０ ～ ５４ 歳 ０ ０ ０ ０．００
５５ ～ ５９ 歳 ２ ２ ０ １００．００
６０ ～ ６４ 歳 ０ ０ ０ ０．００
６５ ～ ６９ 歳 ０ ０ ０ ０．００
７０ ～ ７４ 歳 ０ ０ ０ ０．００
７５ ～ ７９ 歳 ０ ０ ０ ０．００
８０ 歳 以 上 ０ ０ ０ ０．００

計 ２ ２ ０ １００．００

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

検 診 機 関 一 次 検 診
受 診 者 数

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

保健事業団 １ １ ０ １００．００
病 院 １ １ ０ １００．００
診 療 所 ０ ０ ０ ０．００
そ の 他 ０ ０ ０ ０．００

計 ２ ２ ０ １００．００

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢 精密検査
受診者数

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

４０～４４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
４５～４９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
５０～５４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
５５～５９歳 ２ １００．０ １ １ ０ ０ ０．００ ０．０
６０～６４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
６５～６９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
７０～７４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
７５～７９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
８０歳以上 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
計 ２ １００．０ １ １ ０ ０ ０．００ ０．０

ｂ．精密検査結果

検 診 機 関 精密検査
受診者数

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

保健事業団 １ １００．０ ０ １ ０ ０ ０．００ ０．０
病 院 １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
診 療 所 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
そ の 他 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

計 ２ １００．０ １ １ ０ ０ ０．００ ０．０

４８



【参考】
平成２８年度乳がん検診（マンモグラフィーのみの受診者）
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 対象者数 一次検診
受診者数

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

４０～４４歳 ３，９５０ ９８４ ２４．９ ６４ ９２０ ６．５０
４５～４９歳 ３，４００ ５８１ １７．１ ４０ ５４１ ６．８８
５０～５４歳 ３，８６８ ７９４ ２０．５ ３４ ７６０ ４．３
５５～５９歳 ５，７６７ ６０４ １０．５ ２５ ５７９ ４．１４
６０～６４歳 １１，１６１ １，１５２ １０．３ ４６ １，１０６ ３．９９
６５～６９歳 １６，５１４ ８４７ ５．１ ３６ ８１１ ４．２５
７０～７４歳 １５，３４４ ６４６ ４．２ １９ ６２７ ２．９４
７５～７９歳 １６，００２ ２５６ １．６ １１ ２４５ ４．３０
８０歳 以 上 ３９，４６３ １５６ ０．４ ９ １４７ ５．７７

計 １１５，４６９ ６，０２０ ５．２ ２８４ ５，７３６ ４．７２

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

検 診 機 関 一 次 検 診
受 診 者 数

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

保 健 事 業 団 ２，３１０ １２８ ２，１８２ ５．５４
病 院 ３，６５９ １５６ ３，５０３ ４．２６
診 療 所 ０ ０ ０ ０．００
中国労働衛生協会・医師雇上 ５１ ０ ５１ ０．００

計 ６，０２０ ２８４ ５，７３６ ４．７２

２）精密検診結果（年齢階級別）

年 齢 精密検査
受診者数

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

４０～４４歳 ６１ ９５．３ ２４ ３４ ０ ３ ０．３０ ４．６９
４５～４９歳 ３７ ９２．５ １７ １８ ０ ２ ０．３４ ５．００
５０～５４歳 ３４ １００．０ １３ １９ ０ ２ ０．２５ ５．８８
５５～５９歳 ２５ １００．０ １４ １０ ０ １ ０．１７ ４．００
６０～６４歳 ４６ １００．０ ２６ １５ １ ４ ０．３５ ８．７０
６５～６９歳 ３６ １００．０ ２０ １２ ０ ４ ０．４７ １１．１１
７０～７４歳 １８ ９４．７ １０ ７ ０ １ ０．１５ ５．２６
７５～７９歳 １１ １００．０ ８ ３ ０ ０ ０．００ ０．００
８０歳以上 ９ １００．０ ６ ２ ０ １ ０．６４ １１．１１
計 ２７７ ９７．５ １３８ １２０ １ １８ ０．３０ ６．３４

ｂ．精密検査結果

検 診 機 関 精密検査
受診者数

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

保 健 事 業 団 １２４ ９６．８８ ６４ ５２ １ ７ ０．３０ ５．４７
病 院 １５３ ９８．０８ ７４ ６８ ０ １１ ０．３０ ７．０５
診 療 所 ０ ０．００ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．００
中国労働衛生協会・医師雇上 ０ ０．００ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．００

計 ２７７ ９７．５ １３８ １２０ １ １８ ０．３０ ６．３４
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病

A
B

C
D
＝
B＋
C
E＝
D
／A

F
G

H
＝
F＋
G
I＝
H
／D

J
K
＝
J／
H

L
M＝
N＋
O＋
P

N
O

P
Q
＝
N
／D
R＝
N
／H

鳥
取
市

３５
，９
８１

２，
３６
０

３，
６５
９

６，
０１
９

１６
．７

１２
７

１５
６

２８
３

４．
７

２７
６

９７
．５

１３
８

１３
８

１８
１

１１
９

０．
２９
９

６．
４

米
子
市

２７
，７
２５

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

倉
吉
市

１０
，４
５３

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

境
港
市

６，
９１
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

岩
美
町

２，
７０
４

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

八
頭
町

３，
６８
１

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

若
桜
町

９０
８

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

智
頭
町

１，
８０
７

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

湯
梨
浜
町

３，
３４
７

１
０

１
０．
０

１
０

１
１０
０．
０

１
１０
０

０
１

０
０

１
０．
００
０

０．
０

三
朝
町

１，
５４
４

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

北
栄
町

３，
２６
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

琴
浦
町

４，
０４
４

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

南
部
町

２，
４１
６

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

２，
５８
４

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

６４
９

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

大
山
町

４，
１０
９

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

日
南
町

１，
５２
１

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

日
野
町

９６
２

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

江
府
町

８６
４

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

合
計
１１
５，
４６
９

２，
３６
１

３，
６５
９

６，
０２
０

５．
２

１２
８

１５
６

２８
４

４．
７２

２７
７

９７
．５

１３
８

１３
９

１８
１

１２
０

０．
２９
９

６．
３

東
部

４５
，０
８１

２，
３６
０

３，
６５
９

６，
０１
９

１３
．４

１２
７

１５
６

２８
３

４．
７０

２７
６

９７
．５

１３
８

１３
８

１８
１

１１
９

０．
２９
９

６．
４

中
部

２２
，６
４８

１
０

１
０．
００
４

１
０

１
１０
０．
００

１
１０
０

０
１

０
０

１
０．
００
０

０．
０

西
部

４７
，７
４０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０
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（３） 平成２８年度検診発見乳がん追跡調査結果
１）登録届け出数 ７０

組織学的に確定された乳癌 ６３
鳥取市 １８例 米子市 １３例 倉吉市 ８例 境港市 ６例
岩美町 ２例 湯梨浜町 １例 琴浦町 ６例 大山町 ３例 南部町 ４例
伯耆町 １例 日野町 １例

２）年齢構成 平均年齢：６３．０歳

３）触診とMMGの結果（鳥取市の結果を除く４５例）

４）病期分類

５）組織型
非浸潤癌 ７例 浸潤性乳管癌 ４９例 特殊型 ７例

５１
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リンパ節郭清

不明
7％

SLNB
60％

腋窩郭清
33％

術式

不明
2％

乳房温存
65％

乳房切除
33％

化学療法 １８

内分泌療法 ５１

放射線 ３６

トラスツズマブ ５

（重複あり）

６）検診歴と病期

７）手術療法

８）その他の治療

まとめ
１．平成２８年度の確定乳癌は現時点で６３例で前年度の約７０％に減少していた。平均年齢は前年度と
ほぼ同じであり、前年度同様、６０代の患者が多かった。
２．鳥取市のみマンモグラフィ単独検診をおこなっていたが、県内の全症例に対する症例数は
２８．６％で、前年度の２２．２％より高かった。従って、視触診の廃止による発見症例数の減少は認め
なかった。
３．非浸潤癌は６例、StageＩが３６例で、早期癌の比率は６６．７％であった。早期癌比率は前年度よ
り低下した。
４．触診のみで発見された乳癌は２例（４．４％）であり、マンモグラフィ単独検診になると乳癌症
例の４～５％は見逃される可能性がある。
５．２年以内の検診歴をもつ経年受診者で早期乳癌の比率が高かった。
６．術式、リンパ節郭清に関しては、乳房温存手術、センチネルリンパ節生検のみの症例が多い傾
向に変化はなかった。

５２



５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
平成２８年度の対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式に
より算定した推計数）は１８９，１３２人で、このうち受診者数は５７，９１７人、受診率は３０．６％で、前年度に
比べ受診者数２，４１２人、受診率は１．１ポイント減少した。平成２０年度以降、無料クーポン補助事業が行
われたことにより、受診者数、受診率とも上昇傾向が続いていたが今回減少となった。
また、国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法が４０歳から６９歳までとしていることを
受けて、参考までに同様に算定したところ、対象者数７６，８１４人、受診者数３１，８５１人、受診率４１．５％で、
全国平均（平成２７年度）受診率１３．８％に比較し高い。
このうち要精検者数は５，３２１人、要精検率９．１９％で、平成２７年度より０．０４ポイント増加となり、プ
ロセス指標の目標値である７．０％も上回っている。要精検者のうち精密検査を受診したのは４，１０２人、
精検受診率は７７．１％（前年度と同率）で、プロセス指標の目標値９０％は下回るが許容値の７０％以上は
維持されている。また、精検の結果、大腸がんであった者が１７７人で、がん発見率は０．３１％（前年度
比０．０３ポイント増）、陽性反応適中度は３．３％（前年度比０．３ポイント増）であった。要精検率は国が
示す許容値を上回っているが、がん発見率、陽性反応的中度は許容値を満たしている状況は例年通り
であった。

〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（％） 要精検者数
要精検率（％）

計 東部 中部 西部

地域検診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

２１，７３３
（３７．５％）

１，６２２ ７．５ ７．３ ７．７ ７．４

施設検診
（病院・診療所）

３６，１８４
（６２．５％）

３，６９９ １０．２ ９．６ １２．０ １０．６

計
５７，９１７
（１００％）

５，３２１ ９．２ ８．８ ８．９ ９．７

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精 検
受診率
（％）

が ん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

地 域 検 診 １，２６４ ７７．９ ５１ ０．２３５ ０．２１６ ０．２２０ ０．２７８

施 設 検 診 ２，８３８ ７６．７ １２６ ０．３４８ ０．２９６ ０．３８３ ０．３９６

計 ４，１０２ ７７．１ １７７ ０．３０６ ０．２７０ ０．２６７ ０．３６４
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２．大腸がん検診発見大腸がん確定調査結果
検診で発見された大腸がん及びがん疑い１９１例について確定調査を行った結果、確定癌１８１例（地域
検診５１例、施設検診１３０例）、腺腫１例、その他９例（他院受診４件、治療拒否２件、化学療法１件（い
ずれも臨床データが記入されていない））、調査中１件であった。そのうち早期がんは１０９例、早期癌
率は６０．２％で、平成２７年度に比べ早期がんが増えている。
調査の結果は、以下のとおりで、例年と同様な傾向であった。

（１） 性及び年齢では男女とも例年通り６０歳以上からがんが多く発見され、７０歳代が一番多かった。
６５歳以上の占める割合が平成２７年度７５％だったのが、平成２８年度は８５％で高齢者のがんが増えて
いる。４０歳代男性からがんが３例発見され、早期がん２例、進行がん１例で、初回直腸２型SS
（A）であった。

（２） 部位では「Ｒ」と「Ｓ」が５６．３％で、例年に比べ、Ａ、Ｃが少し多く見つかっている。肉眼分
類では「２」２９．３％であった。早期癌１０９例の肉眼分類では「Ｉp」「Ｉsp」が５６．８％であった。
早期癌が多く発見されている。

（３） 深達度「ｍ」が４５．９％で、前年度の３６％に比べ、約１０％も多くなっている。
（４） Dukes分類は「Ａ」が６０．８％、組織型分類は「Well」が５３．６％、「Mod」が３６．５％であった。Dukes
分類の記入漏れが多かった。

（５） 治療方法は外科手術が１９例（１０．５％）、内視鏡下手術８２例（４５．３％）、内視鏡治療は７７例（４３．１％）
であった。内視鏡下手術の割合が増え、外科手術の割合が年々減少している。

（６） 逐年検診発見進行大腸がんは２４例（東部７例、中部２例、西部１５例）であった。例年に比べ、
件数が非常に増えたこと、特徴としては、上行結腸、盲腸が多かった。
各地区で症例検討を行って頂き、問題点等について検討して頂く。

〈圏域別結果〉
（１） 地域検診

区 分 受 診 者 数 要精検者数 要 精 検 率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 ７，８６６ ５７４ ７．３ ４４９ ７８．２ ０ １７ ０．２１６

中 部 ７，７４３ ５９４ ７．７ ４５８ ７７．１ ０ １７ ０．２２０

西 部 ６，１２４ ４５４ ７．４ ３５７ ７８．６ ４ １７ ０．２７８

計 ２１，７３３ １，６２２ ７．５ １，２６４ ７７．９ ４ ５１ ０．２３５

（２） 施設検診

区 分 受 診 者 数 要精検者数 要 精 検 率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 １６，９０３ １，６１５ ９．６ １，２７６ ７９．０ ４ ５０ ０．２９６

中 部 ３，１３７ ３７７ １２．０ ２７２ ７２．１ ２ １２ ０．３８３

西 部 １６，１４４ １，７０７ １０．６ １，２９０ ７５．６ ４ ６４ ０．３９６

計 ３６，１８４ ３，６９９ １０．２ ２，８３８ ７６．７ １０ １２６ ０．３４８
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受診率・要精検率・精検受診率の推移
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大腸がん発見率・確定がん率の推移

大腸がん発見率
H26 H28H27H25H24H23
確定がん率

（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６ １９０，５５６ １８９，１３２

受 診 者 数（人） Ｂ ５２，１９２ ５４，３６２ ５５，５５６ ５７，５０２ ６０，３２９ ５７，９１７

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２７．４ ２８．５ ２９．２ ３０．２ ３１．７ ３０．６

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ４７，８８５ ４９，６９３ ５０，１００ ５２，２２２ ５４，８１０ ５２，５９６

要 精 検 者 数（人） Ｅ ４，３０７ ４，６６９ ５，４５６ ５，２８０ ５，５１９ ５，３２１
要 精 検 率
指標：許容値７．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．２５ ８．５９ ９．８２ ９．１８ ９．１５ ９．１９

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ３，３４０ ３，５８８ ４，１５１ ４，０４９ ４，２５３ ４，１０２
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７７．５ ７６．８ ７６．１ ７６．７ ７７．１ ７７．１

精密検査結果

大腸がんの者（人） Ｉ １３１（９） １４９（４） １４６（９） １５６（１０） １６６（１４） １７７（１４）
大腸がん発見率
指標：許容値０．１３％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．２５ ０．２７ ０．２６ ０．２７ ０．２８ ０．３１
陽性反応適中度
指標：許容値１．９％以上（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ３．０ ３．２ ２．７ ３．０ ３．０ ３．３

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ １３１ １４２ １４８ １５５ １６５ １８１

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２５ ０．２６ ０．２７ ０．２７ ０．２７ ０．３１

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上。
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上。
※３ 陽性反応適中度は、要精検者数を分母として算出。
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上。
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（２） 平成２８年度大腸がん検診結果
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数

一 次 検 診
受 診 者 数

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，７０２ ３，９５０ ９７９ １，８９３ ３６．２ ４７．９ ４３．２ ５５ １３８ ９２４ １，７５５ ５．６ ７．３ ６．７

４５～４９歳 ２，３９１ ３，４００ ７９２ １，６５７ ３３．１ ４８．７ ４２．３ ５５ １０２ ７３７ １，５５５ ６．９ ６．２ ６．４

５０～５４歳 ２，４９４ ３，８６８ ７３２ １，８３１ ２９．４ ４７．３ ４０．３ ５５ １０９ ６７７ １，７２２ ７．５ ６．０ ６．４

５５～５９歳 ３，４６４ ５，７６７ １，１０１ ２，６４２ ３１．８ ４５．８ ４０．５ ８４ １５６ １，０１７ ２，４８６ ７．６ ５．９ ６．４

６０～６４歳 ７，７８９ １１，１６１ ２，６５６ ４，６２１ ３４．１ ４１．４ ３８．４ ２５８ ３０７ ２，３９８ ４，３１４ ９．７ ６．６ ７．８

６５～６９歳 １３，３１４ １６，５１４ ５，５０２ ７，４４５ ４１．３ ４５．１ ４３．４ ５４８ ５６３ ４，９５４ ６，８８２ １０．０ ７．６ ８．６

７０～７４歳 １１，９６１ １５，３４４ ４，２５５ ５，７５３ ３５．６ ３７．５ ３６．７ ４８８ ５２３ ３，７６７ ５，２３０ １１．５ ９．１ １０．１

７５～７９歳 １１，０３９ １６，００２ ３，３８４ ４，８３９ ３０．７ ３０．２ ３０．４ ４３８ ４６０ ２，９４６ ４，３７９ １２．９ ９．５ １０．９

８０歳以上 １８，５０９ ３９，４６３ ３，２５３ ４，５８２ １７．６ １１．６ １３．５ ４７６ ５０６ ２，７７７ ４，０７６ １４．６ １１．０ １２．５

計 ７３，６６３ １１５，４６９ ２２，６５４ ３５，２６３ ３０．８ ３０．５ ３０．６ ２，４５７ ２，８６４ ２０，１９７ ３２，３９９ １０．８ ８．１ ９．２

合 計 １８９，１３２ ５７，９１７ ３０．６ ５，３２１ ５２，５９６ ９．２

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精密検査結果 大腸がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ３５ ９１ ６３．６ ６５．９ ６５．３ １７ ４８ １８ ４１ ０ ０ ０ ２ ０．００００．１０６０．０７０ ０．０ １．４ １．０

４５～４９歳 ４０ ７５ ７２．７ ７３．５ ７３．２ １５ ４３ ２５ ３１ ０ ０ ０ １ ０．００００．０６００．０４１ ０．０ １．０ ０．６

５０～５４歳 ３３ ７８ ６０．０ ７１．６ ６７．７ ９ ４２ ２３ ３２ ０ ０ １ ４ ０．１３７０．２１８０．１９５ １．８ ３．７ ３．０

５５～５９歳 ５４ １２３ ６４．３ ７８．８ ７３．８ １３ ５９ ４０ ５９ ０ ０ １ ５ ０．０９１０．１８９０．１６０ １．２ ３．２ ２．５

６０～６４歳 １８２ ２５１ ７０．５ ８１．８ ７６．６ ３６ １０６ １３９ １３６ １ １ ６ ８ ０．２２６０．１７３０．１９２ ２．３ ２．６ ２．５

６５～６９歳 ４１１ ４６７ ７５．０ ８２．９ ７９．０ ７２ １６９ ３０９ ２８４ １ ２ ２９ １２ ０．５２７０．１６１０．３１７ ５．３ ２．１ ３．７

７０～７４歳 ４０３ ４４０ ８２．６ ８４．１ ８３．４ ８３ １５７ ２９１ ２６１ ４ ２ ２５ ２０ ０．５８８０．３４８０．４５０ ５．１ ３．８ ４．５

７５～７９歳 ３５２ ３７２ ８０．４ ８０．９ ８０．６ ７５ １０３ ２５５ ２５５ １ ２ ２１ １２ ０．６２１０．２４８０．４０１ ４．８ ２．６ ３．７

８０歳以上 ３４５ ３５０ ７２．５ ６９．２ ７０．８ ７４ １１８ ２５６ ２１７ ０ ０ １５ １５ ０．４６１０．３２７０．３８３ ３．２ ３．０ ３．１

計 １，８５５２，２４７ ７５．５ ７８．５ ７７．１ ３９４ ８４５ １，３５６１，３１６ ７ ７ ９８ ７９ ０．４３３０．２２４０．３０６ ４．０ ２．８ ３．３

合計 ４，１０２ ７７．１ １，２３９ ２，６７２ １４ １７７ ０．３０６ ３．３

５６



精密検査結果 その他の疾病の内訳

大腸がん疑い
0.3％

大腸がん
4.3％

異常認めず
30.2％

その他の疾病
65.1％

その他　15.3％

クローン病　0.07％ ポリープ（腺腫）
56.5％潰瘍性大腸炎　0.2％

大腸憩室　11.0％

ポリープ（不明）
11.2％

ポリープ（非腺腫）
5.7％

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果 要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

a′ b′ c′＝b′／a′
男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ８，０３１ １２，９０７ ７２７ ８４３ ７，３０４ １２，０６４ ９．１ ６．５ ７．５

中国労働衛生協会 ３２５ ４７０ ３０ ２２ ２９５ ４４８ ９．２ ４．７ ６．５

地 域 検 診 小 計 ８，３５６ １３，３７７ ７５７ ８６５ ７，５９９ １２，５１２ ９．１ ６．５ ７．５

病 院 ４，２４１ ６，０５８ ５６８ ６０９ ３，６７３ ５，４４９ １３．４ １０．１ １１．４

診 療 所 １０，０５７ １５，８２８ １，１３２ １，３９０ ８，９２５ １４，４３８ １１．３ ８．８ ９．７

施 設 検 診 小 計 １４，２９８ ２１，８８６ １，７００ １，９９９ １２，５９８ １９，８８７ １１．９ ９．１ １０．２

計 ２２，６５４ ３５，２６３ ２，４５７ ２，８６４ ２０，１９７ ３２，３９９ １０．８ ８．１ ９．２

合 計 ５７，９１７ ５，３２１ ５２，５９６ ９．２

ｂ．精密検査結果

一次検
診機関

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 大腸がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／b′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ５４８ ６７９ ７５．４ ８０．５ ７８．２ １０６ ２８３ ４０９ ３７７ １ ３ ３２ １６ ０．３９８０．１２４０．２２９ ４．４ １．９ ３．１

中国労働衛生協会 ２１ １６ ７０．０ ７２．７ ７１．２ ６ ７ １４ ７ ０ ０ １ ２ ０．３０８０．４２６０．３７７ ３．３ ９．１ ５．８

地域検診小計 ５６９ ６９５ ７５．２ ８０．３ ７７．９ １１２ ２９０ ４２３ ３８４ １ ３ ３３ １８ ０．３９５０．１３５０．２３５ ４．４ ２．１ ３．１

病 院 ４０２ ４５３ ７０．８ ７４．４ ７２．６ ９６ １６４ ２８９ ２８０ ２ ０ １５ ９ ０．３５４０．１４９０．２３３ ２．６ １．５ ２．０

診 療 所 ８８４１，０９９ ７８．１ ７９．１ ７８．６ １８６ ３９１ ６４４ ６５２ ４ ４ ５０ ５２ ０．４９７０．３２９０．３９４ ４．４ ３．７ ４．０

施設検診小計 １，２８６１，５５２ ７５．６ ７７．６ ７６．７ ２８２ ５５５ ９３３ ９３２ ６ ４ ６５ ６１ ０．４５５０．２７９０．３４８ ３．８ ３．１ ３．４

計 １，８５５２，２４７ ７５．５ ７８．５ ７７．１ ３９４ ８４５ １，３５６１，３１６ ７ ７ ９８ ７９ ０．４３３０．２２４０．３０６ ４．０ ２．８ ３．３

合 計 ４，１０２ ７７．１ １，２３９ ２，６７２ １４ １７７ ０．３０６ ３．３

５７



４
）
平
成
２８
年
度
大
腸
が
ん
検
診
受
診
状
況

市
町
村
名
対
象
者
数

受
診
者
数

要
精
検
者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

地
域
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）
地
域
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）
精

検
受
診
者
数
精
検
受
診
率

（
％
）
異

常
認
め
ず
そ
の
他
の

疾
病
が
ん
疑
い
が

ん
有
所
見
者
が
ん
発
見
率

（
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Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

５９
，０
０３

４，
０１
６

１４
，６
６６

１８
，６
８２

３１
．７

２６
８

１，
４３
８

１，
７０
６

９．
１

１，
３４
２

７８
．７

４１
０

８７
７

３
５２

９３
２

０．
２７
８

３．
０
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市
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，０
６５

２７
．３

０
１，
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１，
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１
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６
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４
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３１
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９８
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２

３３
０

９．
５
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５

８６
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１９
５

２
１９

２１
６

０．
５４
８

５．
８
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美
町

４，
５８
２

１，
１４
１

３７
０

１，
５１
１

３３
．０

９９
３４

１３
３

８．
８

１０
８

８１
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２０
８５

１
２

８８
０．
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２
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２．
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０
２
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０．
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３
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頭
町

３，
０２
７

２２
３

８７
９

１，
１０
２

３６
．４

２３
５８

８１
７．
４

７１
８７
．７

１４
５２

０
５

５７
０．
４５
４

６．
２

湯
梨
浜
町

５，
６７
６

１，
４８
０

６６
６

２，
１４
６

３７
．８

１０
３

８３
１８
６

８．
７

１３
６

７３
．１

５７
７４

０
５

７９
０．
２３
３

２．
７

三
朝
町

２，
５７
４

７０
７

１７
０

８７
７

３４
．１

４９
２１

７０
８．
０

５０
７１
．４

１６
３３

０
１

３４
０．
１１
４

１．
４

北
栄
町

５，
５１
６

２，
３９
３

２３
２

２，
６２
５

４７
．６

１８
７

３２
２１
９

８．
３

１５
６

７１
．２

５３
９７

０
６

１０
３

０．
２２
９

２．
７

琴
浦
町

６，
７５
１

１，
８１
６

１１
９

１，
９３
５

２８
．７

１２
６

１６
１４
２

７．
３

１２
３

８６
．６

３７
８２

０
４

８６
０．
２０
７

２．
８

南
部
町

４，
０１
１

４９
４

１，
１８
３

１，
６７
７

４１
．８

２９
２０
０

２２
９

１３
．７

１２
８

５５
．９

２７
９８

０
３

１０
１

０．
１７
９

１．
３

伯
耆
町

４，
２５
７

１，
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１

０
１，
３３
１

３１
．３

８２
０

８２
６．
２

６３
７６
．８

２７
３３

１
２

３６
０．
１５
０
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４
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１，
００
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０
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町
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５５
３
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９
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３１
０

３１
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２
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８３
．９

１０
１６

０
０

１６
０．
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０

０．
０
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府
町

１，
４１
２

６４
６

０
６４
６
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０

４２
６．
５
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１９

０
３

２２
０．
４６
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１
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計
１８
９，
１３
２
２１
，７
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３６
，１
８４

５７
，９
１７

３０
．６

１，
６２
２

３，
６９
９

５，
３２
１

９．
２

４，
１０
２

７７
．１

１，
２３
９

２，
６７
２

１４
１７
７

２，
８６
３

０．
３０
６

３．
３

東
部

７４
，３
８１

７，
８６
６

１６
，９
０３

２４
，７
６９

３３
．３

５７
４

１，
６１
５

２，
１８
９

８．
８

１，
７２
５

７８
．８

５０
１

１，
１５
３

４
６７

１，
２２
４

０．
２７
０

３．
１

中
部

３７
，６
６７

７，
７４
３

３，
１３
７

１０
，８
８０

２８
．９

５９
４

３７
７

９７
１

８．
９

７３
０

７５
．２

２４
７

４５
２

２
２９

４８
３

０．
２６
７

３．
０

西
部

７７
，０
８４

６，
１２
４

１６
，１
４４

２２
，２
６８

２８
．９

４５
４

１，
７０
７

２，
１６
１

９．
７

１，
６４
７

７６
．２

４９
１

１，
０６
７

８
８１

１，
１５
６

０．
３６
４

３．
７

５８



（３） 平成２８年度大腸がん検診発見大腸がん患者確定調査結果
表１ 報告癌と確定癌

地 域 検 診 施 設 検 診 計
総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部

報 告 癌 １７ １７ ２１ ５５ ５４ １４ ６８ １３６ ７１ ３１ ８９ １９１

確 定 癌 １７ １６ １８ ５１ ５２ １４ ６４ １３０ ６９ ３０ ８２ １８１

腺 腫 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １

そ の 他 ０ ０ ３ ３ ２ ０ ４ ６ ２ ０ ７ ９

※その他の内訳：他院受診４件、治療拒否２件、化学療法１件（いずれも臨床データ記入されてない）、調査中１件、
異常なし１件
腺腫のケースも含め、組織診断が判明する前に、報告票を提出してしまっている。

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 ０ ０ ０ ０ ２ １０ ５ １０ ４ ３１

女 １ ０ １ ０ ３ ４ ５ ２ ４ ２０

計 １ ０ １ ０ ５ １４ １０ １２ ８ ５１

施

設

男 ０ ０ １ １ ５ １９ ２３ １０ ９ ６８

女 １ １ ３ ５ ３ ９ １７ １１ １２ ６２

計 １ １ ４ ６ ８ ２８ ４０ ２１ ２１ １３０

計
男 ０ ０ １ １ ７ ２９ ２８ ２０ １３ ９９

女 ２ １ ４ ５ ６ １３ ２２ １３ １６ ８２

総 計 ２ １ ５ ６ １３ ４２ ５０ ３３ ２９ １８１

※４０代 ３名内訳（初回上行結腸Ⅰs M癌、初回直腸２型SS（A）、経年Ｓ状結腸Ⅰs SM癌）
高齢者の割合が増加傾向。

表３ 部 位

地 域 検 診 施 設 検 診
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｒ ５ ６ ３ １４ １３ ４ １１ ２８ ４２（２３．２）

Ｓ ８ ４ ６ １８ １５ ６ ２１ ４２ ６０（３３．１）

Ｄ ０ １ １ ２ ３ ２ ４ ９ １１（ ６．１）

Ｔ １ ０ ２ ３ ５ ０ ３ ８ １１（ ６．１）

Ａ ２ ４ ３ ９ ８ ２ １６ ２６ ３５（１９．３）

Ｃ １ １ ３ ５ ８ ０ ９ １７ ２２（１２．２）

Ｖ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 １７ １６ １８ ５１ ５２ １４ ６４ １３０ １８１

５９



表４ 大きさ

大きさ
（㎜）

地 域 施 設
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

０～１０ ７ ６ ７ ２０ １１ ４ １１ ２６ ４６（２５．４）

１１～２０ ５ ４ ４ １３ ２０ ４ ２０ ４４ ５７（３１．５）

２１～５０ ２ ５ ５ １２ １７ ６ ２９ ５２ ６４（３５．４）

５１～ ３ １ ２ ６ ４ ０ ４ ８ １４（ ７．７）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 １７ １６ １８ ５１ ５２ １４ ６４ １３０ １８１

表５ 肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

０ ３１ ７８ １０９（６０．２）

１ ４ ６ １０（ ５．５）

２ １５ ３８ ５３（２９．３）

３ ０ ５ ５（ ２．７）

４ ０ １ １（ ０．６）

５ ０ １ １（ ０．６）

不明 １ １ ２（ １．１）

計 ５１ １３０ １８１

表６ ０型の肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

Ⅰp ６ １９ ２５（２２．９）

Ⅰsp １１ ２６ ３７（３３．９）

Ⅰs ６ ７ １３（１１．９）

Ⅱa ５ １２ １７（１５．６）

Ⅱa＋Ⅱc ３ ３ ６（ ５．５）

Ⅱb ０ ０ ０

Ⅱc ０ ４ ４（ ３．７）

Ⅲ ０ ０ ０

その他 ０ ７ ７（ ６．４）

不明 ０ ０ ０

計 ３１ ７８ １０９

表７ 深達度

深達度
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

ｍ ６ ９ ７ ２６ ８ ２７ ８３（４５．９）

sm ４ ２ ４ ４ ３ １１ ２８（１５．５）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

小計 １０ １１ １１ ３０ １１ ３８ １１１（６１．４）

mp ０ ３ ３ ６ ０ ６ １８（ ９．９）

ss ４ １ ３ １１ ２ １５ ３６（１９．９）

se ３ １ １ ４ １ ４ １４（ ７．７）

si ０ ０ ０ １ ０ １ ２（ １．１）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 １７ １６ １８ ５２ １４ ６４ １８１

６０



表８ Dukes分類

Dukes分類
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Ａ １０ １２ １５ ２８ １２ ３３ １１０（６０．８）

Ｂ ４ ０ ０ ７ １ １２ ２４（１３．３）

Ｃ １ ０ ２ ７ ０ １１ ２１（１１．６）

Ｄ ０ １ ０ ０ ０ ２ ３（ １．７）

不明 ２ ３ １ １０ １ ６ ２３（１２．７）

計 １７ １６ １８ ５２ １４ ６４ １８１

表９ 組織型分類

組織型
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Wel １１ １２ １１ ２５ １０ ２８ ９７（５３．６）

Mod ５ ３ ７ ２３ ２ ２６ ６６（３６．５）

Por ０ ０ ０ １ ０ ２ ３（ １．７）

Muc ０ １ ０ １ ０ ３ ５（ ２．８）

その他 ０ ０ ０ ０ ０ １ １（ ０．５）

不明 １ ０ ０ ２ ２ ４ ９（ ５．０）

計 １７ １６ １８ ５２ １４ ６４ １８１

※その他：pap

表１０ 治療法

治療方法
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

外 科 手 術 ２ ０ １ ０ ３ １３ １９（１０．５）

内視鏡下手術 ７ ７ １１ ２７ ４ ２６ ８２（４５．３）

内視鏡治療 ７ ９ ６ ２５ ７ ２４ ７８（４３．１）

その他不明 １ ０ ０ ０ ０ １ ２（ １．１）

計 １７ １６ １８ ５２ １４ ６４ １８１

内視鏡下手術の割合が増え、外科手術の割合が減った。

６１



年 度 検 診 事 業 実 施 方 法

Ｈ７～９ 肝臓がん検診（単県）
・基本健診と同時実施
・３年間のうち１年間のみ全市町村が実施

Ｈ１０～１３ 肝臓がん検診（単県）
・原則、基本健診と同時実施。単独も可
・希望市町村のみ。複数年にわたる継続実施も可
・定期検査開始

Ｈ１４
肝炎ウイルス検査（国庫）

・基本健診と同時実施（Ｈ１８までの緊急対策）
・節目検診（４０―７０歳の５歳刻み）＋節目外（要指導者等）

肝臓がん検診（単県） ・Ｈ１０―１３と同様

Ｈ１５～１６

肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

肝臓がん検診（単県）
・肝炎ウイルス対象外の者を対象とする補完的検診に
・検査内容を肝炎ウイルス検査に統一
・検診事業はＨ１６で廃止（定期検査は継続）

Ｈ１７～１８ 肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

Ｈ１９～ 肝炎ウイルス検査（国庫）
・節目検診（４０歳のみ＋未受診者）＋節目外（要指導者等）

・Ｈ２３年より節目検診（４０歳以上の５歳刻み）に個別受診勧奨

区 分
健康指導
対 象 者
（人）

定期検査
受診者数
（人）

定期検査結果（人・％）

慢性肝炎 肝 硬 変 肝臓がん がん疑い

Ｂ型肝炎ウイルス陽性者 １，８５９ ９０７
１４３

（１５．８）
８

（０．９）
２

（０．２）
１

（０．１）

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者 ７５８ ３７３
１１８

（３１．６）
１５

（４．０）
８

（２．１）
２

（０．５）
※肝臓がんと報告された中には、過去の定期検査で「がん」と報告されたものも含まれている。

６．肝 臓 が ん 検 診

１．鳥取県における肝臓がん検診事業の沿革

２．肝臓がん検診実績
１）平成２８年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査
平成２８年度は１９市町村で実施し、対象者数２２１，４９１人（前年度１９６，１５０人）のうち、受診者数は

６，２９２人（前年度７，１７９人）で、受診率は２．８％（前年度３．７％）であった。要精検者数は、HBs抗
原陽性者９０人、HCV抗体陽性者１６人で、受診者数の１．６８％（前年度１．８４％）であった。受診者
数におけるHBs抗原陽性率は１．４％（前年度１．６％）、HCV抗体陽性率は０．３％（前年度０．３％）で
あった。また、要精検者数１０５人のうち精検受診者数は６２人、精検受診率は５９．０％（前年度
６２．１％）で、前年度に比べ３．１ポイントの減であった。精検受診者数６２人のうち、肝臓がん確定
は０人（前年度１人）であった。

２）肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の状況について（県事業の
肝臓がん対策事業）
平成１０年度から実施している、検診で発見された肝炎ウイルス陽性者に対する定期検査は１５市
町村で実施された。結果は以下のとおりである。
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３）平成７年度から平成２８年度の２２年間を集計すると、平成７～９年度の検診時において市町村か
ら報告があった対象者数１９２，３１５人に対し、受診者総数１５４，７３８人、推計受診率８０．５％である。そ
のうちHBs抗原陽性者は３，４５９人（陽性率２．２４％）、HCV抗体陽性者は３，７０６人（陽性率２．４０％）
であった。

３．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
（１） 平成２８年度肝炎ウイルス検査からは肝がん疑いと診断されたが、調査の結果、CTにて腫瘍なし
と診断されている。肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の結果、
Ｃ型肝炎ウイルス陽性者から肝臓癌が５名であった。

（２） 平成７～２８年度肝臓がん検診発見がん患者のうち、３０例が確定癌であり、そのうち２６例は死亡、
生存中の４例のうち、２例は再発、２例は再発されていない。また、平成１０～２８年度定期検査確
定がんが１５７例で、そのうち１１９例（他病死を含む）が死亡である。

６３



（１） 肝炎ウイルス検査受診者数等の推移
（１） 一次検診
年 度 受 診 者 数 HBs陽性者 HBs陽性率（％） HCV陽性者 HCV陽性率（％）
Ｈ２６ ８，３２１ １２４ １．５ ２６ ０．３
Ｈ２７ ７，１７９ １１２ １．６ ２０ ０．３
Ｈ２８ ６，２９２ ９０ １．４ １６ ０．３

※各陽性者数にはＢ型、Ｃ型ともに陽性である者が含まれるため、各陽性者数の合計は下段の要精検者数に一致しない。

（２） 精密検査
年 度 要精検者数 精検受診者数 精検受診率（％） が ん がん発見率（％）
Ｈ２６ １５０ ９７ ６４．７ ２ ０．０２
Ｈ２７ １３２ ８２ ６２．１ １ ０．０１
Ｈ２８ １０５ ６２ ５９．０ ０ ０．００

※がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

（３） 年齢階級別受診状況

区 分 平成２８年度 平成７～２８年度
受 診 者 数 HBs陽性率（％） HCV陽性率（％） 受 診 者 数 HBs陽性率（％） HCV陽性率（％）

４０～４４歳 １，２１７ ０．９ ０．２ １４，９１５ ２．０５ ０．６１
４５～４９歳 ５４６ ０．９ ０．２ １１，４６４ ３．０１ １．２５
５０～５４歳 ５１４ １．６ ０．０ １３，１８８ ３．１２ １．５０
５５～５９歳 ６０１ １．３ ０．０ １６，５０２ ２．６５ １．９９
６０～６４歳 １，０８２ ２．０ ０．２ ２７，５３１ ２．２９ ２．４８
６５～６９歳 １，２７２ １．７ ０．４ ２９，１６８ ２．２０ ２．８４
７０～７４歳 ７２５ １．４ ０．６ ２４，０７０ １．７７ ３．２６
７５～７９歳 １６６ １．２ ０．６ １０，１２３ １．４９ ３．７５
８０歳以上 １６９ １．２ ０．０ ７，７７７ １．３９ ３．４６
計 ６，２９２ １．４ ０．３ １５４，７３８ ２．２４ ２．４０

（２） 平成２８年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率
（％）

HCV抗体陽性率
（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性
HCV抗体
のみ陽性

HBs・HCV
ともに陽性

a b c d e＝（b＋d）／a f＝（c＋d）／a

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ４５７ ７６０ ４４９ ７５４ ７ ４ １ ２ ０ ０ １．５ ０．５ ０．９ ０．２ ０．３ ０．２

４５～４９歳 １８９ ３５７ １８６ ３５４ ３ ２ ０ １ ０ ０ １．６ ０．６ ０．９ ０．０ ０．３ ０．２

５０～５４歳 １８５ ３２９ １８３ ３２３ ２ ６ ０ ０ ０ ０ １．１ １．８ １．６ ０．０ ０．０ ０．０

５５～５９歳 ２０９ ３９２ ２０７ ３８６ ２ ６ ０ ０ ０ ０ １．０ １．５ １．３ ０．０ ０．０ ０．０

６０～６４歳 ５１０ ５７２ ４９７ ５６１ １２ １０ １ １ ０ ０ ２．４ １．７ ２．０ ０．２ ０．２ ０．２

６５～６９歳 ６８１ ５９１ ６６８ ５７８ １０ １１ ３ １ ０ １ １．５ ２．０ １．７ ０．４ ０．３ ０．４

７０～７４歳 ３３５ ３９０ ３２６ ３８５ ７ ３ ２ ２ ０ ０ ２．１ ０．８ １．４ ０．６ ０．５ ０．６

７５～７９歳 ７７ ８９ ７７ ８６ ０ ２ ０ １ ０ ０ ０．０ ２．２ １．２ ０．０ １．１ ０．６

８０歳以上 ６６ １０３ ６６ １０１ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０．０ １．９ １．２ ０．０ ０．０ ０．０

計 ２，７０９ ３，５８３ ２，６５９ ３，５２８ ４３ ４６ ７ ８ ０ １ １．６ １．３ １．４ ０．３ ０．３ ０．３

合 計 ６，２９２ ６，１８７ ８９ １５ １ １．４ ０．３
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７０
～
７４
歳

Ｂ
型
陽
性

５
３

４
３

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

１
１

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

６
４

４
４

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
００

０
．０
００

７５
～
７９
歳

Ｂ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０
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も
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性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
２

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
００

０
．０
００

８０
歳
以
上

Ｂ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０
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性
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０
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０
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０
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０

０
０
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０
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０
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０
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０
０
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０
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０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
００

０
．０
００

計

Ｂ
型
陽
性

２３
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１６
２８

０
０

７
２

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
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４
３

０
２

１
１

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

と
も
に
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２７
３５

１６
３１

１
１

９
２

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

１
０

０
．０
００

０
．０
００

合
計

Ｂ
型
陽
性

５４
４４

０
９

０
０

１
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

７
２

２
２

０
０

０
０

０
１

と
も
に
陽
性

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

６２
４７

２
１１

０
０

１
０

０
１

０
．０
００

※
１
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

※
２

が
ん
発
見
率
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上
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３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率
（％）

HCV抗体陽性率
（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性
HCV抗体
のみ陽性

HBs・HCV
ともに陽性

a′ b′ c′ d′ e′＝（b′＋d′）／a′ f′＝（c′＋d′）／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

直 営 ５３ ４４ ５３ ４４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

保 健 事 業 団 ７５８１，１３２ ７４９１，１１６ ８ １３ １ ３ ０ ０ １．１ １．１ １．１ ０．１ ０．３ ０．２

中国労働衛生協会 ４１ ３１ ４１ ３１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 ３７９ ５５９ ３７１ ５５０ ７ ８ １ １ ０ ０ １．８ １．４ １．６ ０．３ ０．２ ０．２

診 療 所 １，４７８１，８１７１，４４５１，７８７ ２８ ２５ ５ ４ ０ １ １．９ １．４ １．６ ０．３ ０．３ ０．３

計 ２，７０９３，５８３２，６５９３，５２８ ４３ ４６ ７ ８ ０ １ １．６ １．３ １．４ ０．３ ０．３ ０．３

合 計 ６，２９２ ６，１８７ ８９ １５ １ １．４ ０．３

６６



精
密
検
査
結
果
（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
） 無
症
候
性

キ
ャ
リ
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75
.8％

脂
肪
肝
　
3.2
％

慢
性
肝
炎
　
17
.7％

肝
臓
が
ん
疑
い
　
1.6
％

そ
の
他
　
1.6
％

ｂ
．
精
密
検
査
結
果

一
次

検
診
機
関

区
分

精
密
検
査

受
診

者

精
密

検
査

結
果

肝
臓
が
ん

発
見

率
健

康
指

導
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者

診
断

名
そ
の
他

無
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候
性
キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

g′
h
′＝
g
′／
a′

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

直
営

Ｂ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
００
０

保
健
事
業
団

Ｂ
型
陽
性

４
１１

３
１１

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
１

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

４
１２

３
１１

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
００
０

中
国
労
働

衛
生
協
会

Ｂ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
００
０

病
院

Ｂ
型
陽
性

２
２

１
１

０
０

１
０

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

１
１

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

３
３

１
２

１
０

１
０

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
００
０

診
療
所

Ｂ
型
陽
性

１７
１７

１２
１５

０
０

５
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

３
１

０
１

０
０

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

と
も
に
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２０
１９

１２
１７

０
０

７
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０．
００
０

０．
００
０

計

Ｂ
型
陽
性

２３
３１

１６
２８

０
０

７
２

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

４
３

０
２

１
１

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

と
も
に
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２７
３５

１６
３１

１
１

９
２

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

１
０

０．
００
０

０．
００
０

合
計

Ｂ
型
陽
性

５４
４４

０
９

０
０

１
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

７
２

２
２

０
０

０
０

０
１

と
も
に
陽
性

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

６２
４７

２
１１

０
０

１
０

０
１

０．
００
０

※
１
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

※
２

が
ん
発
見
率
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上
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４
）
平
成
２８
年
度
健
康
増
進
事
業
に
お
け
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
受
診
状
況

実
施
市
町
村
数
＝
１９

市
町

村
名

対
象
者
数

A

受
診

者
数

陽
性

者
数

精
密
検
査
結
果
別

人
員

集
団
検
診

B

医
療
機
関

C

計

D
＝
B
＋
C

受
診
率

（
％
）

E
＝
D
／A

H
B
s抗
原

の
み
陽
性

F

HC
V抗
体

の
み
陽
性

G

HB
s抗
原

HC
V抗
体

と
も
に
陽
性

H

H
B
s抗
原

陽
性
率

（
％
）

I＝（
F＋
H）

／D

HC
V
抗
体

陽
性
率

（
％
）

J＝（
G＋
H）

／D

精
検

受
診
者
数

K

精
検

受
診
率

（
％
）

L＝
K／（
F＋
G＋
H）

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

M

そ
の
他

の
疾
病

N

が
ん
疑
い

O

が
ん

P

有
所
見
者

Q＝
N＋
O＋
P

が
ん

発
見
率

（
％
）

R＝
P／
D

鳥
取
市

６８
，３
２１

７２
９

１
，７
４１

２
，４
７０

３
．６

３４
６

０
１
．４

０
．２

１８
４５
．０

１１
６

１
０

７
０
．０
００

米
子
市

６６
，０
６７

０
１
，６
７７

１
，６
７７

２
．５

２５
４

１
１
．６

０
．３

２２
７３
．３

１７
５

０
０

５
０
．０
００

倉
吉
市

１７
，９
６９

１６
３

２８
２

４４
５

２
．５

６
３

０
１
．３

０
．７

６
６６
．７

４
２

０
０

２
０
．０
００

境
港
市

１１
，２
０６

９６
２７
５

３７
１

３
．３

５
０

０
１
．３

０
．０

４
８０
．０

４
０

０
０

０
０
．０
００

岩
美
町

４
，５
８２

８６
０

８６
１
．９

３
０

０
３
．５

０
．０

２
６６
．７

２
０

０
０

０
０
．０
００

八
頭
町

６
，２
３０

２７
９

０
２７
９

４
．５

５
０

０
１
．８

０
．０

２
４０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

若
桜
町

１
，５
３９

１３
１４

２７
１
．８

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

智
頭
町

３
，３
０１

４９
３０

７９
２
．４

１
０

０
１
．３

０
．０

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

湯
梨
浜
町

５
，６
７６

４３
３７

８０
１
．４

２
０

０
２
．５

０
．０

２
１０
０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

三
朝
町

２
，５
７４

８４
２８

１１
２

４
．４

０
１

０
０
．０

０
．９

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

北
栄
町

５
，５
１６

６５
３７

１０
２

１
．８

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

琴
浦
町

６
，７
５１

１１
５

０
１１
５

１
．７

４
０

０
３
．５

０
．０

３
７５
．０

３
０

０
０

０
０
．０
００

南
部
町

４
，０
１１

４４
７４

１１
８

２
．９

２
１

０
１
．７

０
．８

１
３３
．３

１
０

０
０

０
０
．０
００

伯
耆
町

４
，２
５７

１１
８

０
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８

２
．８

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
吉
津
村

１
，０
０８

１６
０
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１
．６

０
０

０
０
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０
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０
０
．０

０
０

０
０

０
０
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００

大
山
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６
，９
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０

９７
１
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０
０

０
０
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０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
南
町

２
，５
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２７
３８
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２
．５

２
０

０
３
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０
．０

１
５０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

日
野
町

１
，５
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３
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３
０
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０
０

０
０
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０
．０
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．０

０
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０
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０
０
．０
００

江
府
町

１
，４
１２

３２
０
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２
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０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

合
計
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１
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３３
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２
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８９
１５

１
１
．４

０
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．０
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部
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８５

２
，９
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３
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４３
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１
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０
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１
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１
１
．４

０
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．０
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５

０
０

５
０
．０
００
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（４） 平成７～２８年度肝臓がん検診結果

年齢

一次検診
受診者数
A

HBs抗原陽性 HCV抗体陽性

陽性者数
B

陽性率（％）
C＝B／A

陽性者数
D

陽性率（％）
E＝D／A

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ４，９２３ ９，９９２ １２６ １８０ ２．５６ １．８０ ２．０５ ４１ ５０ ０．８３ ０．５０ ０．６１

４５～４９歳 ３，５９７ ７，８６７ １２９ ２１６ ３．５９ ２．７５ ３．０１ ４１ １０２ １．１４ １．３０ １．２５

５０～５４歳 ３，８８８ ９，３００ １４３ ２６９ ３．６８ ２．８９ ３．１２ ４１ １５７ １．０５ １．６９ １．５０

５５～５９歳 ４，９２４ １１，５７８ １３４ ３０４ ２．７２ ２．６３ ２．６５ ７９ ２４９ １．６０ ２．１５ １．９９

６０～６４歳 １０，４６１ １７，０７０ ２９４ ３３７ ２．８１ １．９７ ２．２９ ２１１ ４７３ ２．０２ ２．７７ ２．４８

６５～６９歳 １２，２１８ １６，９５０ ３０２ ３４０ ２．４７ ２．０１ ２．２０ ３０７ ５２２ ２．５１ ３．０８ ２．８４

７０～７４歳 ９，９５６ １４，１１４ １９２ ２３４ １．９３ １．６６ １．７７ ３１４ ４７０ ３．１５ ３．３３ ３．２６

７５～７９歳 ３，９４７ ６，１７６ ６７ ８４ １．７０ １．３６ １．４９ １５０ ２３０ ３．８０ ３．７２ ３．７５

８０歳以上 ２，８６５ ４，９１２ ３３ ７５ １．１５ １．５３ １．３９ １１４ １５５ ３．９８ ３．１６ ３．４６

計 ５６，７７９ ９７，９５９ １，４２０ ２，０３９ ２．５０ ２．０８ ２．２４ １，２９８ ２，４０８ ２．２９ ２．４６ ２．４０

合 計 １５４，７３８ ３，４５９ ２．２４ ３，７０６ ２．４０

（５） 肝臓がん検診及び定期検査による発見がん患者追跡調査結果について
１）平成２８年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査による発見がんまたはがん疑い

№ 年齢 性 診断 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP PIVKA 備考

１ ５１ 女 肝臓がん疑い 無 Ｂ １．７１ 生存
CTにて腫瘤な
し、経過観察

２）平成２８年度定期検査による発見がんまたはがん疑い

№ 年齢 性 診断 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP PIVKA 備考

１ ７３ 男 FNH疑い
未治療
経過観察

S８ 腫瘤 無 Ｂ １．８ 生存
未治療
経過観察

２ ４９ 男 肝臓がん疑い 経過観察 単発 ２０×２０ 腫瘤 無 Ｃ ３．８ ２７ 生存 CTでは腫瘤なし

３ ８０ 女 肝臓がん TAE・RFA ２８．９．２３ 単発 S７ ２９×２９ 腫瘤 無 Ｃ ４．１ １２３ 生存
S４に再発
RFA施行

４ ９０ 女 肝臓がん RFA ２５．５ ２個 S６８
１４×１３
１１×１０

腫瘤 無 Ｃ １５．５ １２ 死亡 他病死 脳出血

５ ８１ 男 肝臓がん RFA ２８．１０．５ 単発 S８ １４×１４ 腫瘤 有 Ｃ ７．０ １９ 生存 Ｈ２９．８再発なし

６ ７９ 女 肝臓がん RFA ２８．６．１５ 単発 S６ ７×８ 腫瘤 無 Ｃ １．６ １４．６ 生存 SVR後発癌

７ ７３ 女 肝臓がん 無治療 単発 S８ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ ７．０ ６２ 生存

Pugh１０にて無
治療を希望 Ｈ
３０．１．１５現在２２
㎜に増大

７０



３）平成１０年度～平成２８年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７１ 男 切除 ９５．８． 単 発 腫瘤 有 Ｃ 再発、６年１１か月後死亡
２ ６３ 男 切除 ９７．２．２６ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ４年６か月後死亡
３ ７１ 男 TAE ９７．７．１６ ２ 個 S６８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、５年９か月後死亡
４ ６３ 女 PEIT ９７．１２．３ 単 発 S２ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ １２年１１か月後他病死
５ ５９ 男 TAE ９８．５． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年２か月後死亡
６ ７６ 女 TAE ９８．６．３０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
７ ７０ 男 切除 ９８．９．１ 単 発 S８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年９か月後死亡
８ ６８ 男 MCT ９９．１．２５ ４ 個 S２３７７ ２７×２７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
９ ８３ 男 TAE ９９．２．１１ ＞４個 S３５６７８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後死亡
１０ ７９ 男 TAE ９９．６．９ 単 発 S８ 浸潤 有 Ｃ ８か月後死亡
１１ ６４ 男 切除 ００．２．８ ２ 個 S５／６，４ ７５×７０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
１２ ７９ 女 TAE ００．３．１ 単 発 S６ １０×１０ 腫瘤 有 Ｂ ８年８か月後死亡
１３ ６６ 男 切除 ００．９．２７ ２ 個 S６５ １５×１５ 腫瘤 有 Ｂ 再発、４年２か月後死亡
１４ ８２ 男 TAE ００．４．５ 単 発 S４ ５５×４０ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後他病死
１５ ７４ 女 切除 ００．２．２８ 単 発 S２ ３２×３２ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年４か月後死亡
１６ ６４ 女 TAI ９９．１０．１４ ＞４個 S２３４５７ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年８か月後死亡
１７ ７５ 男 TAE ００．４．１９ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４年５か月後死亡
１８ ７５ 男 TAE ９７．１１． ＞４個 S４５６８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年１か月後他病死
１９ ８６ 男 PEIT ００．８．１８ 単 発 S４ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ７年９か月後他病死
２０ ７０ 女 ０１．７．２ Ｃ 同月死亡
２１ ６５ 男 切除 ９８．２．５ 単 発 S１ ９０×９０ 腫瘤 有 Ｂ ３年１０か月後死亡
２２ ６７ 男 切除 ０１．１１．１９ 単 発 S８ １３×１３ 腫瘤 有 Ｂ ３年８か月後再発
２３ ７６ 女 T／P ０１．８．１ 単 発 S７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年３か月後死亡
２４ ６６ 女 TAE ０１．７．２６ 単 発 S７ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
２５ ７５ 女 T／P ０２．３．４ 単 発 S５／６ ３７×３１ 腫瘤 無 Ｃ ５年１か月後他病死
２６ ７３ 男 TAE ０１．４．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ７か月後死亡
２７ ７６ 女 T／P ０２．１０．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１か月後他病死
２８ ７９ 女 TAE ０１．６．２７ ＞４個 S２４５７ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡
２９ ７９ 女 切除 ０３．２．２６ 単 発 S３ ３０×３０ 浸潤 有 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
３０ ８２ 女 RFA ０３．５．２６ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｂ 再発、２年５か月後死亡
３１ ７８ 女 T／R ０２．９．２４ 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ １年３か月後他病死
３２ ７５ 男 切除 ０３．６．３ 単 発 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、１０年８か月後死亡
３３ ７６ 男 切除 ０４．３．１０ ２ 個 S２８ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
３４ ７６ 男 MCT ０３．８．１４ 単 発 S８ ２５×２０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、９年８か月後死亡
３５ ８３ 男 PEIT ０３．５．３０ 単 発 S５／６ ２２×２１ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年８か月後死亡
３６ ８０ 男 RFA ０４．８．３ ＞４個 S１３４６８ ３０×２５ 腫瘤 有 Ｃ ３年１０か月後死亡
３７ ９１ 女 未治療 ＞４個 S３４７８ １００×１００ 腫瘤 不明 Ｃ ２か月後死亡
３８ ７４ 女 TAE ＞４個 腫瘤 無 Ｃ ２年１０か月後死亡
３９ ７５ 女 TAE ０３．１０． 単 発 S８ ２３×２３ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年２か月後死亡
４０ ７９ 男 RFA ０４．３．１５ 単 発 S８ ３０×２０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年４か月後死亡
４１ ５６ 男 RFA ０４．４．７ 単 発 S７／８ ２３×２６ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
４２ ７８ 女 TAE ０４．５．１９ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 不明 Ｃ 再発、７年３か月後死亡
４３ ７５ 男 TAI ０５．１．６ ３ 個 S５６８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１年３か月後死亡
４４ ６８ 男 切除 ０４．９．１３ 単 発 S６ ３０×２０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、８年２か月後死亡
４５ ７２ 女 T／R ０４．１０． ２ 個 S８６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ／Ｃ 再発、１年５か月後死亡
４６ ６２ 男 TAE ０３．４． 不 明 不明 不明 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年後死亡
４７ ８６ 女 TAE ０４．６ 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ５か月後死亡
４８ ７３ 男 切除 ００．３． 単 発 不明 １０×１０ 不明 有 Ｂ 再発、６年後死亡
４９ ７６ 男 切除 ０５．５．１２ 単 発 S７／８ ９０×８０ 腫瘤 無 Ｂ ４年３か月後再発Ｈ２８．３．

３ S３部分切除 再発なし
５０ ６４ 男 TAE ０９．１． 単 発 S５ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年３か月後死亡
５１ ７３ 女 未治療 ＞４個 S２７８ ７×７ 腫瘤 有 Ｃ ４年１０か月後死亡
５２ ７５ 男 切除 ０６．３．２９ 単 発 S７／８ ４３×２５ 浸潤 無 Ｃ 再発、３年１０か月後死亡
５３ ７４ 男 RFA ０４．９．６ 単 発 S７ １８×１８ 腫瘤 有 Ｃ ５年５か月後死亡
５４ ７５ 男 T／R ０５．８． ２ 個 S６７ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年２か月後死亡
５５ ８７ 女 未治療 単 発 S２ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ４年後他病死
５６ ８９ 女 T／P ０５．１２． 単 発 S２ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ４年１か月後他病死
５７ ８２ 女 T／R ０５．１０． 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ １年９か月後他病死
５８ ７７ 女 切除 ０４．１１．７ ２ 個 S６８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１１か月後再発 H２８．

９．２６ 死亡
５９ ５９ 女 RFA ０６．１． 単 発 S５ １３×１２ 腫瘤 無 Ｂ／Ｃ 再発、７年７か月後死亡
６０ ６７ 女 RFA ０４．４． 単 発 S５ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ ６年３か月後再発
６１ ６８ 男 肝癌否定 （単 発 S６ １３×１３） 無 Ｂ 生存中
６２ ６９ 男 TAE ０７．１１．１４ ２ 個 S５７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
６３ ７９ 男 TAE ０６．１１． 多 発 両葉 ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ １年１０か月後死亡
６４ ８７ 女 T／R ０６．１１．１５ 単 発 S４ １６×２３ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年４か月後死亡
６５ ７９ 男 T／R ０６．１１．２０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年１０か月後他病死
６６ ８２ 女 TAE ０６．３．１４ 単 発 S８ ３５×３５ 腫瘤 Ｃ 再発、７年３か月後死亡
６７ ６９ 男 切除 ０６．９．２６ ２ 個 S６７ ２２×２０ 腫瘤 無 Ｃ Ｈ２８．５再発 治療希望さ

れず
６８ ７２ 女 TAE ０６．５．１８ 単 発 S６ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年１０か月後死亡
６９ ８１ 女 切除 ９７．３．２４ 単 発 S８ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１２年１１か月後死亡
７０ ８０ 男 T／R ０６．８．３１ ＞４個 S８４ ３１×２７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、６年１か月後死亡

７１
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７１ ７３ 女 TAE ０６．２．２１ ＞４個 S８５３ ３７×３１ 腫瘤 有 Ｃ １年６か月後死亡
７２ ６４ 男 切除 ０７．１．１２ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ ２年１０か月後再発
７３ ８２ 女 TAE ０６．９．６ 単 発 S１ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１年後死亡
７４ ８０ 男 RFA ０２．９． 単 発 S８ 腫瘤 有 Ｃ 再発、９年６か月後死亡
７５ ６３ 女 T／R ０７．５．８ 単 発 S８ １６×１６ Ｂ ７年１か月後再発
７６ ７３ 男 M／R ０３．８．５ ＞４個 S３４８ １５×１５ 無 Ｂ 再発、８年後死亡
７７ ７３ 男 切除 ０５．３．１４ 単 発 S４５ ４２×２８ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年後死亡
７８ ７４ 男 切除 ０６．１２．２１ 単 発 S４５８ ３５×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、８年１０か月後死亡
７９ ６０ 女 RFA ０７．７． 単 発 S７ １７×１２ 腫瘤 有 Ｃ ３年４か月後再発
８０ ８７ 女 未治療 単 発 S６ ６６×５６ 腫瘤 無 Ｃ ２年７か月後他病死
８１ ８０ 女 TAE ０３．３． 単 発 S２／３ ２０×２０ Ｃ 再発、８年７か月後死亡
８２ ７７ 女 TAE ０８．１０．７ 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年後死亡
８３ ７０ 男 RFA 単 発 S５ １２×１２ 腫瘤 有 Ｂ Ｈ２９．３月 S１ ２．５㎝ 再

発肝切除
８４ ７７ 女 TAE ０９．３．２４ ２ 個 S５８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ １年３か月後肝不全死
８５ ８４ 女 T／P ０９．９．７ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１か月後肝不全死
８６ ７２ 女 TAE ０９．１２．１８ ＞４個 ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年２か月後死亡
８７ ７９ 女 TAE １０．１１．１８ ２ 個 S８／３ ４０×３５ 腫瘤 有 Ｃ ４年１か月後再発
８８ ８９ 男 TAE ０９．１０．６ ＞４個 ２０×２０ 腫瘤 Ｃ ３年９か月後死亡
８９ ７６ 女 T／R ０８．５．１２ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ５年２か月後再発
９０ ７６ 女 T／R ０９．７．２２ ２ 個 S３／５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ １年７か月後死亡
９１ ７９ 男 T／R １０．３．２５ 単 発 S７ ２３×２３ 有 Ｃ ２年１１ヶ月後他病死
９２ ８５ 女 切除 １０．３ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年後死亡
９３ ６６ 男 TAE ０９．７． ＞４個 S１ 浸潤 有 Ｂ １年１０か月後死亡
９４ ７３ 女 切除 ０９．１０．２０ 単 発 S５ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｂ 無再発生存中
９５ ６８ 女 切除 ０９．８．２１ ＞４個 S３４８ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ 生存中
９６ ７５ 男 TAE ０８．１ ＞４個 S２４５８ ３８×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年３か月後死亡
９７ ７８ 男 精査中 Ｃ
９８ ７５ 男 TAE ０７．２．１１ 単 発 S６ 無 Ｂ 再発、７年５か月後死亡
９９ ６６ 男 TAE １１．１．２０ ２ 個 S５／６ １２×１２ 腫瘤 Ｃ ５年１０か月後再発、８か月

後死亡
１００ ８０ 女 RFA １０．１１．０９ 単 発 S６～７ １８×１８ 腫瘤 無 Ｃ ３年８か月後再発
１０１ ６４ 女 TAE １０．１１ 単 発 S６ ５×５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年１か月後死亡
１０２ ７５ 女 切除 ０８．７．３０ 無 Ｃ Ｈ２７．１再発
１０３ ７５ 男 TAE １０．１２．０８ ＞４個 S２／５／６／

７／８ ２０×１７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年５か月後死亡
１０４ ６９ 女 RFA １０．４ 単 発 S６ １８×１８ 無 Ｃ ３年１０か月後再発
１０５ ７９ 男 TAI ０９．１０．２６ ２ 個 S７／８ １８×１５ 腫瘤 Ｃ ２年８か月後死亡
１０６ ７１ 女 切除 ０７．８．１７ 単 発 S２～３ ６０×６０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、４年５か月後死亡
１０７ ８５ 女 RFA １０．７ ２ 個 S４／７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年４か月後他病死
１０８ ８４ 女 RFA ０９．１０．３０ 単 発 S８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
１０９ ６５ 男 T／R １０．０３． 単 発 S５ ２４×２４ 有 Ｂ 再発、４年１１か月後死亡
１１０ ５７ 女 切除 １１．１．１８ 単 発 S６ ４０×２５ 腫瘤 無 Ｂ 無再発生存中
１１１ ７８ 女 肝がん否定 単 発 S５ ５×５ 有 Ｃ ５か月後腫瘤消失、他病死
１１２ ８７ 男 RFA １１．４．７ 単 発 S５ １５×１６ 腫瘤 無 Ｃ 死亡詳細不明
１１３ ６７ 男 肝がん否定 Ｃ
１１４ ７７ 女 RFA １１．７ 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年８か月後死亡
１１５ ９２ 女 TAE １１．１０．４ 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年５か月後死亡
１１６ ７８ 女 T／R １０．３．２４ 単 発 S２／３ １９×１８ 腫瘤 有 Ｃ ９か月後再発
１１７ ７６ 男 切除 １１．７．２６ 単 発 S７ ８０×７５ 腫瘤 無 Ｃ 無再発 Ｈ２４．６．２４死亡
１１８ ７５ 男 RFA １１．７ 単 発 S６ １４×１４ 腫瘤 有 Ｂ ３年２か月後再発
１１９ ８４ 男 転移性肝癌（肺大細胞癌） Ｂ ５か月後死亡
１２０ ７５ 男 RFA １３．１０．２ 単 発 S７ １５×１４ 腫瘤 有 Ｂ １年１１か月後再発
１２１ ７５ 男 切除 １１．６． 有 Ｂ ４年０か月後他病死
１２２ ７０ 女 PEI １２．５．９ 単 発 S４ ２７×２０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、８か月後死亡
１２３ ８３ 男 TAE １１．８．３０ 単 発 S６ ３５×３０ 腫瘤 無 Ｃ ２年７か月後再発
１２４ ７５ 女 RFA ８．１０． 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 無 Ｃ ７年６か月後再発
１２５ ８０ 女 TAE １２．１１．２０ 単 発 S１ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１年１１か月後死亡
１２６ ８６ 男 T／R １３．１１ ３ 個 S１４６ １３×１３ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
１２７ ７８ 女 RFA １２．３．１ 単 発 S４ ８×９ 腫瘤 有 Ｃ １年１０か月後再発
１２８ ８２ 女 RFA １２．３．１４ 単 発 S７ １３×９ 腫瘤 有 Ｃ ２年１０か月後死亡
１２９ ８７ 女 TAE １２．７．６ ２ 個 S３ ２０×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年５か月後死亡
１３０ ８５ 女 RFA １２．２．１３ 単 発 S５ １０×１７ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年８か月後死亡
１３１ ７６ 男 TAE １２．６．２０ ＞４個 S４５６７８ ５５×５２ 腫瘤 有 Ｃ ３年１か月後死亡
１３２ ８１ 女 TAE １０．１１．１０ 単 発 S３ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年６か月後死亡
１３３ ６８ 男 切除 １３．５．２０ 単 発 S５ ３５×３８ 腫瘤 無 Ｂ ２年９か月後死亡、死因不明
１３４ ６０ 女 TAE １３．８．２６ 単 発 S３ １８×１５ 腫瘤 有 Ｂ １年９か月後再発
１３５ ７０ 女 RFA １４．４ 単 発 S１ １４×１４ 腫瘤 無 Ｂ 無再発生存中
１３６ ８３ 女 T／R １３．１０ 単 発 S７ ２６×２６ 腫瘤 無 Ｃ ２年５か月後再発
１３７ ８８ 男 TAE １３．１０．３１ ＞４個 S４２７８ ３４×３４ 腫瘤 有 Ｃ １年後再発 肺転移 左副

腎転移 肝内再発
１３８ ７９ 女 切除 １３．３ 単 発 S８ ４５×４５ 浸潤 無 Ｃ １年３か月後死亡
１３９ ７３ 男 T／R １３．７．２ ＞４個 両葉 ２４×２４ 無 Ｃ １年８か月後死亡
１４０ ８０ 女 T／P １３．５．１ 単 発 S５ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ ９か月後再発
１４１ ９４ 男 １２．８．６ Ｃ ２年４か月後死亡
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№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１４２ ８３ 女 TAE ７ ＞４個 S１５７ 浸潤 有 Ｃ 再発、７年後死亡
１４３ ６７ 男 切除 １４．５．２７ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 無 Ｂ 再発なし
１４４ ６６ 女 T／R １４．９．１０ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｂ ２年６か月後再発 TACE
１４５ ７３ 男 T／R １４．４．１６ ２ 個 S４５ １０×１７ 無 Ｂ
１４６ ７７ 女 TAE １２．１０．１７ ２ 個 S６ ７×１４ 腫瘤 有 Ｃ ３年２か月後死亡
１４７ ７８ 女 切除 １５．１２．１７ 単 発 S５ １５×１５ 腫瘤 Ｃ
１４８ ８９ 女 Ｂ 死亡
１４９ ８５ 男 TAE １５．１１．１３ 単 発 S８ ３２×２８ 腫瘤 無 Ｂ 追跡不可
１５０ ７４ 男 T／R １５．９．７ 単 発 S４ ２４×２２ 腫瘤 無 Ｂ 無再発生存中
１５１ ７６ 女 不詳 ＞ ４ S５６７８ ３６×３３ 腫瘤 有 Ｃ 連絡取れず
１５２ ７６ 男 切除 １６．３．１６ 単 発 S８ ２３×２０ 腫瘤 有 無再発生存中
１５３ ７３ 男 未治療

経過観察 S８ 腫瘤 無 Ｂ 未治療 経過観察
１５４ ４９ 男 経過観察 単 発 ２０×２０ 腫瘤 無 Ｃ CTでは腫瘤なし
１５５ ８０ 女 TAE・

RFA １６．９．２３ 単 発 S７ ２９×２９ 腫瘤 無 Ｃ １年後再発 RFA施行

１５６ ９０ 女 RFA １５．５ ２ 個 S６S８ １４×１３
１１×１０ 腫瘤 無 Ｃ ２年４か月後 他病死 脳

出血
１５７ ８１ 男 RFA １６．１０．５ 単 発 S８ １４×１４ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
１５８ ７９ 女 RFA １６．６．１５ 単 発 S６ ７×８ 腫瘤 無 Ｃ SVR後発癌
１５９ ７３ 女 無治療 単 発 S８ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ Pugh１０にて無治療を希望

現在２２㎜に増大

（４） 平成７年度～平成２８年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告
№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考
１ ７４ 女 切除 ９５．１０．２４ 単 発 S４ ５５×５５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、７年７か月後死亡
２ ７０ 女 TAE ９６．２．２０ 単 発 S８ ４０×３８ 腫瘤 無 Ｃ 再発、２年１か月後死亡
３ ６３ 女 切除 ９６．３．１３ 単 発 S７ ３０×２３ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１５年１か月後死亡
４ ８３ 男 TAE ９６．７．１５ 単 発 S４ １２×１２ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年９か月後死亡
５ ７４ 女 TAE ９６．８．２９ ＞４個 S５６７８ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１年８か月後死亡
６ ６４ 女 TAE ９６．１０．２５ ＞４個 S６７ ６７×５７ 腫瘤 無 Ｂ ９か月後死亡
７ ７２ 男 TAE ９６．１１．１ ２ 個 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 ― 再発、１年１か月後死亡
８ ７０ 男 PEIT ９６．１１．２２ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年２か月後死亡
９ ６９ 男 PEIT ９７．１．７ 単 発 S７ １０×９ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年１か月後死亡
１０ ７３ 女 TAE ９７．１１．１７ ＞４個 S２３４ ８０×６０ 腫瘤 無 Ｃ ３か月後死亡
１１ ６１ 男 TAE ９７．１１．１７ ３ 個 S５６８ １５×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
１２ ７５ 男 TAE ９７．１２．４ 単 発 S７／８ ４０×３２ 腫瘤 無 Ｃ ７か月後死亡
１３ ５７ 男 TAE ９８．３．３ 単 発 S１ ７０×５０ 腫瘤 有 Ｂ １年後死亡
１４ ８０ 女 切除 ９８．７．３１ 単 発 S５／６ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ ９か月後死亡
１５ ４９ 男 RES ９９．１２．１５ ＞４個 S４５６８ ８０×８０ 浸潤 無 Ｂ ４か月後死亡
１６ ６９ 男 切除 ００．１２．２３ 単 発 S８ ５０×５０ 腫瘤 無 ― 再発、１年５か月後死亡
１７ ６６ 男 TAE ０１．９．１９ 単 発 S６ １００×１００ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡
１８ ７２ 男 PEIT ０４．８．２ ２ 個 S１，５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年１１か月後死亡
１９ ８３ 男 T／R／P ０５．１０．１７ ２ 個 S１，４ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年１１か月死亡
２０ ６７ 女 切除 ０６．０８．０９ 単 発 S８ ２５×２５ Ｂ 無再発生存中
２１ ７９ 男 T／R ０６．１１． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ３年後再発
２２ ７２ 男 切除 ０８．４．２１ 単 発 右葉 １００×１００ Ｃ ３７日後死亡
２３ ６０ 男 TAE ０８．４． ＞４個 両葉 ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ２年６か月後死亡
２４ ６１ 男 動注／

放射 １１．１０． ＞４個 骨転移
あり Ｂ １０か月後死亡

２５ ７８ 男 切除 １２．４．１９ 単 発 S３ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ １年５か月後再発、３年
８か月後死亡

２６ ７７ 男 切除 １３．１２．１７ 単 発 S４ ５３×５３ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
２７ ７２ 男 TAE １３．１１ ＞４個 S４ ４４×３９ 腫瘤 有 Ｂ １年５か月後死亡
２８ ７４ 女 TAE １５．３．２６ ２ 個 S４５ ７２×７２ 腫瘤 有 Ｃ 死亡
２９ ８６ 女 緩和治療 ＞４個 S２４５７８ ６８×６０ 有 Ｃ 死亡
３０ ４８ 男 切除 １６．７．１３ 単 発 S７ ２３×１９ 腫瘤 無 Ｃ ２０１６．１２動注 ２０１７．３ネ

クサバール
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７．全国がん検診実績との比較

平成２７年度〈※６９歳以下の実績〉 （単位：人 ％）

区 分
平成２７年度実績
（鳥取県）

平成２７年度実績
（全国）

留 意 事 項

胃

が

ん

検

診

対象者数（人） ８２，８００ ３７，７４５，４０８ ○受診者・がん発見＝（鳥取県）「Ｘ線」「内視鏡」の合計値

（全国）「Ｘ線」のみ

○要精検者・精検受診者＝「Ｘ線」のみの数値

○精検受診者は精検結果未把握の者を除く（以下の部位も同じ）

受診者数（人） ２９，０９７ ２，３７０，３２８

受診率（％） ３５．１ ６．３

要精検者数（人） ６５１ １７１，９４３

要精検率（％） ８．１４ ７．２５

精検受診者数（人） ５２６ １３８，３１５

精検受診率（％） ８０．８ ８０．４

がんの者（人） ６７ ２，２０６

がん発見率（％） ０．２３ ０．０９

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対象者数（人） ６６，６７２ ３０，７９４，２９１ ○「頸部のみ」の数値

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省老人保健事業報告数値を使用

全国 （４，１９９，６３４）＋（３，９１４，８００）－（１，０２７，５４１）
（３０，７９４，２９１） ＝２３．０

鳥取 （２６，２１５）＋（２７，３６８）－（１４，８０１）
（６６，６７２） ＝５８．２

受診者数（人） ２７，３６８ ３，９１４，８００

受診率（％） ４１．０（５８．２） （２３．０）

要精検者数（人） ２９５ ８５，４３４

要精検率（％） １．０８ ２．１８

精検受診者数（人） ２５８ ６３，５０４

精検受診率（％） ８７．５ ７４．３

がんの者（人） １４ １，５４４

がん発見率（％） ０．０５ ０．０４

肺

が

ん

検

診

対象者数（人） ８２，８００ ３７，７２８，６７４ ○「Ｘ線のみ」「Ｘ線及び喀痰」の合計値（「喀痰のみ」は除く）

※全国は「喀痰のみ」を含めた数値で算定受診者数（人） ２９，０６０ ４，１９５，４７７

受診率（％） ３５．１ １１．１

要精検者数（人） ８９８ ６３，２７２

要精検率（％） ３．０９ １．５１

精検受診者数（人） ７９５ ５２，５５７

精検受診率（％） ８８．５ ８３．１

がんの者（人） １８ １，５２７

がん発見率（％） ０．０６ ０．０４
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区 分
平成２７年度実績
（鳥取県）

平成２７年度実績
（全国）

留 意 事 項

乳

が

ん

検

診

対象者数（人） ４９，４３５ ２０，１６０，０７７ ○「視触診方式及びマンモグラフィ」の併用者を計上

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省老人保健事業報告数値を使用

全国 （２，１８２，４４８）＋（２，１１９，４７３）－（３１２，５１３）
（２０，１６０，０７７） ＝１９．８

鳥取 （１４，８１２）＋（１６，１９１）－（１，３６８）
（４９，４３５） ＝５９．９

受診者数（人） １６，１９１ ２，１１９，４７３

受診率（％） ３２．８（５９．９） （１９．８）

要精検者数（人） １，４０５ １６９，３７７

要精検率（％） ８．６８ ７．９９

精検受診者数（人） １，３４５ １４７，６８２

精検受診率（％） ９５．７ ８７．２

がんの者（人） ６４ ７，０２４

がん発見率（％） ０．４０ ０．３３

大
腸
が
ん
検
診

対象者数（人） ８２，８００ ３７，９２４，７０７

受診者数（人） ３３，９１２ ５，２４６，４６１

受診率（％） ４１．０ １３．８

要精検者数（人） ２，５８５ ３４２，３０９

要精検率（％） ７．６２ ６．５２

精検受診者数（人） １，９８１ ２３５，５０３

精検受診率（％） ７６．６ ６８．８

がんの者（人） ８０ ９，９４１

がん発見率（％） ０．２４ ０．１９

（出典）鳥取県数値＝鳥取県健康対策協議会各がん検診専門委員会資料
全国数値＝地域保健・健康増進事業報告（厚生労働省）

（注）１ 鳥取県の数値は、県が独自に調査した結果であり、厚生労働省による調査結果である「地域保健・健康増進事業
報告」に記載された数値とは異なる場合がある。
２ 全国の精検受診者は国が発表していないため、次により算定

精検受診者＝「要精検者－（未受診者＋精検結果未把握の者）」
３ 平成２５年度から全国数値は、６９才以下の実績が公表されていることから、鳥取県数値も６９才以下の実績で比較し
ている。
４ 平成２７年度から「地域保健・健康増進事業報告」対象者数は、各がん検診の対象年齢の「全住民」を報告するこ
ととなった。
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厚生労働省「今後のわが国におけるがん検診事業評価の在り方について」報告書
がん検診事業の評価に関する委員会（平成２０年３月）による

プロセス指標と本県実績との比較
平成２８年度実績

胃 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２６．８％ ３６．８％
要精検率［Ｘ線のみ］ 許容値 １１．０％以下 ８．６％ ○ ７．６％ ○

精検受診率［Ｘ線のみ］ 許容値 ７０％以上 ８６．５％ ○ ８４．２％ ○目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．１１％以上 ０．１３％ ○ ０．２２％ ○
陽性反応的中度［Ｘ線のみ］ 許容値 １．０％以上 １．５％ ○ １．３％ ○

肺 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２８．９％ ３６．８％
要精検率 許容値 ３．０％以下 ３．４％ ２．７％ ○

精検受診率 許容値 ７０％以上 ９０．１％ ◎ ９０．２％ ◎目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．０３％以上 ０．０７％ ○ ０．０４％ ○
陽性反応的中度 許容値 １．３％以上 ２．０％ ○ １．４％ ○

大 腸 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ３０．６％ ４１．５％
要精検率 許容値 ７．０％以下 ９．２％ ７．６％

精検受診率 許容値 ７０％以上 ７７．１％ ○ ７５．７％ ○目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．１３％以上 ０．３１％ ○ ０．２２％ ○
陽性反応的中度 許容値 １．９％以上 ３．３％ ○ ２．８％ ○

子 宮 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２４．２％ ４４．６％
要精検率 許容値 １．４％以下 ０．７１％ ○ ０．８２％ ○

精検受診率 許容値 ７０％以上 ８３．３％ ○ ８２．９％ ○目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．０５％以上 ０．０３％ ０．０３％
陽性反応的中度 許容値 ４．０％以上 ４．１％ ○ ３．７％

乳 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 １１．５％ ２２．０％
要精検率 許容値 １１．０％以下 ７．２７％ ○ ７．９６％ ○

精検受診率 許容値 ８０％以上 ９３．２％ ◎ ９２．６％ ◎目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．２３％以上 ０．３７％ ○ ０．３４％ ○
陽性反応的中度 許容値 ２．５％以上 ５．１０％ ○ ４．２３％ ○
※子宮がん、乳がんの受診率は単年度計算
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Ⅲ．平成２９年度各がん検診従事者講習会及び
症例研究会開催状況



平
成
２９
年
度
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
開
催
状
況

事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

胃
が
ん
胃
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
症

例
研
究
会

平
成
３０
年
２
月
２４
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

米
子
市

鳥
取
県
西
部
医
師

会
館

１４
４名

演
題
：「
H
．
py
lo
ri陰
性
時
代
の
上
部
消
化
管
診
療
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
統
合
内
科
医
学
講
座
機
能
病
態
内
科
学

教
授

磯
本

一
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

相
見
正
史
先
生

中
部
―
１
例
：
野
島
病
院

山
本
敏
雄
先
生

西
部
―
１
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：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

八
島
一
夫
先
生
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宮
が
ん
子
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が
ん
検
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従

事
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習
会
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び

症
例
検
討
会

平
成
２９
年
５
月
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日
（
日
）

午
後
３
時
３０
分
～ 午
後
５
時
１０
分

平
成
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日
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日
）

午
後
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～
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後
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時
４０
分

米
子
市
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市
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健
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業
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部
健
康
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理

セ
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タ
ー
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名
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名
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：「
子
宮
頸
部
液
状
検
体
細
胞
診
と
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施
設
共
同
研
究
」

講
師
：
東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
大
橋
病
院
婦
人
科

教
授

久
布
白
兼
行
先
生

症
例
提
示
４
例

演
題
：「
子
宮
頸
が
ん
検
診
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」

講
師
：
鳥
取
大
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附
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病
院
女
性
診
療
科
群
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師

大
石
徹
郎
先
生
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５
例

肺
が
ん
肺
が
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検
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従
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講
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究
会

平
成
３０
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２
月
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（
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後
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時
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６
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倉
吉
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鳥
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部
健
康
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理

セ
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ー
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名
演
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：「
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部
CT
で
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る
小
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な
病
変
の
診
断
と
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ロ
ー
ア
ッ
プ
」

講
師
：
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院
放
射
線
診
断
科 科
長

楠
本
昌
彦
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

中
﨑
博
文
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

兒
玉

渉
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医

胸
部
外
科

門
脇
太
一
先
生

乳
が
ん
乳
が
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検
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事

者
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習
会
及
び
第

２５
回
烏
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県
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発
見
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ん
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例
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年
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月
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（
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時
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吉
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鳥
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健
事
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部
健
康
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理

セ
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ー
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名
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題
：「
乳
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ん
検
診
に
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る
画
像
検
査
の
位
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づ
け
」

講
師
：
水
島
協
同
病
院
外
科
医
長
兼
検
診
担
当
科
長

石
部
洋
一
先
生

症
例
検
討

東
部
―
２
例
：
鳥
取
市
立
病
院

小
寺
正
人
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

大
田
里
香
子
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

山
根
祥
晃
先
生

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
研
究
会

平
成
２９
年
１０
月
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日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

６６
名
演
題
：「
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腸
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ん
検
診
の
諸
問
題
と
検
診
で
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れ
る
病
変
」

講
師
：
が
ん
研
有
明
病
院
下
部
消
化
管
内
科
顧
問

五
十
嵐
正
広
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

濵
田
晋
太
郎
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

佐
藤

徹
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

香
田
正
晴
先
生
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臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
研
究
会

平
成
３０
年
３
月
３
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
４５
分

倉
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市

鳥
取
県
保
健
事
業

団
中
部
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

７６
名
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題
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県
中
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の
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肝
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」
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師
：
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県
立
厚
生
病
院
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器
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科
医
長
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原
天
和
先
生

症
例
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討

東
部
―
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鳥
取
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十
字
病
院
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田
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理
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

西
向
栄
治
先
生
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１．胃がん検診症例研究会

日 時 平成３０年２月２４日（土） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 相 見 正 史
７０歳代、男性
既往歴：胃癌EMR（２００３）、HP除菌後（２００３）、狭心症（２０１４）
経 過：２００３年に早期胃癌に対しEMR施行。以後、毎年ドックにて上部消化管内視鏡検査を受け

ていた。２０１７年１１月の上部消化管内視鏡にて前庭部小彎に不整な発赤隆起を認め、生検で
tub１の診断であった。精査の結果、粘膜内癌で明らかな転移所見なく、ESDを行った。
病理結果はAdenocarcinoma、L、Less、Ⅱc＋Ⅱa、１９×１８㎜、tub１、m、UL-、ly-、v-、
LM０、VM０、pT１a（N０）、StageⅠAであった。

考 察：２０１６年の内視鏡写真を見返すと、すでに早期胃癌として指摘できた病変であった。人材不
足などあり、当時はシングルチェックによる検査となっていた。幸い内視鏡治療で根治で
きたものの、ダブルチェックや内視鏡カンファレンスによる振り返りが重要であることを
再認識させられた。（２０１７年度よりダブルチェックの体制を整えた）

〔中部症例〕 提出者：野島病院 山 本 敏 雄
４０歳代、女性
既往歴なし
検診歴：平成２４年１０月胃がん検診（車検診）で異常なし。

平成２７年６月胃がん検診（車検診）で体部後壁レリーフ異常（④）を指摘された。
経 過：平成２７年８月近医で胃内視鏡検査を受け、検診指摘部にⅡc病変認め生検で低分化腺癌と

診断された。その後当院へ紹介来院、当院内視鏡ではⅡcSMmassiveと診断した。CTでは
明らかな肝転移、リンパ節転移等の所見はなかった。同月入院、腹腔鏡下幽門側胃切除術
を行った。
術後所見ではⅡc＋Ⅲ、T１（SM）、N０、P０、H０でStageⅠA、D１とした。しかし組織検査
結果では：Ⅱc、Size：（２０×２０㎜）、sm以深浸潤３５×２０㎜、Type：Por２、Depth：pT２
（MP）、INFc、sci、ly１、v０、n２（５／１４内№３・№７【５／７】）、StageⅡBとなった。
術後TS１を１年間服用し経過観察中。

考 察：平成２４年の胃がん検診では病変の指摘はできない。３年後の今回胃がん検診でははっきり
と病変を指摘できるが、この間検診を受けていればもう少し早く発見できたと思われる。
また今回術前の内視鏡ではSM浸潤を指摘したが、病変はさらに深部へ浸潤し、リンパ節
転移もあった。毎年の検診または内視鏡による検診の必要性があると考えられる。
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〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院 八 島 一 夫
７０歳代、女性
既往歴：胃潰瘍、高血圧
検診歴：平成２６年１０月、平成２７年９月車検診では異常を指摘されなかった。

平成２８年９月車検診で「胃体部襞集中」を指摘される。
経 過：上記精査目的にて前医にて上部消化管内視鏡検査施行され、胃体部大彎に不整潰瘍を伴う

ひだ集中を認め、生検にてadenocarcinomaと診断された。精査加療目的にて当科紹介と
なった。内視鏡像および超音波内視鏡にてmp浸潤と判断、CTでは肝S８に１５㎜大の肝転移
を認めた（肝生検で診断）。化学療法２コースにて転移巣縮小し、幽門側胃切除および肝
転移巣切除を施行した。

病 理：M、Type０-Ⅱc、２．８×２．０㎝、tub１、pT２（MP）、ly２、v１、N０、M１、StageⅣ
考 察：平成２６年、平成２７年の胃Ｘ線画像を遡及的に検討したが、病変の指摘は困難であった。逐

年胃Ｘ線検診を受診されていたが、肝転移を伴う進行胃癌として発見され、胃Ｘ線検診の
限界を感じた症例であった。
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２．子宮がん検診症例研究会

日 時 平成２９年５月１４日（日） 午後４時～午後６時
場 所 国際ファミリープラザ

症例検討：鳥取大学医学部産科婦人科大石徹郎講師の進行により、集団検診２例、施設検診２例の症
例検討が行われた。

検討内容：
鳥取大学医学部産科婦人科工藤明子助教により下記の４症例が提示された。
症例１は平成２７年度検診でother malignancy、肉腫が推定され、二次検診にてSCC、組織診断が扁
平上皮癌であった。症例２は平成２７年度検診でASC-US、二次検診にてSCC、組織診断が扁平上皮癌
であった。症例３は３２歳、平成２７年度検診でHSIL、円錐切除標本にて子宮頸癌ⅠB１期、扁平上皮癌
であった。症例４は閉経前後の不正出血があり、平成２６年度の検診で内膜細胞診が陰性、２７年度の検
診で内膜細胞診疑陽性であり、子宮体癌ⅠB期、類内膜癌G２の診断となった。
子宮頸癌の症例は初回検診ないし数年未受診後の検診であり、未受診者の受診勧奨の重要性があら
ためて認識された。また検診結果がASC-USであっても、浸潤癌が潜んでいる場合もあるため、注意
が必要である。閉経前後の不正出血がある場合には異型増殖症や子宮体癌を念頭に置き、注意深く鏡
検する必要がある。

日 時 平成３０年２月１８日（日） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県保健事業団中部健康管理センター

症例検討：鳥取大学医学部産科婦人科大石徹郎講師の進行により、施設検診５例の症例検討が行わ
れた。

検討内容：
鳥取大学医学部産科婦人科工藤明子助教より下記の５症例が提示された。
症例１は平成２７年度検診で扁平上皮系の異常（ASC-US）、HPV１８型陽性を指摘され、精査で異常
を認めず、経過観察となり、２８年度検診で腺異型（AGC）を指摘されたもの、症例３は２８年度検診
で腺異型（AGC-NOS）、HPV１８型陽性を指摘されたもので、いずれも最終病理組織診断は上皮内腺
癌であった（症例３はCIN３が併存）。症例２、４、５はいずれも初回検診であった。症例２は２８年度
検診でASC-H、HPV１６・１８型陽性であり、浸潤子宮頸癌の診断に至った。症例４は２８年度検診で
SCC、HPV１６型陽性を指摘され、浸潤子宮頸癌と診断された。症例５は２８年度検診でASC-US、HPV
１６型陽性を指摘され、併せて子宮頸部腫瘤を認めたため、再検したところNILM、二次検診にてSCC、
組織診断が扁平上皮癌であった。
腺系の異常は扁平上皮系の異常に比して細胞診やコルポ診による診断が難しく、比較的若年者に多
く認められるため、注意が必要である。浸潤癌の症例はいずれも初回受診であり、未受診者の受診勧
奨の重要性があらためて認識された。また検診結果がASC-USであっても、浸潤癌が潜んでいる場合
もあるため、注意が必要である。
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平成２８年度 子宮がん検診症例検討会提出症例 （H２９．５．１４）

症
例 年齢 市町村名 検診月日 一次検診機関

一次検診
結果

精密検査機関
精密検査結果

治療機関名
組織診断 進行期分類 TNM分類

症
例
１
３６歳 北栄町

Ｈ２１．１２．１１

Ｈ２７．７．１２
鳥取県保健事業団

classⅡ

Other Malig
（sarcoma疑）

鳥取大学医学
部附属病院

扁平上皮癌 ⅠBⅡ期 PT（１a）N（０）M（０）鳥取大学医学部
女性診療科

症
例
２
６７歳 大山町

Ｈ２１．９．１５

Ｈ２７．１１．８
鳥取県保健事業団

classⅡ

ASC-US 博愛病院 非角化型扁
平上皮癌

ⅢB期 T３bN０M０ 鳥取大学医学部
女性診療科

症
例
３
３２歳 米子市 Ｈ２７．９．１２

母と子の長田産科
婦人科クリニック

HSIL 博愛病院 扁平上皮癌 ⅠB１期 PT（１b１）N（０）M（０）
鳥取大学医学部
女性診療科

症
例
４
５７歳 南部町

Ｈ２３．１．３１

Ｈ２６．９．２９

Ｈ２７．７．１３

西伯病院

陰性

陰性

疑陽性 博愛病院 類内膜腺癌
G１

ⅠB期 PT（１b）N（０）M（０）鳥取大学医学部
女性診療科

平成２９年度 子宮がん検診症例検討会提出症例 （H３０．２．１８）

症
例 年齢 市町村名 検診月日 一次検診機関

一次検診
結果

精密検査機関
精密検査結果

治療機関名
組織診断 進行期分類 TNM分類

症
例
１
３２歳 鳥取市

Ｈ２７．８．４

Ｈ２８．８．３１
鳥取産院

ASC-US

AGC

鳥取産院

鳥取産院

HPV陽性 経過観察

AIS TisN０M０,
pTisNxM０

鳥取県立中央
病院

症
例
２
２９歳 米子市 Ｈ２８．７．２

中曽産科婦人科
医院

ASC-H
鳥取大学医学部
女性診療科

SCC ⅠB１期
T１b１N０M０,
pT１b１N０M０

鳥取大学医学部
女性診療科

症
例
３
３２歳 米子市

Ｈ２６．４．３０

Ｈ２７．７．２８

Ｈ２８．９．３

ミオ・ファティリ
ティ・クリニック

母と子の長田産科
婦人科クリニック

ミオ・ファティリ
ティ・クリニック

NILM（直接塗抹法）

NILM

AGC 鳥取大学医学部
女性診療科

AIS TisN０M０,
pTisNxM０

鳥取大学医学部
女性診療科

症
例
４
３６歳 米子市 Ｈ２８．９．２１

中曽産科婦人科
医院

SCC
鳥取大学医学部
女性診療科

SCC ⅡB期 T２bN１M０
鳥取大学医学部
女性診療科

症
例
５
４５歳 米子市 Ｈ２８．１０．１

母と子の長田産科
婦人科クリニック

ASC-US
鳥取大学医学部
女性診療科

SCC ⅡA２期
T２a２N０M０,
ypT２bN０M０

鳥取大学医学部
女性診療科
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３．肺がん検診症例研究会

日 時 平成３０年２月１７日（土） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県保健事業団中部健康管理センター

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 中 﨑 博 文
症 例：６４歳、女性
主 訴：特になし
既往歴：右肺腺癌術後、気管支喘息
生活歴：喫煙なし、飲酒なし
現病歴：１０年前に右上葉肺腺癌（stageⅠA）のため右肺上葉切除術を施行し、その後２年間UFT

を内服、５年前までCTで術後フォローを行っていた。特に自覚症状はなかったが、人間
ドックで左肺門部結節影を指摘されたため、当院受診となった。

臨床経過：胸部CTにて左肺下葉に２２㎜大のsolid tumorを認め、精査の結果、肺腺癌cT１cN０M０
stageⅠA３の診断となった。胸腔鏡下左下葉切除術が行われたが、術後検体で左肺門部リ
ンパ節転移と同一肺葉内の不連続な副腫瘍結節を認め、術後病期はT３N１M０stageⅢAで
あった。

考 察：過去の画像を後方的に検討すると、５年前のCTで同部位に５㎜程度の小結節を認めた。
２年前、１年前の人間ドックのレントゲンでは心陰影・肺動脈の影に隠れていることもあ
り指摘は困難であった。微小結節の場合、経過を追うべきか判断に迷う場合もあるが、慎
重な対応が必要であると考えられた。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 兒 玉 渉
症 例：５０歳代、男性
主 訴：胸部異常陰影
既往歴：特記事項無し 常用薬：なし
生活歴：喫煙 ２０本×３４年、飲酒ビール１２００ml／日×３０年（週６回）
現病歴：毎年肺がん検診を受けており、平成２９年７月の肺がん検診胸部Ｘ線E１判定を指摘され、

当院を受診。
臨床経過：胸部Ｘ線で左下肺野に１．５㎝大の結節影を認めた。昨年までの胸部Ｘ線では認めなかっ

た。CT所見は重喫煙者であったが、重度な気腫肺は認めなかった。左下葉S８に１．７㎝の充
実性結節を認めた。気管支鏡では組織が採取できないと考え、CTガイド下生検を行い、
小細胞癌の診断となった。腫瘍マーカーは、CEAのみ上昇（５．６ng／ml）を認めた。全身
精査で、c-T１bN０M０c-StageⅠA２の診断で手術を行った。手術はVATS左下葉切除術＋
ND２a-２を行った。手術時間は３時間２６分、出血量７０g。術後経過は良好で１２PODに退院し
た。最終病理結果は、病変径・充実径；１．９×１．６㎝、p-T１bN０M０、pl０d０e０pm０（pl０）、
p-StageⅠA２、胸腔洗浄細胞診は陰性だった。術後補助化学療法CDDP＋VP-１６を４クー
ル行った。

考 察：第８版肺癌取扱い規約は肺小細胞癌と肺大細胞神経内分泌癌（以下LCNEC）をあわせて
肺神経内分泌癌とするよう改変となり、２００８年～２０１７年において当院で肺葉切除以上の手
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術を行った肺神経内分泌癌１０例の臨床病理学的特徴と予後を検討した。肺神経内分泌癌の
特にⅠ期に対し肺葉切除術＋術後補助化学療法（プラチナ＋エトポシド）を４コース以上
行うことで無再発、あるいは５年以上の長期生存が期待できる。Ⅰ期に対する肺葉切除で
あっても、肺神経内分泌癌は、手術単独療法では、極めて予後不良となる。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院胸部外科 門 永 太 一
症 例：６０歳代、男性
主 訴：胸部異常陰影
現病歴：毎年検診受診され、異常を指摘されていなかった。平成２９年の検診で右上肺野の異常を指

摘され、当院受診された。
既往歴：高脂血症、肝血管腫
喫煙歴：１０本／日×４０年、３年前に禁煙
常用薬：アトルバスタチン
臨床経過：胸部Ｘ線で右上肺野縦隔側にシルエットサイン陰性の７㎝大の腫瘤影を認めた。CTで

右上葉S２に６０×５２×６４㎜の類円形腫瘤影を認めた。肺門・縦隔リンパ節腫大は認めな
かった。FDG-PETで腫瘤に早期相９．７５および後期相１３．６１の集積を認めた。気管支鏡検査
では悪性所見出ず、CTガイド下生検で小細胞癌の診断となった。リンパ節転移、遠隔転
移を認めず、手術適応と判断した。初診時から手術までの１ヶ月間に腫瘤は１６㎜増大し、
右肺小細胞癌cT４N０M０stageⅢAと診断し、開胸右上葉切除＋S６部分切除＋ND２a-２を施
行した。術後病理はSmall cell carcinoma、pT４（９．０×８．３×５．８㎝、inv.９．０㎝）、葉間pl３、
G４、Ly１、V１、pm０、R０、pN０（０／１６）、pstageⅢAであった。現在、術後補助化学療法
中である。

考 察：本症例は後方視的に確認すると平成２７年の検診胸部Ｘ線から第１肋骨・肋軟骨接合部に淡
い陰影を認め、平成２８年の胸部Ｘ線では増大傾向となっていた。胸部Ｘ線読影のピット
フォールとなる部位であり、比較読影が重要な症例であったと考えられた。また、小細胞
癌は肺癌検診で発見率が低く、発見時は進行例の場合が多いという特徴がある。
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４．乳がん検診症例研究会

日 時 平成２９年９月９日（土） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県保健事業団中部健康管理センター

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 小 寺 正 人
「１㎝以下で発見された乳癌」
症例１：６０才、女性、閉経後
主 訴：検診発見（カテゴリー４／カテゴリー１、右Ｕ領域の腫瘤影）
経 過：ほぼここ５年間は１―２年毎に検診を受けていたが異常を指摘されず。本年の検診でマン

モグラフィーで右Ｕ領域の腫瘤影の増大を指摘された。後方視的には平成２４年から腫瘤影
を認め、継時的に増大傾向を認めていたが、直近の比較においては明らかな増大は今回が
初めてであった。針生検で乳癌が確定。乳腺部分切除とセンチネルリンパ節生検を施行。
術後病理診断は「浸潤性乳管癌、乳頭腺管癌、約９㎜×７㎜ 核グレード１ n（－）ER：
９０％ PgR：７０％ Ki６７：３％ HER２陰性 pT１bpN０病期Ⅰ」であった。
比較読影において緩徐な発育をする乳癌を逆に見落とすことがある。石灰化の出現・境界
部の変化などを見落とさないよう注意が必要である。

症例２：４２才、女性、閉経前
主 訴：検診（ドック）発見（カテゴリー１／カテゴリー３、左IOのFAD、視触診では異常なし）
経 過：マンモグラフィーのCCにおいて、左IOの乳腺後隙に、非常に小さな腫瘤影を認めた。

高濃度乳腺ではあったが、もともと乳腺密度が比較的低い乳腺後隙に存在していたため、
鋸歯状の辺縁もわずかだが観察可能であった。
乳腺エコー・乳腺MRIでも、左の１２時方向に長径８㎜の腫瘤影を認め、針生検で乳癌が確
定。乳腺部分切除とセンチネルリンパ節生検を施行。
術後病理診断は「浸潤性乳管癌、乳頭腺管癌、約１０×７㎜、核グレード１ n（－）ER：
９０％ PgR：９０％ Ki６７：１０％ HER２陰性 pT１bpN０病期Ⅰ」であった。
マンモグラフィーで高濃度乳腺でも、乳腺後隙・内側領域（Ｉ領域）・腋窩寄り（Ｕ領域）
などでは乳腺密度が比較的低く、注意すれば見つけられる乳癌がある。高濃度乳腺だから
とあきらめないのが肝要である。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 大 田 里香子
「石灰化フォロー中に判明したDCISの１例」

鳥取県立厚生病院 胸部外科１）、血管外科２）
大田里香子１）、吹野俊介１）、松岡佑樹１）、田中裕子１）、兒玉 渉１）、西村謙吾２）、
浜崎尚文２）

症 例：６０歳代、女性。２０１３年乳がん検診MGで石灰化カテゴリー３のため要精査となり、当科初
診。既往歴、家族歴に特記事項なし。初診時、MG左MOに微小円形石灰化の集蔟：カテ
ゴリー３、VAB施行し乳腺症の診断で経過観察となった。３ヶ月後、９ヶ月後、１年３ヶ
月後著変なし。初診から２年５ヶ月後、石灰化のわずかな増加あり、CNBで悪性所見な
く経過観察とした。初診から３年５ヶ月後、石灰化が区域性に分布し、CNBで非浸潤性
乳管癌を認め、左上外側部乳癌cTisN０M０ stage０の診断で左乳房切除＋センチネルリンパ
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節生検を施行した。術後診断：左上外側部乳癌pTisN０M０stage０。術後補助療法として
TAM内服し、経過良好である。
初診時の石灰化集蔟は初診から約２年半でわずかな変化を認めたのみであったが、その後
に上外側領域で大きな変化を認めた。石灰化病変がある場合には、局所にとらわれずに乳腺
全体に注意を向け、慎重に根気よくフォローすることが重要であることを改めて認識した。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 山 根 祥 晃
「検診要精査にてフォロー中に発見し得た乳癌の一例」
症 例：５０歳代、女性。検診マンモグラフィー（以下、MMG）で、MMG初回、左C-３（FAD）に

て精査目的にて来院。当院外来にて行った超音波検査（以下、エコー）で、左CD領域８．５×
４．３㎜径の扁平な腫瘤を指摘。エラストグラフィースコア（以下、ES）２であった。１年
時USで７．９×５．３㎜径、２年時に１６×５．２㎜径、ES２、穿刺吸引細胞診でクラスⅢ、針生検
施行したが陰性（悪性細胞検出し得ず）にて経過観察。３年時２８．５×１１㎜、ES３で穿刺吸
引細胞診・針生検で悪性、手術（左乳房温存療法）を施行した。病理組織診断にて、髄様
癌の特徴を伴う充実腺管癌（G３）の像、非定型髄様癌atypical medullary carcinomaに相
当、pT２、N１、pStageⅡB（T２N１）ER陽性、PgR陰性、HER２（３＋）、サブタイプはル
ミナールＢにて、術後化学療法および分子標的治療を行った。初診時は小さな扁平型腫瘤
で経過中２年時よりエコー・MMGで腫瘤影が明瞭となり診断し得た。MMG要精密例に
おいて、以降の注意深いフォローが重要と思われる。
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５．大腸がん検診症例研究会

日 時 平成２９年１０月２１日（土） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 濵 田 晋太郎
症 例：６８歳、男性
主 訴：便潜血陽性
現病歴：健診で便潜血陽性を指摘されて当科受診となった。
既往歴：特記事項なし
常用薬：アムバロ配合錠サンド
生活歴：飲酒、焼酎を３合 喫煙、なし
家族歴：弟、大腸癌
内視鏡所見：

上行結腸に２２㎜大のIs腫瘤を認めた。NBI拡大内視鏡ではJNET Type２B相当のVessel
pattern及びSurface patternを認め、早期大腸癌と考えEMRを施行した。直腸Rsに全周の
３分の１を占めるBor-rmann１型腫瘤を認め、３箇所より生検を施行した。病理組織診に
て上行結腸EMR後病変より脈管浸潤を認めたこと、直腸Rs病変よりAdenocarcinomaを認
めたことから、当院外科にて腹腔鏡補助下直腸低位前方切除術及び結腸右半切除術が施行
された。術後は経過観察の方針である。

病理結果：上行結腸：［EMR標本］
Adenocarcinoma、tub２、pT１（SM, head invasion）ly１（D２-４０）、v０（VB）、pHM０、pVM０
［手術標本］EMR後瘢痕のみ、リンパ節転移なし。
直腸Rs：Adenocarcinoma、tub１＞tub２、pT４a／SE、INFb、ly１、v１、PN１a、pPM０、pDM０、
pRM０、pR０、pCur A

検 討：大腸癌が多発する頻度は同時性、異時性を問わず２―１３％（金沢暁太郎：外科１９８６）と報
告されており、他の消化器癌と比べて高率である。下部消化管内視鏡検査においては病変
が１ヶ所のみとは限らないことを念頭におく必要がある。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 佐 藤 徹
症 例：７０歳代、女性
主 訴：下腹部痛
既往歴：特記すべきものなし
現病歴：下腹部痛を主訴に前医受診。便潜血陽性であり当院紹介受診。
検査・治療経過：下部消化管内視鏡検査（CS）を勧めたが、希望なく、大腸CT検査施行した。上

行結腸に平坦な隆起性病変を認めた。
CSを了解され施行した。上行結腸に浅い陥凹をもった平坦な隆起性病変を認めた。
大腸CT検査で指摘された病変と考えた。NBI観察などでSM深部浸潤の可能性を考えたが、
局注も施行した。病変は局注にても挙上しなかった。
生検結果はAdenocarcinoma, tub１であった。
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腹腔鏡下右側結腸切除術施行した。病変の大きさは１５×１０㎜。
病理所見：Adenocarcinoma、tub１、SM（５００μm）、int、INFb、ly０、v０、簇出grade１、pm（－）、

dm（－）、rm（－）、N０
検 討：大腸CT検査はCS拒否症例において有用な検査と考えられた。

〔西部症例〕 提出者：米子医療センター 香 田 正 晴
症 例：７６歳、男性
主 訴：特になし
既往歴：８年前に他医院にて大腸ポリープ切除
生活歴：３０年前より禁煙（以前は４０本／日） 飲酒：ワイン１本／２日
現病歴：昨年度の大腸がん検診では便潜血陰性であったが、本年度の検診で便潜血陽性（＋／＋）

を指摘され精査目的に当院受診。
大腸内視鏡所見：下行結腸に１／３周を占拠する２型tumorを認め、生検組織結果は、tub２であった。
腹部造影CT検査：下行結腸に明らかな壁肥厚は認めず、腹部大動脈領域にも腫大LNは認めなかっ

たが、肝S６に２㎝大の肝転移を疑うmass formationを認めた。
EOB-MRI検査：CTにて認められた肝S６の病変以外に肝S８の横隔膜下に１㎝弱の転移を疑うmass

formationを認めた。
経 過：肝転移を有した下行結腸癌として、原発巣および肝転移巣を外科的に切除し化学療法を導

入する方針となる。
大腸癌切除標本：１５×１０㎜大の２型腫瘤を認め、割面では腫瘍は固有筋層に連続性に浸潤を認めた。
大腸病理組織学的結果：腫瘍は中心部潰瘍を作り、潰瘍底には比較的大きな胞巣を作って増殖して

いる。腫瘍腺管は分岐融合して複雑な腺管群になっており、静脈侵襲は明瞭。腫瘍は連続
性に固有筋層に浸潤し、漿膜下に非連続性に結節を形成している。
EGFR陽性、RAS遺伝子変異なし。

肝転移切除標本・組織：肝S６：３１×２１㎜（７２g）、S８：７×５㎜（１１g）
線維性皮膜を有した結節を作り、中心壊死を来たしている。

病理診断：Moderately diff adenocarcinoma、D、Type２、Size；１５×１０㎜、Int、Tub２ ss、pm０、
dm０、INFa、ly１、v２、M１（H１）、pT３、pN１、pStageIV、Lymph nodes: Metastasis
#２３１（１／６）、２３２（０／３）、２４１（０／４）、２４２（０／３）、２５３（０）
Liver：Metastasis（H１, GradeA）S６；３１×２１㎜、S８；７×５㎜

検 討：本症例は前年度も大腸がん検診を受けている通年検査の症例であるが、やはり前年度陰性
でも継続して検査を行っていくことが改めて重要であると示唆される症例であると思われる。
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６．肝臓がん検診症例研究会

日 時 平成３０年３月３日（土） 午後４時～午後５時４５分
場 所 鳥取県保健事業団中部健康管理センター

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 満 田 朱 理
「DAAs治療後のHCC初発症例」
日本肝臓学会のＣ型肝炎診療ガイドラインにおいては、「IFNフリーDAA治療によってHCVが排
除された場合、IFN治療と同程度の肝発癌抑制効果が得られるとする報告が増えつつある」、「抗ウ
イルス治療によってHCVが排除された後でも、長期予後改善のため肝発癌に対するフォローアッ
プを行う必要がある。ことに高齢かつ線維化が進行した高発癌リスク群では肝発癌に対する厳重な
注意が必要である」と記載されている。
当院では今までに１９９人の慢性Ｃ型肝炎患者にDAAs治療を導入した。その中でDAAs治療後に
HCCを初めて発症した初発症例は１１例であった。そのすべてはSVRが得られている症例である。
下記にそれらをまとめて表とした。

表１

症例 性 年齢
DAAs治療後から
HCC治療までの期間

飲酒歴 糖尿病 IFN歴 DAAの種類 肝硬変

１ 男 ７２ １２か月 有 有 無 DCA／ASV 有

２ 男 ７３ ３カ月 有 無 有 DCA／ASV 有

３ 女 ７６ ６か月 無 有 無 DCA／ASV 有

４ 男 ８０ ７か月 無 無 無 LDV／SOF 有

５ 男 ５９ ０ヶ月 有 有 有 LDV／SOF 無

６ 女 ８０ ３か月 無 無 無 LDV／SOF 無

７ 女 ６７ １９か月 無 無 有 LDV／SOF 有

８ 女 ７０ １１か月 無 無 有 LDV／SOF 無

９ 女 ８１ １５カ月 無 無 無 SOF／RBV 有

１０ 女 ６８ ６カ月 有 無 無 OBT／PTV／r 無

１１ 男 ７１ １ヶ月 無 有 有 EBR／GZR 有

８８



表２

症例
診断時
ALT

AFP値 PIVKAⅡ HCC
最大経

HCC
個数

HCC
治療法

HCC
再発DAAs前 DAAs後 診断時 DAAs後 診断時

１ ３２ １０ ７ ７ １４ ９８ １５ ２ TACE 有

２ ２８ ３２ ６ １０ １７ ３１ １７ １ TACE 有

３ １７ １０ ５ ５ １６ ２２ １２ １ RFA 無

４ １７ １０５ １９ ７ ２７ １９ １４ １ RFA 無

５ ４６ ２８ １０ １０ ８２ ８２ ２０ １ 肝切除 無

６ １１ ２２ １７ １９ ３１ ３５ １１ １ RFA 有

７ １５ ４７ １２ ５ １０ １７ １７ １ RFA 無

８ ６０ １０ ７ １５ １９ ５５ １２ １ 肝切除 無

９ ４２ １３ １０ ９ ４８ ４２ ９ １ RFA 無

１０ １０ ２８ ２３ ４１ ２３ ８２ １１ １ TACE／RFA 無

１１ ５ １８ ２８ ３９ ２０ ２８ １６ １ RFA 無

当院でのSVR後のHCC初発例ではほとんどが高齢であり、男性５例、女性６例とやや女性に多
かった。AFP値はDAAs治療前と比べ低下しているものが多く、HCC再発時にさらに低下してい
る例もあった。よって、AFPの推移だけ見ていても、HCC発生を見逃す可能性があり、画像によ
るサーベイランスが重要である。それに対しPIVKAⅡはHCC発生時に上昇しているものもあり、
定期的測定は有用であると考える。また、殆どが小肝細胞癌、単発で見つかっており、治癒が望め
るHCCであり、早期発見早期治療ができたと言える。アルコール多飲、糖尿病の罹患の症例は多
くはなかった。また、１１例中７例とDAAs治療前に肝硬変に至っているものが過半数を占めており、
やはり線維化進行例ではDAAs治療後もより厳重なフォローが必要であると考えられた。
慢性Ｃ型肝炎はDAAs治療により１００％に近い治癒率が得られる時代となったが、肝発がんを完
全に抑制できるものではなく、継続して定期フォローアップを欠かさないことが、長期予後改善に
つながると考える。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 西 向 栄 治
「肝機能正常の大酒家、糖尿病患者に発症した肝臓癌の１例」
山陰労災病院 消化器内科 ○西向栄治、岸本幸廣、前田直人、星野由樹、川田壮一郎、角田宏明、

向山智之、謝花典子、川﨑寛中
外科 山根成之、大井健太郎、野坂仁愛
放射線科 井隼孝司、山本修一、○同病理 庄盛浩平

近年、高齢者で、非Ｂ非Ｃ型の初発肝細胞癌の割合が増えている。
たとえ肝炎ウイルスが陰性でも、飲酒歴、喫煙歴、糖尿病などを有する高齢者では、年に少なく
とも１回の超音波検査＋腫瘍マーカー採血が必要と考え報告する。
症 例：７５歳、男性
主 訴：腹膜刺激症状を伴った腹痛
既往歴：６３才より糖尿病で通院。輸血歴なし。喫煙歴６０本／日×５５年、飲酒歴、焼酎１合／日（以前

は大酒家、ウイスキー１本／２日）。

８９



現病歴：当院糖尿病外来に通院中。２０１X／１１月上腹部の持続性の絞扼痛が出現、次第に増強し歩行
時にも響くようになった。その後近医を受診、腹部の圧痛と反跳痛を認めた。エコーで異
常所見（少量の腹水、肝に接する５～６㎝大のmass？）を指摘され、紹介。

家族歴：父（胃癌）、肝疾患なし
現 症：１６８㎝、７０㎏、BP１２７／７６、P９３／分、３６．１℃、意識清明、貧血、黄疸なし、腹部全体の軽度

圧痛と反跳痛を認めた。
末 梢 血：WBC８２００、HB１３．５、Plt２２．２万、CRP０．６、PT１０４％、HbA１c５．４％、生 化 学AST３０、

ALT１８、rGTP９７、TBil０．７、Alb４．２、ICG―R１５：１２．２％、腫瘍マーカーAFP５、PIVKA―
II２４００、CEA１．８、CA１９-９１３、HBs抗原陰性、ｃ抗体陰性、HCV抗体陰性。

腹部US：肝左葉に接する径８．５㎝大のモザイク状腫瘍、正常肝、腹水 脾腫なし
腹部超音波診断：HCCと推測
上部消化管内視鏡：萎縮性胃炎。食道静脈瘤なし。

造影CTでは、肝左葉外側区域、肝外突出型HCCの破裂（NBNC、Φ８．４㎝、単発）と診断
された。来院時すでに破裂が疑われ可及的早期に切除が望ましく、また急変時あるいは早
期の手術対応が困難な場合TAEの適応あると考えられた。
術前診断は、肝細胞がん破裂。待機的な外科的治療、肝外側区域切除術が行われた。
術後の診断は、肝細胞がん破裂、S２-３、８．５×８．３㎝、単発、T２（S３破裂）N０M０、stageⅡ。

病理診断：組織型：肝細胞がん（中＞高分化型）
分化度：Moderate diff.（７０％）／Well diff．（３０％） 組織構造：trabecular／pseudoglendular非癌部F１、

門脈域の線維性拡大は軽度であった。病期pStageⅢ（T３N０）
考 察：本例は、７５歳男性、肝機能はほぼ正常で、内服コントロール良好の糖尿病例、多量の飲酒

歴、喫煙歴を有する、非Ｂ非Ｃ型の肝臓癌の初発例である。
近年、初発の肝細胞癌における原因に、非Ｂ非Ｃ型の割合の増加傾向が見られる。
鳥取県の肝細胞癌サーベイランスの実態の２０１２年度では、初発HCC１６１例中、非Ｂ非Ｃ型
は７２例（４４．７％）。２０１５年度の当院の初発HCCでは、非Ｂ非Ｃ型は、２０例（５３％）に。さ
らに２０１７年度の当院の初発HCC３０例中、非Ｂ非Ｃ型は、１７例（５６．６％）とその割合は増
加傾向にある。しかし非Ｂ非Ｃ型での肝癌の発生が想定されていないのでサーべイランス
チェックができないのが現状である。

結 論：たとえ肝炎ウイルスが陰性であっても、飲酒歴、喫煙歴、糖尿病などを有する高齢者には、
年に１回以上の超音波検査や腫瘍マーカー採血を行うことが望ましいと考えた。
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事業名
東 部 中 部 西 部 合 計

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

胃 が ん １５ ２７ ３５４ ６ ２１ １２６ ６ １７ １８３ ２７ ６５ ６６３

子宮がん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ５ ５ １０３ １２ ７４ １０１ ９ ５２ ９３ ２６ １３１ ２９７

乳 が ん ２ ２３ ４１ １ ４ １９ １ ９ ２２ ４ ３６ ８２

大腸がん １０ １７ ２６３ ５ ６ ７９ ４ ５ １１１ １９ ２８ ４５３

肝臓がん ４ ５ １０１ ０ ０ ０ ３ １２ ５７ ７ １７ １５８

合 計 ３６回 ２４回 ２３回 ８３回

７．各地区がん検診症例検討会開催状況
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Ⅳ．各がん検診精密検査医療機関登録について

鳥取県健康対策協議会においては、市町村が実施する各種がん検診の精度管理、向上のため、登録
基準を設け、各がん検診精密検査医療機関の登録を行っております。登録基準については、平成１０年
度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会各がん対策
専門委員会において、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登録実施要綱
等が設定され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。
なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受け付けます。ご不明の点がありまし
たら、鳥取県健康対策協議会事務局（☎０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。
申請の届出書は「鳥取県健康対策協議会ホームページ」からダウンロードできます。

記

１．改正の要点
① 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも
のについてのみ登録する。
② 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は
３点とする。
③ 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。
④ 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。
⑤ 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期
次回の更新時期
◎一次検診登録

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期
子宮がん検診実施（一次
検診）医療機関 Ｈ３０．４．１～Ｈ３１．３．３１ Ｈ３０年度中

肺がん一次検診医療機関 Ｈ２９．４．１～Ｈ３２．３．３１ Ｈ３１年度中
乳がん検診一次検査（乳
房Ｘ線撮影）医療機関 Ｈ２９．４．１～Ｈ３２．３．３１ Ｈ３１年度中

◎精密検査登録

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期 従事者講習会等
受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 Ｈ３０．４．１～Ｈ３３．３．３１ Ｈ３２年度中 Ｈ３０．４．１～Ｈ３３．３．３１
子宮がん検診精密検査 Ｈ３０．４．１～Ｈ３３．３．３１ Ｈ３２年度中 Ｈ３０．４．１～Ｈ３３．３．３１
肺がん検診精密検査 Ｈ２９．４．１～Ｈ３２．３．３１ Ｈ３１年度中 Ｈ２９．４．１～Ｈ３２．３．３１
乳がん検診精密検査 Ｈ２９．４．１～Ｈ３２．３．３１ Ｈ３１年度中 Ｈ２９．４．１～Ｈ３２．３．３１
大腸がん検診精密検査 Ｈ２９．４．１～Ｈ３２．３．３１ Ｈ３１年度中 Ｈ２９．４．１～Ｈ３２．３．３１
肝臓がん検診精密検査 Ｈ２８．４．１～Ｈ３１．３．３１ Ｈ３０年度中 Ｈ２８．４．１～Ｈ３１．３．３１
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（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

胃がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

胃がん検診症例研究会
東部 ４回／年
西部 １回／年

３点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ３点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 ３点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ３点

胃がん内視鏡検診講習会 東部 １回／年 ３点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ３点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ３点

消化管研究会 西部 ５回／年 ３点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ３点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器がん検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 精密検査として、内視鏡検査が実施できること。
２ 生検組織の採取が可能な胃内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できる
こと。
３ 食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間１００例以上あること。ただし、部会等の長及び地区医師会の
代表の委員が十分な実績があると認める機関については、この限りではない。
４ 精密検査の結果判明後は、胃精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。
５ 発見胃がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
６ 胃がん検診読影委員会が主催する症例検討会に出席すること。
７ 担当医が、胃がん検診従事者講習会を過去３年間に１度は受講していること。
８ 担当医が、胃がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。
９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望
ましい。

※胃内視鏡検診マニュアルに従い、精密検査医療機関の登録基準の臨床例数は原則年間１００症例以上に
変更することとなり、平成３０年度より「胃がん検診精密検査医療機関実施要綱」が一部改正しました。
「年間の症例数」について、医師個人とするか医療機関とするかについては、協議の結果、医師
の習熟度の目安となるので「医師個人で原則年間１００例以上」とすることとなりました。次回の更
新３年後に向けて努力目標としていただくこととなりました。
また、登録基準においては、「食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間１００例以上あること。ただし、
部会等の長及び地区医師会の代表の委員が十分な実績があると認める機関については、この限りで
はない。」としており、１００例を満たない医師については、健対協が十分な実績があると認めれば登
録されます。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度

子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん
検診症例検討会

全県 １回／年

鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準

１ コルポスコピーに習熟した医師が対応できること。
２ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。
３ 検診の資料及び検診結果は３年以上にわたって整理、保存されること。
４ 担当医が、日本産科婦人科学会専門医であること及び子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検
診症例検討会を過去３年間に２回以上受講していること。ただし、やむを得ず、３年間のうち１回
しか受講できなかった場合については、別途追加で開催する講習会に出席すれば登録条件を充たし
たこととする。

９４



対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肺がん検診従事者講習会 全県 １回／年 １０点

東部地区肺がん医療機関検診従事者講習会 東部 １回／年 ２点

東部胸部疾患研究会（年５回） 東部 ５回／年 ２点

胸部疾患研究会・肺がん検診症例検討会（年１２回） 中部 １２回／年 ２点

西部地区肺がん検診胸部Ｘ線勉強会 西部 ４回／年 ２点

日本肺がん学会総会（全国学会・地方会） ― ５点

肺がん検診セミナー（全国学会・地方会） ― ５点

日本肺がん学会中四国地方会（全国学会・地方会） ― ３点

鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 胸部エックス線撮影、CT撮影が可能であること。
２ 気管支ファイバースコープ検査が施行でき、かつBF下細胞診が可能であること。
３ 精検のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
４ 精密検査の結果判明後は、紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。
５ 発見肺がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
７ 担当医が、肺がん検診従事者講習会を過去３年間に以下に指定する学会及び研究会に参加して、
合計２０点以上を取得すること。
（１） 鳥取県健康対策協議会主催の肺がん検診従事者講習会

１０点（過去３年間に１回参加は必須事項）
（２） 各地区医師会主催の肺がん検診研究会 ２点
（３） 日本肺がん学会総会 ５点
（４） 肺がん検診セミナー ５点
（５） 日本肺がん学会中四国地方会 ３点
８ 関連各種学会等への参加を通じて、常に肺がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ま
しい。
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（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診
発見乳がん症例検討会 全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点
日本乳癌検診学会 １回／年 ５点
各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点
日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点
鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点
その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）及び乳房専用超音波
検査装置を有すること。
２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量
（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。
なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査
を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。
３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。
なお、日本乳がん検診精度管理中央機構が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を修了し
ていることが望ましい。
４ 同一施設内で乳房造影、細胞診等の乳がん検査が可能であること。
５ 精密検査結果判明後は、乳がん精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに当該市
町村に送付すること。
６ 発見乳がんに関して健対協が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
７ 担当医は、県、健対協、医師会が主催する乳腺疾患関係の研修会、症例検討会に積極的に参加し、
乳がん研究会等各種集会への参加を通じて常に乳がん検診に関する学術的情報の補足に努めること
とし、できれば日本乳癌学会の認定医であることが望ましい。
また、乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に２０点以上取得していること。ただし、
「乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会」、「各地区症例検討会」、「鳥取県
乳腺疾患研究会」以外の学会、研究会については、出席した事が証明できる書類等の写しを添付す
ること。
８ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

［附則２］
１ 責任者の欠員を生じた医療機関は遅滞なく、地区医師会を通じ、健対協に継続の意志の有無を届
け出ることとし、適格な責任者がなければ登録資格は喪失するものとする。
２ 部会等の長は、これらの医療機関に対して、必要に応じて届出機器で撮影した乳房エックス線像
の提出を求めることができる。
３ 超音波診断装置は乳房疾患診断可能な周波数（MHz）の異なる複数のプローブが必要である。
４ 健対協は、委員会の審議までに委員長の指名する２名の委員に届出機関の視察を依頼し、その結
果を委員会での審議の資料とする。
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鳥取県乳がん検診一次検査（乳房エックス線撮影）医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）を有すること。
２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量
（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。
なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査
を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。
３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。
なお、日本乳がん検診精度管理中央機構が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を修了し
ていることが望ましい。
４ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ４回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ５回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器がん検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 全大腸内視鏡検査が実施できること。なお、精密検査を全大腸内視鏡検査で行うことが困難な場
合においては、Ｓ状結腸内視鏡検査と注腸エックス線検査（二重造影法）の併用による精密検査を
実施できることが望ましい。
２ 生検組織の採取が可能な内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できるこ
と。
３ 内視鏡検査の臨床例が年間３０例以上あること。
４ 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス線装置を有すること。
（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。
（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３㎜、大焦点は１㎜以下であることが望まし
い）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望
ましい。

５ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読す
ること。
６ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
７ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送す
ること。
８ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、
がん登録についても同様であること。
９ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
１０ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。
ただし、大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

１１ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが
望ましい。
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（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会 全県 １回／年 ５点

山陰肝・胆・膵研究会 全県 １回／年 ２点 （島根県開催も対象）

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

東部地区腹部超音波研究会 東部 ４回／年 ２点

腹部画像診断研究会 中部 ６回／年 ２点

中部肝疾患セミナー 中部 ２回／年 ２点

肝・胆・膵研究会 西部 ５回／年 ２点

消化器超音波研究会 西部 ３回／年 ２点

西部腹部超音波研究会 西部 １回／年 ２点

肝がん撲滅運動講演会 全県 １回／年 ３点

山陰肝癌治療研究会 全県 １回／年 ３点

（注）上記以外の講習会等については、評価委員会及び専門委員会においてその都度協議すること
とする。

鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。
２ 検診の資料及び結果は３年以上保存されること。
３ 精密検査として、血小板検査、超音波検査、アルファフェトプロテイン（AFP）検査、HCV-RNA
検査及びPIVKAⅡ検査が実施できること。
４ 次の基準にあう超音波検査機器を有し、かつ超音波検査に習熟した医師が対応できること。
（１） 走査方式は電子コンベックス方式が可能であること。
（２） ２系統以上の距離計測機能を有していること。
（３） ポラロイド撮影装置、プリンターマルチフォーマットカメラ、電子媒体のいずれかの画像記
録装置を有していること。

（４） 観察用モニターは、１２インチ以上であること。（携帯型超音波装置は除く。）
※一部携帯型で高機能の装置が出ているため、希望があれば装置を確認し、十分な画像があれば承
認するものとする。

５ 腹部超音波検査の臨床例が年間２００例以上あること。
６ 担当医が、肝臓がん検診従事者講習会等の受講点数を、過去３年間に１０点以上取得していること。
ただし、肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会に各１回必ず出席していること。
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あ と が き

鳥取市と米子市の胃がん検診においては、平成２９年度より日本医療研究開発機構研究費による「個

別リスクに基づく適切な胃がん検診提供体制構築に関する研究」に参加しています。ヘリコバクター

ピロリ感染率は低下しており、今後の胃がん検診個別化に向けて貴重なデータとなります。従来の精

度管理と同様に慎重に進めていきたいと考えております。

「地域保健・健康増進報告」において転移性がんの取り扱いが変更となりました。原発性がんと転

移性がんの区別が明瞭となる様に、各がん検診の精密検査紹介状に項目の追加、もしくは運用面の修

正を行いました。順次手引きを改正し周知してまいります。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書第２４報です。この報告書は単年度のがん検診の詳細な全体像も一覧いただけるものと考えま

す。この点においても参考にして戴ければ幸いです。ただ、がん検診実績は追跡調査、予後調査まで

含まれているため、前年度の実績内容となっておりますので、ご承知下さい。編集にあたり、各部会

長、各専門委員長の先生方には多々ご助言を戴きました。厚く御礼申し上げ ます。 発刊に際し、県

医師会事務局の岩垣陽子さん、神戸将浩さんには何時もの様に強力なお手伝いを戴きました。皆様に

心から御礼申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理 事 岡 田 克 夫
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